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巻末資料 1 

 

事務局体制 

 

氏  名 所属・役職 主たる事務分掌 

西予市教育委員会 

松川 伸二 教育長 － 

宇都宮 裕 教育部長（R2～4） 部総括 

谷口 佳代 
教育部スポーツ・文化課長（R2） 

教育部長（R5） 

課総括 

部総括 

浅井 裕史 
教育部スポーツ・文化課長補佐（R2） 

教育部スポーツ・文化課長（R3・4） 

文化財担当 

課総括 

大﨑 伸一 教育部まなび推進課長（R5） 課総括 

髙木 邦宏 

教育部スポーツ・文化課文化振興係長（R2） 

教育部スポーツ・文化課長補佐（兼）係長（併）政策企画

部まちづくり推進課ジオパーク推進室副室長（R3） 

教育部スポーツ・文化課長補佐（併）産業部経済振興課

ジオパーク推進室副室長（R4） 

教育部まなび推進課長補佐（併）産業部経済振興課ジオ

パーク推進室副室長（R5） 

文化財・地域計

画担当 

稲垣 将人 教育部スポーツ・文化課主任（R2） 文化振興担当 

兒玉 洋志 

教育部スポーツ・文化課主任（R2・3） 

教育部スポーツ・文化課文化振興係長（R4） 

教育部まなび推進課文化財保護係長（R5） 

埋蔵文化財担当 

楠 茉奈 教育部スポーツ・文化課主事（R3・4） 文化振興担当 

三瀬 有寿紗 
教育部スポーツ・文化課主事（R4） 

教育部まなび推進課主事（R5） 

文化的景観担当 

道山 升文 教育部スポーツ・文化課指導員（再任用、R2・3） 文化的景観担当 
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巻末資料 2 

統計資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生数と死亡数〔『令和 3 年度西予市統計書』をもとに作成〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入数と転出数〔『令和 3 年度西予市統計書』をもとに作成〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内総生産〔『令和 3 年度西予市統計書』をもとに作成〕 
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宇和と他地域の気候データ 

（1980～2019 アメダスデータをもとに作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西予市の地区別経営耕地面積 

（平成 27 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降水量 平均気温 平均風速 日照時間
mm ℃ m/s 時間

宇　和 1931.6 14.9 1.8 1765.6
宇和島 1722.4 16.7 2.5 1972.1
大　洲 1708.6 15.8 1.3 1697.3
松　山 1377.4 16.5 2.0 1990.6
東　京 1555.6 16.3 3.2 1940.4
函　館 1172.6 9.2 3.3 1787.2

1980
～2019

総面積
（a）

田 畑 樹園地

37,319 200 204 36,915
100.0% 0.5% 0.5% 98.9%
116,802 105,876 6,885 4,041
100.0% 89.5% 6.2% 4.3%
90,083 41,049 39,290 9,744
100.0% 45.6% 43.6% 10.8%
41,510 25,849 5,423 10,238
100.0% 62.3% 13.1% 24.7%
32,902 784 417 31,701
100.0% 2.4% 1.3% 96.3%

野村

城川

明浜

三瓶

宇和



巻末資料3　指定等文化財

名　　称 備　　考
国 有形文化財 建造物 旧開明学校校舎 宇和・卯之町
国 有形文化財 書跡 紙本墨書歯長寺縁起 宇和・卯之町
国選択 無形文化財 工芸技術 泉貨紙 野村・高瀬

国選択 民俗文化財 無形民俗文化財 伊予の茶堂の習俗 －
国選択 民俗文化財 無形民俗文化財 城川遊子谷の神仏講の習俗 城川・遊子谷
国登録 有形文化財 明石寺本堂 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺大師堂 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺鐘楼堂 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺地蔵堂 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺仁王門 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺手水舎 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺客殿 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺石垣及び塀 宇和・明石
国登録 有形文化財 明石寺石段及び石垣 宇和・明石

国選定
西予市宇和町卯之町伝統的建造物群保存
地区

宇和・卯之町

国登録 有形文化財 三瓶隧道 宇和・郷内
国 記念物 史跡 八幡浜街道笠置峠越 宇和・岩木
国 記念物 史跡 伊予遍路道（明石寺境内、大寶寺道） 宇和・明石、卯之町
国選定 文化的景観 宇和海狩浜の段畑と農漁村景観 明浜・狩浜
（設定） ふるさと文化財の森 西予市明石寺ヒノキ林 宇和・明石
県 有形文化財 工芸品 金幣 宇和・神領
県 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来坐像 宇和・小野田
県 有形文化財 絵画 絹本著色虎関師練像 宇和・卯之町
県 有形文化財 絵画 絹本著色回塘和尚像 宇和・卯之町
県 有形文化財 絵画 絹本著色熊野曼陀羅図 宇和・明石
県 有形文化財 古文書 顕手院文書 城川・魚成
県 民俗文化財 無形民俗文化財 朝日文楽 三瓶・朝立
県 民俗文化財 無形民俗文化財 遊子谷の七鹿踊り 城川・遊子谷
県 民俗文化財 無形民俗文化財 俵津文楽 明浜・俵津
県 民俗文化財 無形民俗文化財 土居の御田植神事 城川・土居
県 民俗文化財 有形民俗文化財 朝日文楽人形頭、衣裳、道具一式 三瓶・朝立
県 民俗文化財 有形民俗文化財 俵津文楽人形頭、衣裳、道具一式 明浜・俵津
県 記念物 史跡 高野長英の隠れ家 宇和・卯之町
県 記念物 史跡 泉貨居士の墓 野村・野村
県 記念物 史跡 三滝城跡 城川・窪野
県 記念物 名勝 三滝城跡 城川・窪野
県 記念物 史跡 穴神洞遺跡 城川・川津南
県 記念物 史跡 笠置峠古墳 宇和・岩木
県 記念物 天然記念物 大イチョウ 城川・窪野
県 記念物 天然記念物 ゴトランド紀石灰岩 城川・窪野
県 記念物 天然記念物 田穂の石灰岩 城川・田穂
県 記念物 天然記念物 小屋の羅漢穴 野村・小松
県 記念物 天然記念物 客人神社のアコウ 明浜・宮野浦
県 有形文化財 古文書 鴫山菊池家文書 宇和・卯之町
県 記念物 史跡 中津川洞穴遺跡 城川・古市
市 有形文化財 建造物 藩政時代の庄屋本宅（土居家） 野村・天神
市 有形文化財 建造物 船渡の森三島神社本殿 野村・惣川
市 有形文化財 建造物 妙見寺本堂 城川・窪野
市 有形文化財 建造物 大師堂 宇和・明間
市 有形文化財 建造物 大洲藩鳥坂口留番所 宇和・久保
市 有形文化財 建造物 申義堂 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 宇和町小学校講堂 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 宇和町小学校第1校舎 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 宇和町小学校第2校舎 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 善福寺薬師堂 宇和・西山田
市 有形文化財 建造物 鳥居門 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 御成門 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 西林寺阿弥陀堂内厨子 宇和・郷内

城川・窪野窪野の八つ鹿踊り

種　　別

国選択
県

無形民俗文化財民俗文化財

伝統的建造物群保存地区
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巻末資料3　指定等文化財

名　　称 備　　考種　　別

市 有形文化財 建造物 林庭院 城川・窪野
市 有形文化財 建造物 龍澤寺 城川・魚成
市 有形文化財 建造物 末光邸住宅 宇和・卯之町
市 有形文化財 建造物 善福寺山門 宇和・西山田
市 有形文化財 建造物 善福寺厨子 宇和・西山田
市 有形文化財 建造物 松の窪堂 野村・平野
市 有形文化財 絵画 十二天画幅 宇和・河内
市 有形文化財 彫刻 如意輪観音像 城川・魚成
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来坐像 三瓶・朝立
市 有形文化財 彫刻 薬師如来坐像 宇和・河内
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来坐像 宇和・田苗真土
市 有形文化財 彫刻 毘沙門天 宇和・河内
市 有形文化財 彫刻 十一面観音立像及び脇侍 野村・次の川
市 有形文化財 彫刻 御神像 野村・白髭
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来坐像 野村・長谷
市 有形文化財 彫刻 恵比寿坐像 野村・阿下
市 有形文化財 彫刻 大黒天坐像 野村・山本
市 有形文化財 彫刻 釈迦如来立像 明浜・狩浜
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来立像 明浜・田之浜
市 有形文化財 彫刻 薬師如来坐像 宇和・西山田
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来立像および脇仏 明浜・高山
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来立像 宇和・伊延東
市 有形文化財 彫刻 阿弥陀如来坐像 宇和・郷内
市 有形文化財 彫刻 西林寺阿弥陀堂内光背 宇和・郷内
市 有形文化財 工芸品 藍文丸鉢 明浜・高山
市 有形文化財 工芸品 寛文の金幣 明浜・高山
市 有形文化財 工芸品 鰐口 宇和・明間
市 有形文化財 工芸品 熊野本地懸仏 宇和・瀬戸
市 有形文化財 工芸品 須弥壇、台座 宇和・西山田
市 有形文化財 書跡 乃木将軍揮毫の軸 野村・野村
市 有形文化財 書跡 「朝立十二勝」屏風 三瓶・朝立
市 有形文化財 典籍 大般若経 宇和・神領
市 有形文化財 典籍 大般若経 城川・魚成
市 有形文化財 典籍 大般若経 三瓶・朝立
市 有形文化財 典籍 大般若経 明浜・高山
市 有形文化財 古文書 天保時代の卯之町全景図 宇和・卯之町
市 有形文化財 古文書 極山境界絵図及び裁定書 三瓶・朝立
市 有形文化財 古文書 旧三瓶村鳥瞰図 三瓶・朝立
市 有形文化財 古文書 須崎神社棟札 三瓶・長早
市 有形文化財 古文書 棟札 城川・窪野
市 有形文化財 歴史資料 鬨の太鼓 野村・前石
市 有形文化財 歴史資料 木彫立体地図 明浜・高山
市 有形文化財 歴史資料 打掛 城川・嘉喜尾
市 有形文化財 歴史資料 陣旗 宇和・伊延東
市 有形文化財 歴史資料 若宮神社棟札 明浜・高山
市 有形文化財 歴史資料 牓示石 宇和・信里
市 有形文化財 歴史資料 開明学校扁額 宇和・卯之町
市 有形文化財 歴史資料 申義堂記 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 中広銅矛 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 平形銅剣 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 金環 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 土器 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 弥生土器 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 石斧 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 高坏 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 台付椀 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 はそう 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 短頸壷 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 環頭柄頭 宇和・卯之町
市 有形文化財 考古資料 須恵器と凹石 三瓶・朝立

5



巻末資料3　指定等文化財

名　　称 備　　考種　　別

市 有形文化財 考古資料 中広銅矛 野村・四郎谷
市 有形文化財 考古資料 和鏡 城川・嘉喜尾
市 有形文化財 考古資料 縄文の石斧 明浜・高山
市 有形文化財 考古資料 縄文の釣針 明浜・高山
市 有形文化財 考古資料 弥生の石斧 明浜・高山
市 有形文化財 考古資料 石斧 三瓶・朝立
市 有形文化財 考古資料 蕨手刀 宇和・卯之町
市 無形文化財 工芸技術 泉貨紙製造技術伝承者　菊地孝 野村・高瀬
市 石造美術 高橋玄藩五輪塔 野村・予子林
市 石造美術 お姫様の塚 三瓶・鴫山
市 石造美術 大塚源十郎五輪塔 野村・中村
市 石造美術 一字一石塔 野村・坂石
市 石造美術 岩本将監の墓 野村・栗木
市 石造美術 五輪塔群 野村・前石
市 石造美術 松渓経塚 野村・松渓
市 石造美術 五輪塔群 野村・西
市 石造美術 河童の狛犬 明浜・高山
市 石造美術 五輪塔群 野村・惣財久
市 石造美術 泉貨居士の墓 野村・竹ノ内
市 石造美術 紀貫之の墓 城川・土居
市 石造美術 ハシロリの五輪塔群 明浜・狩浜
市 石造美術 広福寺の宝篋印塔 明浜・狩浜
市 石造美術 青石経塚 明浜・俵津
市 石造美術 享保の供養地蔵 明浜・俵津
市 石造美術 天満神社狛犬 明浜・田之浜
市 石造美術 大浦の五輪塔群 明浜・俵津
市 石造美術 威徳院源界法印の墓 明浜・狩浜
市 石造美術 賀茂神社常夜燈 明浜・高山
市 石造美術 馬頭観音像 明浜・俵津
市 石造美術 回国供養地蔵塔 明浜・俵津
市 石造美術 春日神社鳥居 明浜・狩浜
市 石造美術 広福寺開山塔 明浜・狩浜
市 石造美術 広福寺一石五輪塔 明浜・狩浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 伊予の里神楽道具 野村・西
市 民俗文化財 有形民俗文化財 木彫りの獅子頭 明浜・狩浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 祭事用天狗古面 明浜・狩浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 碆ノ手の鯨塚 明浜・高山
市 民俗文化財 有形民俗文化財 楠の浦の鯨塚 明浜・俵津
市 民俗文化財 有形民俗文化財 子持岩の鯨塚 明浜・宮野浦
市 民俗文化財 有形民俗文化財 鹿面 城川・魚成
市 民俗文化財 有形民俗文化財 五つ鹿の古面 明浜・狩浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 江戸期の天秤針口 明浜・高山
市 民俗文化財 有形民俗文化財 春日神社絵馬 明浜・狩浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 天満神社発句献額 明浜・田之浜
市 民俗文化財 有形民俗文化財 阿下歌舞伎衣装 野村・野村
市 民俗文化財 有形民俗文化財 百人一首絵馬 野村・杉山
市 民俗文化財 有形民俗文化財 絵馬 野村・四郎谷
市 民俗文化財 有形民俗文化財 鹿頭 宇和・小原
市 民俗文化財 無形民俗文化財 川津南楽念仏 城川・川津南
市 民俗文化財 無形民俗文化財 花取り踊り 野村・岡成
市 民俗文化財 無形民俗文化財 小踊り 野村・小松
市 民俗文化財 無形民俗文化財 伊予の里神楽 野村・西
市 民俗文化財 無形民俗文化財 花とり踊り 城川・下相
市 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・片川
市 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・次の川
市 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・鳥鹿野、旭
市 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・高瀬
市 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・富野川
市 民俗文化財 無形民俗文化財 六ツ鹿踊り 野村・西
市 民俗文化財 無形民俗文化財 八ツ鹿踊り 野村・惣川
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巻末資料3　指定等文化財

名　　称 備　　考種　　別

市 民俗文化財 無形民俗文化財 大窪新四国八十八ヶ所 野村・舟戸、大窪
市 民俗文化財 無形民俗文化財 子供ねり相撲甚句 野村・惣川
市 民俗文化財 無形民俗文化財 野村四国八十八ヶ所 野村・野村
市 民俗文化財 無形民俗文化財 実盛送り 城川・田穂、魚成
市 民俗文化財 無形民俗文化財 浦安の舞 城川・遊子谷
市 民俗文化財 無形民俗文化財 春日神社お船練り 明浜・狩浜
市 民俗文化財 無形民俗文化財 賀茂神社宵宮潮垢離 明浜・高山
市 民俗文化財 無形民俗文化財 坂戸五ツ鹿踊り 宇和・坂戸
市 民俗文化財 無形民俗文化財 渡江の盆踊り 明浜・渡江
市 民俗文化財 無形民俗文化財 魚成新四国 城川・魚成
市 民俗文化財 無形民俗文化財 成龍寺念仏踊り 野村・富野川
市 民俗文化財 無形民俗文化財 お伊勢踊 三瓶・二及
市 民俗文化財 無形民俗文化財 揚神楽 三瓶・朝立
市 民俗文化財 無形民俗文化財 八幡神楽 三瓶・垣生
市 民俗文化財 無形民俗文化財 周木地区盆踊り　きそん節・高松踊 三瓶・周木
市 民俗文化財 無形民俗文化財 皆江地区盆踊り　歌舞伎くずし 三瓶・皆江
市 民俗文化財 無形民俗文化財 渡江の竹綱 明浜・渡江
市 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立地区の秋祭 三瓶・朝立
市 民俗文化財 無形民俗文化財 蔵貫三島神社の秋祭 三瓶・蔵貫浦
市 民俗文化財 無形民俗文化財 小原の五つ鹿踊り 宇和・小原
市 記念物 史跡 二宮敬作住居跡 宇和・卯之町
市 記念物 史跡 小森古墳 宇和・山田
市 記念物 史跡 龍澤寺 城川・魚成
市 記念物 史跡 白岩城跡 城川・遊子谷
市 記念物 史跡 甲ヶ森城跡 城川・土居
市 記念物 史跡 黄幡城跡 城川・高野子
市 記念物 史跡 龍ヶ森城跡 野村・前石、城川・魚成

市 記念物 史跡 白木ヶ城跡 野村・古市、平野、手都合

市 記念物 史跡 御番所跡 野村・高瀬
市 記念物 史跡 御番所跡 野村・白髭
市 記念物 史跡 上城跡 野村・松渓
市 記念物 史跡 鎌田ヶ城跡 野村・鳥鹿野
市 記念物 史跡 大審院長児島惟謙苦学之地 野村・野村
市 記念物 史跡 樫木駄場古墳 宇和・坂戸
市 記念物 史跡 松ノ本古墳 宇和・田苗真土
市 記念物 史跡 妙法寺裏山古墳 宇和・田苗真土
市 記念物 史跡 河内奥ナルタキ1号墳 宇和・岩木
市 記念物 史跡 東大谷古墳 宇和・岩木
市 記念物 史跡 粟尻1号墳 宇和・山田
市 記念物 史跡 谷ヶ内古墳 宇和・小野田
市 記念物 史跡 宇都宮正綱廟 明浜・高山
市 記念物 史跡 大崎狼煙場 明浜・田之浜
市 記念物 史跡 渡江の主谷池 明浜・渡江
市 記念物 史跡 前嶽溝 野村・野村
市 記念物 名勝 桂川渓谷 野村・野村
市 記念物 名勝 樽滝 野村・旭
市 記念物 天然記念物 ビャクシン（柏木） 城川・田穂
市 記念物 天然記念物 三島神社のイブキビャクシン 三瓶・蔵貫浦
市 記念物 天然記念物 とげなしバラ（テリハノイバラ） 野村・阿下
市 記念物 天然記念物 客神社社叢 野村・坂石
市 記念物 天然記念物 オオシラカシ（大白樫） 野村・小松
市 記念物 天然記念物 国造神社の樹叢 三瓶・朝立
市 記念物 天然記念物 天満神社の這いアスナロ（あすなろ） 野村・中通川
市 記念物 天然記念物 穴神鍾乳洞 城川・川津南
市 記念物 天然記念物 宝泉坊オオカシ（大樫）群 城川・高野子
市 記念物 天然記念物 ナギ 三瓶・蔵貫
市 記念物 天然記念物 岩井のアコウジュ（樹） 明浜・宮野浦
市 記念物 天然記念物 黒瀬川鍾乳洞 城川・下相
市 記念物 天然記念物 リュウキュウマメガキ（黒柿） 城川・魚成
市 記念物 天然記念物 ツバキ（椿） 城川・高野子
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巻末資料3　指定等文化財

名　　称 備　　考種　　別

市 記念物 天然記念物 大山神社のモガシ・ムクノキ 明浜・俵津
市 記念物 天然記念物 春日神社社叢 明浜・狩浜
市 記念物 天然記念物 イヌマキ 宇和・常定寺
市 記念物 天然記念物 タブノキ 宇和・下松葉
市 記念物 天然記念物 金剛寺の夫婦イチョウ（銀杏） 明浜・高山
市 記念物 天然記念物 客人神社社叢 明浜・宮野浦
市 記念物 天然記念物 カツラギ（桂木） 城川・野井川
市 記念物 天然記念物 ニューサマーオレンジ 三瓶・垣生
市 記念物 天然記念物 オオスギ（大杉） 野村・松渓
市 記念物 天然記念物 トゥファ 城川・古市
市 中町町並み 宇和・卯之町伝統的建造物群保存地区
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巻末資料4
未指定文化財（うみ）

名　　称 備　　考 参考

1 有形文化財 建造物 庵寺の五輪塔 明浜・俵津

2 有形文化財 建造物 アジロの層塔 明浜・狩浜

3 有形文化財 建造物 祇園様の常夜燈 明浜・狩浜

4 有形文化財 建造物 津出蔵（村役人の長屋門） 明浜・俵津

5 有形文化財 建造物 春日神社 明浜・狩浜・重文景

6 有形文化財 建造物 長屋門 明浜・狩浜・重文景

7 有形文化財 建造物 春日神社石燈籠 明浜・狩浜・重文景

8 有形文化財 建造物 清家春延の五輪塔 明浜・俵津

9 有形文化財 建造物 寛政の宝篋印塔 明浜・地蔵院

10 有形文化財 建造物 延命地蔵 明浜・渡江

11 有形文化財 建造物 墓石 明浜・狩浜・重文景

12 有形文化財 建造物 地蔵院楼門 明浜・俵津

13 有形文化財 建造物 賀茂神社 明浜・高山

14 有形文化財 建造物 天満神社 明浜・俵津

15 有形文化財 建造物 賀茂神社 明浜・渡江

16 有形文化財 建造物 天満神社 明浜・田之浜

17 有形文化財 建造物 金剛寺 明浜・高山

18 有形文化財 建造物 岩井の石灰窯ほか石灰窯群 明浜・宮野浦ほか

19 有形文化財 建造物 旧俵津隧道 明浜・俵津

20 有形文化財 建造物 中村家住宅 明浜・俵津

21 有形文化財 建造物 伊井家住宅（伊井旅館） 明浜・俵津

22 有形文化財 建造物 兵頭家住宅 明浜・狩浜

23 有形文化財 建造物 西崎商店 明浜・高山

24 有形文化財 建造物 春日神社狛犬 明浜・狩浜・重文景

25 有形文化財 建造物 春日神社玉垣 明浜・狩浜・重文景

26 有形文化財 建造物 春日神社常夜灯 明浜・狩浜・重文景

27 有形文化財 建造物 春日神社七五三柱 明浜・狩浜・重文景

28 有形文化財 建造物 賀茂神社常夜灯 明浜・高山

29 有形文化財 建造物 賀茂神社石灯籠 明浜・高山

30 有形文化財 建造物 石造馬頭観音像、同大日如来像 宇和・伊賀上

31 有形文化財 建造物 庄屋門 三瓶・皆江、下泊

32 有形文化財 建造物 井上力松家 三瓶・朝立

33 有形文化財 建造物 長瀧橋 三瓶・和泉

34 有形文化財 建造物 石崎橋 三瓶・津布理

35 有形文化財 建造物 日吉橋 三瓶・朝立

36 有形文化財 建造物 港橋親柱 三瓶・朝立

37 有形文化財 建造物 蔵貫郵便局 三瓶・蔵貫

38 有形文化財 建造物 紀伊野歯科医院 三瓶・朝立

39 有形文化財 建造物 久保田福太郎家 三瓶・安土

40 有形文化財 建造物 仲村医院 三瓶・朝立

41 有形文化財 建造物 米利商会 三瓶・朝立

42 有形文化財 美術工芸品（絵画） 日蓮上人入寂絵屏風 明浜・立正寺

43 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 廣福寺木造菩薩坐像 明浜・狩浜

44 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 廣福寺木造阿弥陀如来坐像 明浜・狩浜

45 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 賀茂神社随神 明浜・高山

46 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 篠権現 明浜・地蔵院

47 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 金剛寺木造観世音菩薩立像 明浜・高山

48 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造蔵王権現像 明浜・高山

49 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 鯨の位牌 明浜・金剛寺

50 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 石造蔵王権現像（高山権現山） 明浜・高山

51 有形文化財 美術工芸品（古文書） 引付状 明浜・明浜歴民

52 有形文化財 美術工芸品（古文書） 漁場図 明浜・明浜歴民

53 有形文化財 美術工芸品（古文書） 賀茂神社扁額（神徳無窮の大額） 明浜・高山

54 有形文化財 美術工芸品（古文書） 長崎東海日誌 明浜・明浜歴民

55 有形文化財 美術工芸品（古文書） 俵津浦村境争論裁許絵図 宇和・県歴博

56 有形文化財 美術工芸品（古文書） 神教朝立合戦記 三瓶・朝立

57 有形文化財 美術工芸品（古文書） 宇和郡高山浦絵図 宇和・県歴博

種　　別
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巻末資料4
未指定文化財（うみ）

名　　称 備　　考 参考種　　別

58 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 弥生土器 明浜・俵津大浦

59 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 須恵器 明浜・春日神社

60 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 朝立遺跡出土土器、石器（石鏃） 三瓶・朝立

61 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 役箪笥及び古地図 明浜・渡江

62 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 青い目の人形 明浜・俵津

63 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 二宮敬作愛用の象限儀・小方儀 明浜・明浜歴民

64 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 児島惟謙関係資料 明浜・明浜歴民

65 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 穂積陳重関係資料 明浜・明浜歴民

66 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 塔和子関係資料 明浜・明浜歴民

67 民俗文化財 有形民俗文化財 山車の太閤様 明浜・高山

68 民俗文化財 有形民俗文化財 百万遍の大数珠（臥龍庵） 明浜・宮野浦

69 民俗文化財 有形民俗文化財 大松さま 明浜・田之浜

70 民俗文化財 有形民俗文化財 雲龍水 明浜・俵津

71 民俗文化財 有形民俗文化財 亥の子山車 明浜・俵津

72 民俗文化財 有形民俗文化財 狩江縞 明浜・明浜歴民

73 民俗文化財 有形民俗文化財 五ツ鹿鹿頭 三瓶・蔵貫

74 民俗文化財 有形民俗文化財 狩江縞機（高機） 明浜・明浜歴民

75 民俗文化財 有形民俗文化財 農具 明浜・明浜歴民

76 民俗文化財 有形民俗文化財 養蚕関係道具類 明浜・明浜歴民

77 民俗文化財 有形民俗文化財 漁業鑑札 明浜・明浜歴民

78 民俗文化財 有形民俗文化財 漁具 明浜・明浜歴民

79 民俗文化財 有形民俗文化財 船飾り 明浜・明浜歴民

80 民俗文化財 有形民俗文化財 造船関係道具 明浜・明浜歴民

81 民俗文化財 有形民俗文化財 石灰産業関連道具 明浜・明浜歴民

82 民俗文化財 有形民俗文化財 垣生縞 三瓶・垣生

83 民俗文化財 有形民俗文化財 民具コレクション 明浜・明浜歴民

84 民俗文化財 有形民俗文化財 民具コレクション 三瓶・ふるさと資展

85 民俗文化財 無形民俗文化財 太神楽 明浜・狩浜

86 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の五つ鹿踊り 明浜・高山

87 民俗文化財 無形民俗文化財 狩浜の五つ鹿踊り 明浜・高山

88 民俗文化財 無形民俗文化財 賀茂神社秋祭 明浜・高山

89 民俗文化財 無形民俗文化財 春日神社秋祭 明浜・狩浜

90 民俗文化財 無形民俗文化財 天満神社・大山神社秋祭 明浜・俵津

91 民俗文化財 無形民俗文化財 亥の子 明浜

92 民俗文化財 無形民俗文化財 高山のお伊勢踊り 明浜・高山

93 民俗文化財 無形民俗文化財 狩浜のお伊勢踊り 明浜・狩浜

94 民俗文化財 無形民俗文化財 俵津の牛鬼 明浜・高山

95 民俗文化財 無形民俗文化財 狩浜の牛鬼 明浜・狩浜

96 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の牛鬼 明浜・高山

97 民俗文化財 無形民俗文化財 田之浜の牛鬼 明浜・田之浜

98 民俗文化財 無形民俗文化財 俵津の五つ鹿踊り 明浜・俵津

99 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の浦安の舞 明浜・高山

100 民俗文化財 無形民俗文化財 狩浜の浦安の舞 明浜・狩浜

101 民俗文化財 無形民俗文化財 狩浜の相撲練り 明浜・狩浜

102 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の相撲練り 明浜・高山

103 民俗文化財 無形民俗文化財 祇園祭 明浜・俵津

104 民俗文化財 無形民俗文化財 竹網 明浜・高山

105 民俗文化財 無形民俗文化財 田之浜の盆踊り 明浜・田之浜

106 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の盆踊り 明浜・田之浜

107 民俗文化財 無形民俗文化財 俵津の盆踊り 明浜・俵津

108 民俗文化財 無形民俗文化財 宮野浦の盆踊り 明浜・高山

109 民俗文化財 無形民俗文化財 高山の御車（山車） 明浜・高山

110 民俗文化財 無形民俗文化財 薬師祭 三瓶・垣生三宝寺

111 民俗文化財 無形民俗文化財 実盛送り 三瓶・蔵貫

112 民俗文化財 無形民俗文化財 蔵貫浦の五鹿踊 三瓶・蔵貫

113 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立の唐獅子 三瓶・朝立

114 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立客の五鹿踊 三瓶・朝立

115 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立浜の五鹿踊 三瓶・朝立

116 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立屋敷の相撲練り（甚句） 三瓶・朝立
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巻末資料4
未指定文化財（うみ）

名　　称 備　　考 参考種　　別

117 民俗文化財 無形民俗文化財 金毘羅祭り 三瓶・津布理金毘羅神社

118 民俗文化財 無形民俗文化財 蔵貫浦の唐獅子 三瓶・蔵貫

119 民俗文化財 無形民俗文化財 周木の唐獅子 三瓶・周木

120 民俗文化財 無形民俗文化財 お伊勢踊り 三瓶・二及

121 民俗文化財 無形民俗文化財 夏越祭（輪抜け） 明浜、三瓶

122 民俗文化財 無形民俗文化財 三瓶神社還幸祭 三瓶

123 記念物 遺跡 中浦城跡 明浜・俵津

124 記念物 遺跡 城山 明浜・狩浜

125 記念物 遺跡 堂山城跡 明浜・高山

126 記念物 遺跡 火山遺跡 明浜・狩浜

127 記念物 遺跡 天神の森 明浜・狩浜

128 記念物 遺跡 峠道 明浜

129 記念物 遺跡 朝立城跡 三瓶・朝立

130 記念物 遺跡 防空監視哨 三瓶・安土

131 記念物 遺跡 三瓶町名由来の地 三瓶・朝立

132 記念物 遺跡 大早津鉱山及び石灰産業関連施設 明浜・高山

133 記念物 遺跡 鉱山（蔵貫、平岩、有網代、鴫山） 三瓶

134 記念物 遺跡 井戸 三瓶・朝立

135 記念物 名勝地 野福峠 明浜・俵津

136 記念物 名勝地 お伊勢山 明浜・狩浜

137 記念物 名勝地 大崎鼻 明浜・田之浜

138 記念物 名勝地 明浜のリアス海岸 明浜

139 記念物 名勝地 さざえが岳 三瓶・和泉

140 記念物 名勝地 三十峰 三瓶・朝立

141 記念物 名勝地 寝観音（須崎海岸） 三瓶・長早、周木

142 記念物 動物、植物、地質鉱物 天満神社社叢 明浜・田之浜

143 記念物 動物、植物、地質鉱物 多聞寺の大銀杏 明浜・俵津

144 記念物 動物、植物、地質鉱物 俵津のしましま地層 明浜・俵津

145 記念物 動物、植物、地質鉱物 小僧都の丸石 明浜・高山

146 記念物 動物、植物、地質鉱物 お伊勢山 三瓶・二及

147 記念物 動物、植物、地質鉱物 ウバメガシ 三瓶・津布理、皆江

148 記念物 動物、植物、地質鉱物 ナニワイバラ 三瓶・蔵貫、皆江

149 記念物 動物、植物、地質鉱物 チョウジガマズミ 三瓶・周木

150 記念物 動物、植物、地質鉱物 ヘツカニガキ 三瓶・鴫山

151 伝統的建造物群 宇和海高山の町並み 明浜・高山
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巻末資料4
未指定文化財（さと）

名　　称 備　　考 参考

1 有形文化財 建造物 明石寺五輪塔 宇和・明石

2 有形文化財 建造物 庄屋屋敷群 宇和

3 有形文化財 建造物 熊野神社十二所権現 宇和・明石

4 有形文化財 建造物 明石寺水受、燈籠 宇和・明石

5 有形文化財 建造物 明石寺遍路墓 宇和・明石

6 有形文化財 建造物 左氏珠山先生之碑文 宇和・卯之町

7 有形文化財 建造物 松葉城碑 宇和・下松葉

8 有形文化財 建造物 火除け地蔵 宇和・卯之町

9 有形文化財 建造物 西山田稚蚕飼育共同飼育場 宇和・西山田

10 有形文化財 建造物 和田左平家 宇和・田野中

11 有形文化財 建造物 日本基督教団卯之町教会 宇和・卯之町

12 有形文化財 建造物 上甲家養蚕室 宇和

13 有形文化財 建造物 第一東洋蚕種株式会社蚕種収蔵庫 宇和・卯之町

14 有形文化財 建造物 松本酒造合名株式会社酒蔵 宇和・卯之町

15 有形文化財 建造物 よつかど松本商店 宇和・卯之町

16 有形文化財 建造物 ゑびすや食堂部 宇和・卯之町

17 有形文化財 建造物 末光千代太郎家煉瓦米 宇和・卯之町

18 有形文化財 建造物 国鉄法華津トンネル 宇和

19 有形文化財 建造物 平野橋 宇和・信里

20 有形文化財 建造物 道義橋 宇和・卯之町

21 有形文化財 建造物 東宇和地方事務所 宇和

22 有形文化財 建造物 共同風呂 宇和

23 有形文化財 建造物 久枝消防詰倉庫 宇和・久枝

24 有形文化財 建造物 信里消防倉庫 宇和・信里

25 有形文化財 建造物 卯之町図書館 宇和・卯之町

26 有形文化財 建造物 久枝公会堂 宇和・久枝

27 有形文化財 建造物 石城尋常高等小学校 宇和・下松葉

28 有形文化財 建造物 旧井上医院 宇和・卯之町

29 有形文化財 建造物 土居内科医院 宇和・西山田

30 有形文化財 建造物 渡辺家住宅 宇和・卯之町

31 有形文化財 建造物 旧武蔵 宇和・卯之町

32 有形文化財 建造物 清水静十郎家別邸 宇和・卯之町

33 有形文化財 建造物 堀内家住宅 宇和・田野中

34 有形文化財 建造物 河野家住宅 宇和・西山田

35 有形文化財 建造物 菊池家住宅 宇和・岩木

36 有形文化財 建造物 西岡家住宅 宇和・信里

37 有形文化財 建造物 木下家住宅 宇和・東多田

38 有形文化財 建造物 山家家住宅 宇和・卯之町

39 有形文化財 建造物 宇和町老人憩の家（旧末光家住宅） 宇和・卯之町

40 有形文化財 建造物 末光家住宅（旧末光小児科医院） 宇和・卯之町

41 有形文化財 建造物 松村正恒設計の展望台 宇和・皆田

42 有形文化財 建造物 兵隊橋 宇和・永長

43 有形文化財 建造物 遍路道標 宇和

44 有形文化財 建造物 戦争記念碑 宇和

45 有形文化財 建造物 忠魂碑・忠霊塔など 宇和

46 有形文化財 美術工芸品（絵画） 明石寺釈迦三尊十六善神像 宇和・明石

47 有形文化財 美術工芸品（絵画） 明石寺天台大師像 宇和・明石

48 有形文化財 美術工芸品（絵画） 三瓶神社絵馬 宇和・岩木

49 有形文化財 美術工芸品（絵画） 二宮敬作肖像画 宇和・先哲記念館

50 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 山田薬師銅造誕生釈迦仏立像 宇和・西山田

51 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺千手観音坐像 宇和・明石

52 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺伝持国天立像 宇和・明石

53 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 龍聖寺木造如意輪観音坐像 宇和・岩木

54 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 大安楽寺木造阿弥陀如来立像 宇和・伊延

55 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 松岳寺木造如意輪観音坐像 宇和・久枝

56 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 常明寺木造宝冠釈迦如来坐像 宇和・久保

57 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺毘沙門天立像 宇和・明石

種　　別
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巻末資料4
未指定文化財（さと）

名　　称 備　　考 参考種　　別

58 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺木造不動明王立像 宇和・明石

59 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺二十八部衆 宇和・明石

60 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺金剛力士阿形像 宇和・明石

61 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺金剛力士吽形像 宇和・明石

62 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺菩薩形立像 宇和・明石

63 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 明石寺天台大師像 宇和・明石

64 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 勝光寺木造阿弥陀如来坐像 宇和・岩木

65 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 蓮明寺木造阿弥陀如来坐像 宇和・野田

66 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 蓮明寺木造薬師如来坐像 宇和・野田

67 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 光教寺木造西園寺公広坐像 宇和・卯之町

68 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 銅造神武天皇像（白井雨山） 宇和・卯之町

69 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 敬作愛用のギヤマンのコップ 宇和・先哲記念館

70 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 敬作愛用の薬壺 宇和・先哲記念館

71 有形文化財 美術工芸品（工芸品） イネ愛用の印籠 宇和・先哲記念館

72 有形文化財 美術工芸品（典籍） 安養寺大般若経 宇和・岩木

73 有形文化財 美術工芸品（典籍） 清良記（高串本・宇都宮氏蔵） 宇和・愛媛県歴博

74 有形文化財 美術工芸品（典籍） 清良記（伊尾喜本、西園寺本） 宇和・卯之町

75 有形文化財 美術工芸品（古文書） 八幡愚童記 宇和・先哲記念館

76 有形文化財 美術工芸品（古文書） 大安楽寺棟札 宇和・伊延

77 有形文化財 美術工芸品（古文書） 真土村亀甲家文書 宇和・田苗真土

78 有形文化財 美術工芸品（古文書） 新城村亀甲家文書 宇和

79 有形文化財 美術工芸品（古文書） 西山田村梶原家文書 宇和

80 有形文化財 美術工芸品（古文書） 明石寺文書 宇和・明石寺

81 有形文化財 美術工芸品（古文書） 本多家文書 宇和・久枝

82 有形文化財 美術工芸品（古文書） 小原清家家日記 宇和・先哲記念館

83 有形文化財 美術工芸品（古文書） 西林寺宗門檀那請負控（文政十年） 宇和

84 有形文化財 美術工芸品（古文書） 開明学校新築寄附仕出し帳 宇和・開明学校

85 有形文化財 美術工芸品（古文書） 教育関係資料（教科書、掛図、文書） 宇和・開明学校

86 有形文化財 美術工芸品（古文書） 福楽寺俳額 宇和・河内

87 有形文化財 美術工芸品（古文書） 石城村文書 宇和

88 有形文化財 美術工芸品（古文書） 田之筋村文書 宇和

89 有形文化財 美術工芸品（古文書） 谷本保山収集文書 宇和・図書館

90 有形文化財 美術工芸品（古文書） 松本家文書 宇和・図書館

91 有形文化財 美術工芸品（古文書） 二宮家文書 宇和・図書館

92 有形文化財 美術工芸品（古文書） 行政文書 宇和・図書館

93 有形文化財 美術工芸品（古文書） 医薬及び農学関係文書 宇和・図書館

94 有形文化財 美術工芸品（古文書） 宇和町立図書館所蔵文書 宇和・卯之町

95 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 縄文土器 宇和・考古センター

96 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 広形銅矛 宇和・久枝

97 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 笠置峠古墳出土品 宇和・岩木

98 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 小森古墳出土品 宇和・山田

99 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 岩木赤坂古墳出土品 宇和・岩木

100 有形文化財 美術工芸品（考古資料） ナルタキ古墳群出土品 宇和・岩木

101 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 粟尻古墳出土品 宇和・山田

102 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 樫木駄場古墳 宇和・坂戸

103 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 鉄刀、鉄鎌、轡 宇和・宇和歴民

104 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 方格規矩鏡 宇和・宇和歴民

105 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 内行花文鏡 宇和・宇和歴民

106 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 伊勢山大塚古墳出土陶質土器 宇和・宇和歴民

107 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 西ノ前遺跡出土品 宇和・岩木

108 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 道面・大神田遺跡出土品 宇和・山田

109 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 瓦 宇和・考古センター外

110 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 田苗真土出土土師器 宇和・宇和歴民

111 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 久枝出土土師器 宇和・宇和歴民

112 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 和鏡 宇和・宇和歴民

113 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 三島神社銅製経筒、陶製外筒、和鏡 宇和・宇和歴民

114 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 松葉城出土資料 宇和・宇和歴民
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巻末資料4
未指定文化財（さと）

名　　称 備　　考 参考種　　別

115 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 皆田宇都宮家伝来の旗 宇和・県歴博

116 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 新渡戸稲造自筆の扁額 宇和・卯之町

117 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 志賀重昂自筆の扁額 宇和・先哲記念館

118 民俗文化財 有形民俗文化財 宇和民具館所蔵民具コレクション 宇和・宇和民具館

119 民俗文化財 無形民俗文化財 明石のお伊勢踊 宇和・明石

120 民俗文化財 無形民俗文化財 稲生のお伊勢踊 宇和・稲生

121 民俗文化財 無形民俗文化財 下川のお伊勢踊 宇和・下川

122 民俗文化財 無形民俗文化財 西山田の五つ鹿踊り 宇和・西山田

123 民俗文化財 無形民俗文化財 皆田の五つ鹿踊り 宇和・皆田

124 民俗文化財 無形民俗文化財 新城の五つ鹿踊り 宇和・新城

125 民俗文化財 無形民俗文化財 下松葉子供角力甚句 宇和・下松歯

126 民俗文化財 無形民俗文化財 伊延の相撲練り（甚句） 宇和・伊延

127 民俗文化財 無形民俗文化財 岩木の相撲甚句 宇和・岩木

128 民俗文化財 無形民俗文化財 四つ太鼓 宇和・卯之町、東多田

129 民俗文化財 無形民俗文化財 牛鬼
宇和・岩木、卯之町、信
里、山田、郷内、小原、明
間、皆田、田之筋

130 民俗文化財 無形民俗文化財 大ぞうり（念仏の口開け） 宇和・永長、明間倉谷

131 民俗文化財 無形民俗文化財 オハンニャ（般若講）
宇和・卯之町、岩木河内
谷

132 民俗文化財 無形民俗文化財 亥の子 宇和

133 民俗文化財 無形民俗文化財 卯之町新四国八十八ヶ所 宇和・卯之町

134 民俗文化財 無形民俗文化財 郷内新四国八十八ヶ所 宇和・郷内

135 民俗文化財 無形民俗文化財 郷内七福神踊り 宇和・郷内

136 民俗文化財 無形民俗文化財 田野中寿式三番叟 宇和・田野中

137 民俗文化財 無形民俗文化財 宇和神楽 宇和・明間

138 民俗文化財 無形民俗文化財 卯之町のお船踊り 宇和・卯之町

139 民俗文化財 無形民俗文化財 明石寺追山行事（蛇霊供養行事） 宇和・明石

140 民俗文化財 無形民俗文化財 お日待ち 宇和

141 民俗文化財 無形民俗文化財 花まつり（灌仏会） 宇和

142 民俗文化財 無形民俗文化財 夏越祭（輪抜け） 宇和

143 民俗文化財 無形民俗文化財 風除け 宇和

144 民俗文化財 無形民俗文化財 祝棒 宇和

145 民俗文化財 無形民俗文化財 節分 宇和

146 民俗文化財 無形民俗文化財 お四国参り 宇和

147 民俗文化財 無形民俗文化財 盆踊り 宇和

148 民俗文化財 無形民俗文化財 虫供養 宇和

149 民俗文化財 無形民俗文化財 虫送り 宇和

150 民俗文化財 無形民俗文化財 オモウシ（霜月祭） 宇和

151 民俗文化財 無形民俗文化財 麦祈祷 宇和・岩木勝光寺

152 民俗文化財 無形民俗文化財 稲祈祷 宇和・岩木安養寺

153 民俗文化財 無形民俗文化財 岩木の伊勢音頭人形踊 宇和・岩木

154 民俗文化財 無形民俗文化財 池干し 宇和

155 民俗文化財 無形民俗文化財 秋祭り 宇和

156 民俗文化財 無形民俗文化財 蛇霊供養 宇和・大安楽寺

157 民俗文化財 無形民俗文化財 念仏講 宇和

158 民俗文化財 無形民俗文化財 三瓶神社還幸祭 宇和・三瓶神社

159 民俗文化財 無形民俗文化財 わら製品製作技術 宇和

160 記念物 遺跡 下鬼窪 宇和・卯之町

161 記念物 遺跡 清沢遺跡 宇和・清沢

162 記念物 遺跡 城楽岩陰遺跡 宇和・山田

163 記念物 遺跡 永長遺跡（上横田含む） 宇和・永長

164 記念物 遺跡 金毘羅山遺跡 宇和・清沢

165 記念物 遺跡 田苗真土中市遺跡 宇和・田苗

166 記念物 遺跡 山田細狩遺跡 宇和・山田

167 記念物 遺跡 岩木観音嶽洞穴遺跡 宇和・岩木

168 記念物 遺跡 永長上塚田遺跡 宇和・永長

169 記念物 遺跡 岩木原田遺跡 宇和・岩木
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巻末資料4
未指定文化財（さと）

名　　称 備　　考 参考種　　別

170 記念物 遺跡 上井遺跡 宇和・岩木

171 記念物 遺跡 坪栗遺跡 宇和・山田

172 記念物 遺跡 上松葉谷川遺跡 宇和・上松葉

173 記念物 遺跡 ムカイ山古墳 宇和・杢所

174 記念物 遺跡 長作森古墳 宇和・清沢

175 記念物 遺跡 岩木赤坂古墳 宇和・岩木

176 記念物 遺跡 長尾古墳 宇和・山田

177 記念物 遺跡 伊勢山大塚古墳 宇和・下松葉

178 記念物 遺跡 安養寺裏山古墳 宇和・岩木

179 記念物 遺跡 一宮神社古墳 宇和・郷内

180 記念物 遺跡 河内谷遺跡 宇和・岩木

181 記念物 遺跡 西の前遺跡 宇和・岩木

182 記念物 遺跡 大久保遺跡 宇和・郷内

183 記念物 遺跡 福吉窯跡 宇和・明石

184 記念物 遺跡 福楽寺 宇和・河内

185 記念物 遺跡 明石寺 宇和・明石

186 記念物 遺跡 条里 宇和・岩木ほか

187 記念物 遺跡 松葉城跡 宇和・下松葉

188 記念物 遺跡 黒瀬城跡 宇和・卯之町

189 記念物 遺跡 飛鳥城跡 宇和・瀬戸

190 記念物 遺跡 鳥付城跡 宇和・郷内

191 記念物 遺跡 下木城跡 宇和・東多田

192 記念物 遺跡 峰城跡 宇和・西山田

193 記念物 遺跡 我合城跡 宇和・卯之町

194 記念物 遺跡 岡城跡 宇和・卯之町

195 記念物 遺跡 歯長寺 宇和・伊賀上

196 記念物 遺跡 大寶寺道（鳥坂峠越） 宇和・東多田

197 記念物 遺跡 道引大師 宇和・下川

198 記念物 遺跡 伊予遍路道（歯長峠越、法花津峠越） 宇和

199 記念物 遺跡 関地池 宇和・信里

200 記念物 遺跡 松蔭池 宇和・田野中

201 記念物 遺跡 名本井手 宇和・大江

202 記念物 遺跡 権現山 宇和・岩木

203 記念物 遺跡 光教寺境内 宇和・卯之町

204 記念物 遺跡 二宮敬作の墓 宇和・卯之町

205 記念物 遺跡 陸軍永長飛行場跡 宇和・永長

206 記念物 遺跡 サイレン山 宇和・卯之町

207 記念物 名勝地 法華津峠 宇和・伊賀上

208 記念物 名勝地 高森山 宇和・伊賀上

209 記念物 動物、植物、地質鉱物 宇和盆地（南北性の構造谷の埋没） 宇和

210 記念物 動物、植物、地質鉱物 春日神社社叢 宇和・下松葉

211 記念物 動物、植物、地質鉱物 アベマキ 宇和・山田

212 記念物 動物、植物、地質鉱物 コウノトリ 宇和

213 記念物 動物、植物、地質鉱物 ナベヅル 宇和

214 記念物 動物、植物、地質鉱物 観音水 宇和・明間

215 記念物 動物、植物、地質鉱物 宇和川の河成段丘 宇和

216 記念物 動物、植物、地質鉱物 メガロドンの化石 宇和・明間
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巻末資料4
未指定文化財（やま）

名　　称 備　　考 参考

1 有形文化財 建造物 三島神社拝殿 野村・白髭

2 有形文化財 建造物 岩本五輪山の墓 城川・嘉喜尾

3 有形文化財 建造物 イボ神さま 野村・西

4 有形文化財 建造物 栄輪様 野村・松渓下中

5 有形文化財 建造物 弘法大師様 野村・上野、岡成

6 有形文化財 建造物 弁天宮 野村・野村本町

7 有形文化財 建造物 墓碑 野村・石久保、惣川

8 有形文化財 建造物 竜王神社 野村・大野ヶ原

9 有形文化財 建造物 安楽寺 野村・野村

10 有形文化財 建造物 船戸川橋 野村・坂石

11 有形文化財 建造物 茶堂群 野村

12 有形文化財 建造物 川成橋 野村・予子林

13 有形文化財 建造物 中瀬橋 野村・旭

14 有形文化財 建造物 惣川発電所 野村・惣川

15 有形文化財 建造物 伊予鉄道電気（株）船戸発電所本館 野村・惣川

16 有形文化財 建造物 松の越隧道 野村

17 有形文化財 建造物 三浦家住宅 野村・白髭

18 有形文化財 建造物 宇都宮家住宅 野村・野村

19 有形文化財 建造物 茶堂群 城川

20 有形文化財 建造物 旧太田家（城川歴民に移築） 城川・下相

21 有形文化財 建造物 十三仏石碑 城川・中津川

22 有形文化財 建造物 庚申堂（長州大工） 城川・岩本

23 有形文化財 建造物 天満大神宮（長州大工） 城川・魚成

24 有形文化財 建造物 河本英次郎家倉庫（鏝絵） 城川・男河内

25 有形文化財 建造物 中城本店酒造場店舗・住宅 城川・嘉喜尾

26 有形文化財 建造物 中城本店酒造場酒蔵 城川・嘉喜尾

27 有形文化財 建造物 芝酒造場店舗・住宅 城川・川津南

28 有形文化財 建造物 卯之町銀行土居支店 城川・川津南

29 有形文化財 建造物 高川橋 城川・高野子

30 有形文化財 建造物 辰の口橋 城川・嘉喜尾

31 有形文化財 建造物 三島橋 城川・土居

32 有形文化財 建造物 宇治橋 城川・魚成

33 有形文化財 建造物 遊子谷尋常高等小学校校庭石垣 城川・遊子谷

34 有形文化財 建造物 鏝絵 城川・城川歴民

35 有形文化財 建造物 渡邊医院 城川・魚成

36 有形文化財 建造物 三柱神社本殿、中殿、拝殿（長州大工） 城川・川津南

37 有形文化財 建造物 八幡神社（長州大工） 城川・川津南

38 有形文化財 建造物 八幡宮（長州大工） 城川・遊子川

39 有形文化財 建造物 龍王宮石ぐち石 城川・窪野

40 有形文化財 建造物 義農顕彰の碑 城川・下相

41 有形文化財 美術工芸品（絵画） 松本仙挙の絵 野村・高瀬

42 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 西明寺木造神像 野村・次の川

43 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 堂の窪お堂神像・仏像 野村・予子林

44 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 長善寺木造僧形神像 城川・魚成

45 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 長善寺木造十一面観音立像 城川・魚成

46 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 長善寺木造不動明王立像 城川・魚成

47 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 報恩寺木造観音堂馬頭観音坐像 城川・土居

48 有形文化財 美術工芸品（工芸品） シルク博物館所蔵資料（狩衣、直垂…） 野村・シルク博物館

49 有形文化財 美術工芸品（典籍） 簡野道明書籍 野村・予子林

50 有形文化財 美術工芸品（古文書） 白髭三島神社棟札 野村・白髭

51 有形文化財 美術工芸品（古文書） 四郎谷三島神社棟札 野村・四郎谷

52 有形文化財 美術工芸品（古文書） 野村三嶋神社棟札 愛媛県歴史文化博物館

53 有形文化財 美術工芸品（古文書） 渓筋公民館所蔵文書 野村・渓筋公民館

54 有形文化財 美術工芸品（古文書） 緒方家所蔵文書 野村・野村

55 有形文化財 美術工芸品（古文書）
中筋小学校蔵（東宇和沿革史初稿、史
料）

野村・中筋

56 有形文化財 美術工芸品（古文書） 惣川土居家記 野村・惣川

種　　別
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巻末資料4
未指定文化財（やま）

名　　称 備　　考 参考種　　別

57 有形文化財 美術工芸品（古文書） 街並図 野村

58 有形文化財 美術工芸品（古文書） 白王権現棟札 城川・田穂

59 有形文化財 美術工芸品（古文書） 三柱神社棟札 城川・川津南

60 有形文化財 美術工芸品（古文書） 三島神社棟札 城川・土居

61 有形文化財 美術工芸品（古文書） 小早川隆景制札 城川・龍澤寺

62 有形文化財 美術工芸品（古文書） 清良記 城川・田穂

63 有形文化財 美術工芸品（古文書） 遊子谷村庄屋別宮家文書 城川・城川文書館

64 有形文化財 美術工芸品（古文書） 高野子村庄屋芝家文書 城川・城川文書館

65 有形文化財 美術工芸品（古文書） 魚成岡田家文書 城川・城川文書館

66 有形文化財 美術工芸品（古文書） 旧高川村役場文書 城川・城川文書館

67 有形文化財 美術工芸品（古文書） 旧土居村役場文書 城川・城川文書館

68 有形文化財 美術工芸品（古文書） 旧遊子川村役場文書 城川・城川文書館

69 有形文化財 美術工芸品（古文書） 旧魚成村役場文書 城川・城川文書館

70 有形文化財 美術工芸品（考古資料） タカシロ岩岩陰遺跡出土資料 土居小学校

71 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 石斧 野村・山王

72 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 磨石（坂本城跡） 野村・阿下

73 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 鎌田ヶ城出土遺物（青磁、染付ほか） 野村・渓筋

74 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 福蔵寺跡出土仏具 野村・惣財久

75 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 高橋玄藩の矢根 野村・予子林松尾

76 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 中津川洞穴遺跡出土の人骨 城川・城川歴民

77 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 中津川洞穴出土遺物 城川・城川歴民

78 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 穴神洞遺跡出土遺物 城川・城川歴民

79 民俗文化財 有形民俗文化財 三椏へぐり 城川・城川歴民

80 民俗文化財 有形民俗文化財 乙亥相撲の化粧まわし 野村・松渓

81 民俗文化財 有形民俗文化財 神楽面 野村・野村

82 民俗文化財 有形民俗文化財 旧大和田小学校保管民具 野村・旧大和田小

83 民俗文化財 有形民俗文化財 野村中学校保管民具 野村・野村中学校

84 民俗文化財 有形民俗文化財 遊子谷の神仏講の習俗用具 城川・遊子谷

85 民俗文化財 有形民俗文化財 城川歴史民俗資料館民具コレクション 城川・城川歴民

86 民俗文化財 無形民俗文化財 惣川興禅寺念仏踊 野村・惣川

87 民俗文化財 無形民俗文化財 惣川本光寺念仏踊 野村・惣川

88 民俗文化財 無形民俗文化財 高瀬小滝の坐り念仏 野村・高瀬小滝

89 民俗文化財 無形民俗文化財 普門院火まつり 野村・松渓

90 民俗文化財 無形民俗文化財 茶湯（ちゃとう） 野村・高瀬

91 民俗文化財 無形民俗文化財 乙亥大相撲 野村・野村

92 民俗文化財 無形民俗文化財 お日切さん 野村

93 民俗文化財 無形民俗文化財 渓筋三島神社祭礼の練り 野村・渓筋

94 民俗文化財 無形民俗文化財 野坂神社お伊勢踊 野村・高瀬

95 民俗文化財 無形民俗文化財 お多福 野村・阿下

96 民俗文化財 無形民俗文化財 鬼の金剛
野村・惣財久、蔵良本
村、道野々、奈良野、堂
の窪、松尾

97 民俗文化財 無形民俗文化財 坐り念仏 野村・坂石ほか

98 民俗文化財 無形民俗文化財 虫送り 野村・前石、農有地区

99 民俗文化財 無形民俗文化財 古市の獅子舞 野村・野村古市

100 民俗文化財 無形民俗文化財 松渓の盆踊り 野村・松渓

101 民俗文化財 無形民俗文化財 お伊勢ご祈祷 野村

102 民俗文化財 無形民俗文化財 たるたき観音まつり 野村

103 民俗文化財 無形民俗文化財 龍王神社春祭 野村・惣川

104 民俗文化財 無形民俗文化財 夏越祭（輪抜け） 野村

105 民俗文化財 無形民俗文化財 盆踊り 野村

106 民俗文化財 無形民俗文化財 弁天様 野村

107 民俗文化財 無形民俗文化財 三島神社秋祭り 野村

108 民俗文化財 無形民俗文化財 心経講 野村

109 民俗文化財 無形民俗文化財 下相六ツ鹿踊り 城川・下相

110 民俗文化財 無形民俗文化財 魚成五ツ鹿踊り 城川・魚成

111 民俗文化財 無形民俗文化財 男河内五つ鹿踊り 城川・男河内
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巻末資料4
未指定文化財（やま）

名　　称 備　　考 参考種　　別

112 民俗文化財 無形民俗文化財 龍澤寺楽念仏 城川・魚成

113 民俗文化財 無形民俗文化財 高野子楽念仏 城川・高野子東光寺

114 民俗文化財 無形民俗文化財 遊子谷楽念仏 城川・遊子谷

115 民俗文化財 無形民俗文化財 野井川楽念仏 城川・野井川

116 民俗文化財 無形民俗文化財 三滝神社春祭り 城川・窪野

117 民俗文化財 無形民俗文化財 野井川三十三観音 城川・野井川

118 民俗文化財 無形民俗文化財 報恩寺裏山三十三観音 城川・土居

119 民俗文化財 無形民俗文化財 善願寺裏山三十三観音 城川・嘉喜尾

120 民俗文化財 無形民俗文化財 村四国八十八箇所 城川・川津南

121 民俗文化財 無形民俗文化財 杖野々西国三十三観音 城川・杖野々

122 民俗文化財 無形民俗文化財 龍澤寺花まつり 城川・魚成

123 民俗文化財 無形民俗文化財 岩戸神楽 城川・嘉喜尾

124 民俗文化財 無形民俗文化財 亥の子 野村、城川

125 民俗文化財 無形民俗文化財 愛宕精進 城川・高川

126 民俗文化財 無形民俗文化財 寺野の大師講 城川・寺野

127 民俗文化財 無形民俗文化財 牛鬼 城川・下相

128 記念物 遺跡 タカシロ岩岩陰遺跡 野村・野村

129 記念物 遺跡 銅矛出土地 野村・四郎谷

130 記念物 遺跡 中世山城群 野村

131 記念物 遺跡 宇都宮三河守直綱最後の地 野村・松渓馬荷

132 記念物 遺跡 上甲伊豆守の墓 野村・松渓

133 記念物 遺跡 地ヶ野井関 野村・上野

134 記念物 遺跡 河野禎斉の墓 野村・中通川

135 記念物 遺跡 笹ヶ峠古戦場（大野ヶ原） 野村・大野ヶ原

136 記念物 遺跡 梼原街道（韮が峠越） 野村・韮が峠

137 記念物 遺跡 龍王山鉱山坑口（マンガン） 野村・野村

138 記念物 遺跡 植木の金鉱山坑口 野村・釜川

139 記念物 遺跡 籠谷川砂防堰堤群 野村・渓筋

140 記念物 遺跡 奥谷川砂防堰堤群 野村・渓筋

141 記念物 遺跡 寺谷川砂防堰堤群 野村・鳥鹿野

142 記念物 遺跡 長谷川砂防堰堤群 野村・長谷

143 記念物 遺跡 大麦川砂防堰堤群 野村・長谷

144 記念物 遺跡 しいがん 城川・魚成（長善寺下）

145 記念物 遺跡 梼原街道（九十九曲峠越、大茅峠越） 城川・川津南

146 記念物 遺跡 梼原街道（韮が峠越） 野村・惣川

147 記念物 遺跡 矢野杏仙邸跡 城川・土居

148 記念物 遺跡 高野子番所跡 城川・高野子

149 記念物 遺跡 川津南番所跡 城川・川津南

150 記念物 遺跡 宇和ドロマイト鉱山 城川・田穂

151 記念物 遺跡 遊子谷尋常高等小学校校庭石垣 城川・遊子谷

152 記念物 名勝地 坂石湖水 野村・坂石

153 記念物 名勝地 愛宕山公園 野村・野村愛宕

154 記念物 名勝地 御在所山 野村・高瀬

155 記念物 名勝地 雨包山
野村・惣川、城川・野井
川

156 記念物 名勝地 原生つつじ公園 野村・大野ヶ原

157 記念物 名勝地 一夜ヶ森 野村・大野ヶ原

158 記念物 名勝地 樽の滝 城川・野井川

159 記念物 名勝地 轟々渕 城川・下相

160 記念物 名勝地 江戸渕 城川・下相

161 記念物 名勝地 嘉喜尾の鳴滝 城川・嘉喜尾

162 記念物 動物、植物、地質鉱物 大椋 野村・鳥鹿野

163 記念物 動物、植物、地質鉱物 木斛 野村・阿下

164 記念物 動物、植物、地質鉱物 野坂神社社叢 野村・高瀬

165 記念物 動物、植物、地質鉱物 惣川三島神社社叢 野村・惣川

166 記念物 動物、植物、地質鉱物 小屋三嶋神社社叢 野村・小松

167 記念物 動物、植物、地質鉱物 猿坂峠の黒松の標本 野村

168 記念物 動物、植物、地質鉱物 ブナの原生林 野村・大野ヶ原
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巻末資料4
未指定文化財（やま）

名　　称 備　　考 参考種　　別

169 記念物 動物、植物、地質鉱物 源氏ヶ駄馬 野村・大野ヶ原

170 記念物 動物、植物、地質鉱物 三葉虫やサンゴの化石 愛媛大学保管、岡成

171 記念物 動物、植物、地質鉱物 フズリナの化石 野村・鳥鹿野

172 記念物 動物、植物、地質鉱物 白髭の鍾乳洞 野村・白髭

173 記念物 動物、植物、地質鉱物 野村の河成段丘 野村

174 記念物 動物、植物、地質鉱物 大和田橋のかめ穴 野村・大和田

175 記念物 動物、植物、地質鉱物 竜王洞 野村・大野ヶ原

176 記念物 動物、植物、地質鉱物 舟戸川のV字谷 野村・予子林

177 記念物 動物、植物、地質鉱物 寺山の枕状溶岩 野村・大野ヶ原

178 記念物 動物、植物、地質鉱物 寺山ポリエ 野村・大野ヶ原

179 記念物 動物、植物、地質鉱物 小松ヶ池 野村・大野ヶ原

180 記念物 動物、植物、地質鉱物 惣川の地すべり地形 野村・惣川

181 記念物 動物、植物、地質鉱物 白王神社社叢 城川・田穂

182 記念物 動物、植物、地質鉱物 龍澤寺寺叢 城川・魚成

183 記念物 動物、植物、地質鉱物 遊子谷の大イチョウ 城川・遊子谷

184 記念物 動物、植物、地質鉱物 龍澤寺山林（日本の森林百選） 城川・魚成

185 記念物 動物、植物、地質鉱物 黒瀬川の河成段丘 野村、城川

186 記念物 動物、植物、地質鉱物
黒瀬川構造帯（寺野変成岩類、三滝火
成岩類、黒瀬川流域のシルル紀化石産
地、岡成層群、三滝山の蛇紋岩）

城川

187 記念物 動物、植物、地質鉱物 下相の海底地すべり跡 城川・下相

188 記念物 動物、植物、地質鉱物 遊子谷の赤色頁岩 城川・遊子谷

189 記念物 動物、植物、地質鉱物 嘉喜尾の黒瀬川ロード 城川・嘉喜尾

190 記念物 動物、植物、地質鉱物 魚成の河成段丘 城川・魚成

191 文化的景観 大野ヶ原のカルスト地形と牧草地 野村・大野ヶ原
もしくは記念物：
四国カルスト

192 文化的景観 茶堂と農山村景観 城川

193 文化的景観 窪野の岩上田 城川・窪野

194 文化的景観 棚田百選・堂の坂の棚田 城川・田穂

195 伝統的建造物群 土居の町並み 城川・土居

196 伝統的建造物群 惣川の町並み 野村・惣川

197 伝統的建造物群 坂石の町並み 野村・坂石
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巻末資料5
各地区の歴史文化の特徴（明浜）  

田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津
■亜熱帯性植物
（大崎鼻周辺）
■三双碆（海底露
岩）

■権現山、宇和路
越■客人神社のア
コウ、岩井のアコウ
■金剛寺夫婦イ
チョウ■客人神社
社叢

■権現山
■小僧津の丸石
■春日神社社叢

■野福峠
■俵津のしましま
地層
■大山神社のモガ
シ・ムキノキ

縄
文

■鹿角製釣針、石
斧

■磨製石斧

弥
生

■春日神社遺跡
（弥生土器）

古
墳
古
代
平
安

■春日神社遺跡
（須恵器）

鎌
倉

■九州（ハシロリの
五輪塔、網代の層
塔：阿蘇凝灰岩）

■九州（大浦の五
輪塔群：阿蘇凝灰
岩）

■ハシロリ五輪塔、
廣福寺開山塔

■西田御前様（平
家落人）

■西田御前様（平
家落人伝説）

室
町
1
4
c
室
町
1
5
c

室
町
1
6
c

■九州、瀬戸内
（ハシロリの五輪塔
群、廣福寺開山
塔：阿蘇凝灰岩、、
廣福寺宝篋印塔、
一石五輪塔：花崗
岩）

■九州（大浦の五
輪塔群：阿蘇凝灰
岩）

■五輪塔、層塔、
宝篋印塔
■廣福寺木造菩薩
坐像（15c前半）
■春日神社木造鼻
高面（15～16c）

■大浦五輪塔、青
石経塚？

■戦乱（高山道山
城主・宇都宮修理
太夫正綱➡天正7
討死）、山城

■戦乱（岩野郷、
西園寺、山城）

■戦乱（法花津
殿、山城）

江
戸
1
7
c

■寛文11（1672）
新浦開発（田之浜）
■半農半漁（米・
麦・甘藷・櫨、鰯
漁）□田之浜浦：片
浜、家数1軒

■半農半漁（米麦・
甘藷・櫨、鰯漁）
■針口天秤（横目
天秤、宮野浦二宮
家）□宮之浦：高山
之湊内□高山浦：
御高札有、湊有、
家数63、舟数36
（猟舟）、加子数70

■半農半漁（米・
麦・甘藷・櫨、鰯
漁・魚付林）■慶安
3（1650）主谷池■
埋立（原田庄七（原
田家文書））□狩浜
浦：御高札有、湊
有、家数55、舟数
29（30石純積8、漁
舟21）、加子数130
□廉脇浦：狩浜之
湊内、家数23□渡
江浦：湊有、家数
18、舟数13（猟
舟）、加子数35

■半農半漁（米・
麦・甘藷・櫨、鰯漁
（引付状））
■新田開発（佐馬
太夫春延五輪塔）
□俵津浦：湊有、
家数60、舟数22
（猟舟）、加子数70

■宇和島藩狼煙
場？（大崎）
■瀬戸内（天満神
社狛犬：花崗岩）
■常夜燈

■狼煙？（アカリタ
キ）
■17c末～18c初頭
染付芙蓉手大皿
（九州）

■九州・瀬戸内交
流（墓石、春日神
社鳥居：阿蘇凝灰
岩、花崗岩）
■狼煙（火山遺跡）
■常夜燈
■大坂屋伝兵衛
（六十余州旅日記
抄）

■宇和（内陸）との
往来（津出蔵（村役
人の長屋門）
■常夜燈
■伊井庄吾回船業
（江戸末）

■寛文4（1664）賀
茂神社金幣

■慶長6（1601）金
銅釈迦如立像
■修験・狩江教育
の祖（威徳院源界
法印の墓）■獅子
頭■渡江竹網■春
日神社社殿■渡江
盆踊り？

■津出し（峠越え） ■元禄5（1692）草
山騒動

江
戸
1
8
c

■享保7（1722）春
日神社鳥居■渡江
盆踊り歌舞伎くず
し？

■宝永7（1779）？
青石経塚

■天明の飢饉（渡
江・延命地蔵）
1782～88■寛政3
（1791）武左衛門
一揆

■享保の飢饉（享
保17（1732）享保の
供養地蔵（1731～
32）■寛政3
（1791）武左衛門
一揆

自然・災害・疫病・戦争

先
史

古
代

中
世

自然

明浜
生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

近
世

■リアス海岸 ■宇和海 ■照葉樹林 ■北に宇和盆地 ■西に三瓶／西に九州（東九州、南九州）・豊後水道 ■北に瀬戸内・瀬戸内海 ■東南に土佐・太平洋

●内陸部

（さと）との

交流

宇和海のめぐみを活かした半農半漁のくらし

海を介した九州・瀬戸内との交流

宇和海のめぐみに依拠したくらし

三災（戦争、疫病、飢饉）への対応

教育と芸能・祭礼の発展

仏教の普及

■天慶4（941）天慶の乱（藤原純友）

●農：麦、甘藷、櫨

●漁：イワシ網漁、干鰯（西日本有数の産地）

「平安、鎌倉時代の南予地域は、宇和郡を中心に天台宗が

普及し、天台宗寺院が多かったと言われるが…」（『県史』）

●九州との交流

●九州・瀬戸内との交流

■推古天皇13（605）地震、道後温泉陥没■推古天皇36（628）大地震、温

■明応3（1494）大地震■明応4（1495）大地震■明応7（1498）大地震

■享禄4（1531）大地震■天文2（1533）地震、高潮■永禄10（1567）明間合

戦■永禄11鳥坂合戦■元亀3（1572）西園寺×一条。大友氏宇和郡侵攻■

天正5（1577）南予侵攻。芝、西ノ川、北ノ川、魚成ら長宗我部と内通、菅田

（大野）直之と提携し西園寺を包囲。■天正7（1579）三間合戦■天正8

（1580）久武親信戦死で頓挫■天正8～9（1580～81）三滝城北ノ川氏を攻

撃（11年説あり）■天正12西園寺・長宗我部講和（四国平定）■天正13

■慶長9（1605）大地震（東南海）■慶長19大地震、道後温泉湧出止む■寛

永2（1625）地震■寛永7大地震■寛永の飢饉■慶安2（1649）大地震宇和

島城石垣、塀破損■貞享2（1685）大地震■元禄元（1688）強震■元禄7大

■宝永4（1707）台風／大地震で宇和島高潮（東南海）宇和島城内所々破

損、田503町以上家屋其他数々流出■享保元（1716）強震■享保の飢饉

（享保17（1732）■寛延2（1749）大地震、宇和島城桜破損■明和6（1769）強

震■天明の飢饉（1782～88）■寛政10（1798）山奥・野村組騒動(逃散）



巻末資料5
各地区の歴史文化の特徴（明浜）  

田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津 田之浜 高山 狩江 俵津
自然・災害・疫病・戦争

明浜
生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

江
戸
1
9
c

□文化6（1809）家
数90軒、550人

■天保8（1837）碆
の手の鯨塚

■土佐から石灰焼
きを導入、石灰焼
きの開始（宇都宮
家文書）

■村役人の長屋門 ■石灰海上輸送 ■馬頭観音像・大
日如来像

■文化5（1808）伊
能測量
■清涼庵木造阿弥
陀如来立像（18～
19c）
■160～170年前：
金刀比羅奉納相撲
（大火事後火鎮祈
願）

■文化5（1808）伊
能測量■文化12～
天保3（1832）金剛
寺大般若経■天保
2（1831）五ツ鹿踊
り■天保６賀茂神
社随神■天保12若
宮神社棟札■賀茂
神社宵宮の潮垢
離？■金剛寺木造
阿弥陀如来立像・
脇仏（18～19c）

■文化5（1808）伊
能測量■天保2
（1831）狩浜の五つ
鹿踊り？■天保9
春日神社鳥居■嘉
永6（1853）加茂神
社■安政元
（1854）五ツ鹿頭■
慶応2（1866）秋祭
りお練り衣装■渡
江の竹網？■狩浜
の太神楽

■文化5（1808）伊
能測量
■文政8（1825）回
国供養地蔵

■文化5（1808）荒
田騒動

■享和3（1803）農
民300人が村出し
て藩庁に強訴■天
保の飢饉（益田伝
之進裃）1833～39
■元治元（1864）、
慶応2（1866）宇和
島藩長州征伐

■天保（1833～
39）天保の飢饉：大
師堂手水鉢／春日
神社鳥居（収束祈
願？）

■享和4（1804）木
彫りの立体地図■
文政元（1818）俵
津騒動（徒党、逃
散）■文政4
（1821）宇和島藩
領東山田村・野田
村・伊賀上村、吉
田藩領俵津浦村境
争論裁許絵図■万
延元（1860）俵津
浦騒動（騒擾）

明
治

■半農半漁（漁場
図）

■石灰（岩井の石
灰窯）
■半農半漁（漁場
図）
■M40（1907）子持
岩の鯨塚

■M3（1870）楠の
裏の鯨塚■半農半
漁（漁場図、宇和
海狩浜の段畑と農
漁村景観）■狩江
梨（～昭和）■行商
（春日神社石碑、
七五三柱）■縞織
（狩江縞、機）■埋
立■渡江役箪笥及
び古地図

■半農半漁（漁場
図、養蚕→石垣
化）
■行商（戦後まで）
■埋立

■石灰、海上輸送
（引き札）■M38
（1905）高山郵便
局開局（M23郵便
受取所開所）
■人口急増■M43
高山電信線

■九州土佐へ行商
（狩江縞）■尾道
（春日神社石造物）
■宇和島八幡浜定
期船■M9（1876）
渡江浦図面■M14
（1881）祇園様常
夜燈■M37（1904）
卯之町俵津間電信
線

■宇和島丸・肱川
丸寄港
■M15（1882）俵津
郵便局開局

■M25（1892）天満
神社発句献額
■M35田之浜水産
補習学校（～S10
（1935））

■M3（1870）山車
の太閤様■M6賀
茂神社石灯籠■
M7、8小学校■M9
賀茂神社常夜灯■
M14若宮神社河童
の狛犬／M14相撲
練り？■M23青年
会■M33賀茂神社
再建■宇都宮正綱
廟？■M40（1907）
子持岩の鯨塚

■春日神社石垣ほ
か
■M3（1870）楠の
浦の鯨塚
■M12（1879）春日
神社狛犬
■春日神社拝殿天
井絵
■M27相撲甚句？
■M43ころ村上天
心寄寓

■M3（1870）俵津
文楽（すがはら座、
人形頭・衣裳道具
一式）
■M15俵津郵便
局
■大正中期～俵津
の五つ鹿踊り

■M10西南戦争
（残党の逸話）

■M10（1877）ころ
トラホーム（長崎東
海日誌）■M21雲
龍水

大
正

■半農半漁 ■石灰（石灰窯）■
半農半漁■T7
（1918）高山製糸
合資会社■T9宮
野浦製糸株式会社

■半農半漁（オリヤ
養蚕、養蚕小屋、
桑納屋、段畑石
垣）■T5織物工場
（渡江）■T9狩江
製糸､T13渡江製
糸

■半農半漁（養蚕
→石垣化）■T4
（1915）～S12
（1937）俵津製糸
（顕彰碑）■坑木
■T8俵津織物株
式会社／俵津村外
二ヶ村に電気

■石灰（全国）
■石灰海上輸送
■T4（1915）高山
漁業組合特設電話
■T15岩井特設電
話

■T4（1915）狩江
郵便局開局

■坑木（北九州）
■T14（1925）狩
浜・俵津・吉田間定
期バス
■T15～S3（1928）
俵津隧道

■T2（1913）宮野
浦農業補習学校
■T10高山婦人会
■松本仙挙寄寓

■T15（1926）狩江
農業補習学校、青
年訓練所
■松本仙挙寄寓
（春日神社絵馬）

■T2（1913）俵津
実業補習学校■大
正中期～五つ鹿■
T14ラジオ第1号■
T15地蔵院楼門■
松本仙挙寄寓

昭
和

■半農半漁■S6
（1931）船田製糸
工場、加蔵製糸工
場

■S4（1929）昭和
館製糸、S5共栄館
製糸■石灰（石灰
窯）
■半農半漁

■半農半漁（養
蚕、甘藷、麦、段畑
石垣）
■石灰搬出（高山
との境に石組の簡
単な港・立岩に縄
をかけて船を係留）

■半農半漁（養
蚕、甘藷、麦）

■石灰（全国）
■ブラジル移民

■S3(1928)～貨物
運送
■S6、S8、S9、S11
～ブラジル移民
（記念碑）

■S10（1935）高山
農業補習学校、青
年訓練所、宮野浦
農業補習学校と統
合し高山青年学校
■中川勝吉（画家）

■S2（1927）青い目
の人形

■S2（1927）青い目
の人形
■S3八千代座（～
S44）
■井上和

■忠魂碑 ■忠魂碑

現
代

戦
後

■農業（柑橘）
■漁業（養殖）
■S26（1951）～42
（1967）田之浜澱
粉工場
■～S40年代海水
ろ過装置

■石灰（石灰産業
遺産）
■農業（柑橘）
■漁業（養殖）■南
予用水（1974～
1996）

■農業（柑橘）
■漁業（養殖、
フィッシングセン
ター、お伊勢山近
くへ定期船を沈め
ている＝魚付きの
ため？）
■南予用水（1974
～1996）

■農業（柑橘）
■漁業（魚市場、
養殖）
■南予用水（1974
～1996）

■S25（1950）大崎
灯台

■石灰 ■S46（1971）水越
島灯台

■S28（1953）～戦
後ブラジル移民
（東宇和郡17.8%で
最多。西宇和郡は
2.7％と少なく戦前
と異なる）

■くじゅろく：豆札
の一種である大二
を使ったゲーム
（1992明浜町田之
浜の高齢者の間で
遊ばれていること
発見）

■S23（1948）高山
劇場（～S39）
■S29新生館（～
S31）

■昔の遊び：ねん
がり、パンコ、カッ
チン
■S35（1960）狩江
劇場（～S38）

■S43慰霊塔（お伊
勢山）

近
代

近
世

●石灰産業

の隆盛

●石灰産業

の隆盛に伴う

交流の拡大

（瀬戸内、北

陸、海外）

●石灰の隆盛によるインフラ整備

S46（1971）明浜町文化財保護条例

●養蚕の隆盛と段畑の石垣化

近代化と産業の転換

●明浜歴史民俗資料館、俵津文楽会館

●海にまつわる

行事や芸能

●木綿織と行商

●南予に共通

する芸能・祭礼

●海運の発達、交流の拡大

■文化6（1809）白髭・松谷・富野川騒動（強訴）■文化

9（1812）大地震■天保の飢饉（1833～39）■天保12

（1841）宇和島城の塀、壁などに損■嘉永7（安政元、

1854）大地震（南海）■安政2地震数回■安政4強震■

安政5～コレラ流行

■M10（1877）西南戦争■M27～28（1894～95）日清戦争■M36（1903）安

芸灘地震（松山震度2）■M37～38（1904～05）日露戦争■M38安芸灘地震

（松山震度5）■M42（1909）宮崎北部地震（松山震度4）

■T3～7（1914～18）第一次世界大戦■T5松山震度2■T8（1919）シベリア

■S2（1927）義州丸座礁■S6（1931）満州事変■S12（日中戦争、震度松山4、

宇和島3■S16震度松山3、宇和島4、太平洋戦争■S18水害（4日間、野村

905mm、宇和746mm）■S20終戦■S20枕崎台風

■S21（1946）南海地震、震度松山・宇和島4■S24（1949）デラ台風■S26

（1951）ルース台風■S28（1953）集団赤痢■S38豪雪、台風9号■S39台風

20号■S40台風23号■S43豪雨、地震（松山・宇和島震度4）、地震（松山震

度4、宇和島震度5）■S44前線■S45台風10号■S46豪雨、台風13号、19号、

オレンジ丸沈没■S50前線■S51低気圧、前線、台風17号■S55台風13号

■S57前線■S62台風5号■S62宇和島震度3■S63低気圧、前線・台風4号

■H1台風22号■H2台風14号■H3台風19号■H5台風5･6号■H8台風6号

■H11熱帯低気圧■H13芸予地震■H16台風16、18号■H17台風14号

■H18西予震度5弱■H23台風15号■H26西予震度5強、前線・台風8号

■H27西予震度5弱■H28八幡浜震度5弱、西予市震度4、前線■H30西予

震度4、豪雨（宇和539.5mm）■新型コロナ■R3（2021）西予震度4■R4西予



巻末資料5
各地区の歴史文化の特徴（三瓶）  

二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島
■須崎海岸（黒瀬
川構造帯）■お伊
勢山（白亜紀）

■さざえが岳 ■三十峰■国造神
社樹叢

■白石鍾乳洞（蔵
貫）■ナギ（蔵貫）
■イブキビャクシン
（蔵貫）

縄
文

■凹石（朝立台） ■石斧（蔵貫小学
校運動場）

■石鏃（黒曜石、
朝立遺跡）

弥
生

■朝立遺跡出土遺
物

古
墳

■短頸壺（朝立台）

古
代
平
安

■12c地福寺木造
阿弥陀如来坐像

鎌
倉

■正和5（1316）～
地福寺大般若経
（国東から）

■正和5（1316）～
地福寺大般若経

室
町
1
4
c

■鴫山菊池家文書
（14～15c）

■1340年代か：神
谷神社宝塔（周
木、阿蘇溶結凝灰
岩）

■お姫様の塚

室
町
1
5
c

室
町
1
6
c

■天文20（1551）
局の墓（五輪塔）

■鴫山菊池家文書
旗標（戦国期か）

■朝立城跡（宇都
宮備前守道信

江
戸
1
7
c

□周木浦：御高札
有、家数18、船数9
（猟舟）、加子数21
人、鰯網2□長早
浦：家数25、二及
浦之内□二及浦：
湊有、家数41、舟
数26、加子数78、
鰯網5□垣生浦：湊
有、家数19、舟数
13（猟舟）、加子数
29、鰯網3

■17c朝立塩田□
朝立浦：湊有、家
数43、船数7（猟
舟）、加子数12、鰯
網1□安土浦：朝立
湊之内、家数25、
舟数11艘（内50石
2、60石積9、猟
舟）、加子数25、鰯
網3□荒網代：家数
6、舟数5（猟舟）、
加子数5、鰯網1■
元禄13（1700）安
土干潟の境界設定
／2町5反余の新田
造成を計画、命じ
る

□在太刀浦：湊
有、家数8、舟数7
（猟舟）、加子数9、
鰯網2□蔵貫浦：御
高有、湊有、家数
26、舟数19（猟
舟）、加子数21人、
鰯網2□皆江浦：湊
有、家数26、舟数
10（猟舟）、加子数
20人、鰯網2□加
室浦：湊有、家数
14、舟数17（猟
舟）、加子数27、鰯
網2□下泊浦：家数
5、加室之内■延
宝2（1674）下泊～
大崎鼻で旅網

■天和4（1618）須
崎神社棟札■お伊
勢おどり（二及）？

■貞享4（1687）？
蔵貫三島神社の秋
祭り

江
戸
1
8
c

■天明5（1785）
「目黒村へ入百姓
之義／当浦ヘハ参
候者壱人モ無御座
候／此御断中止候
（安土浦庄屋文書）

■津布理は年貢輸
送の拠点（郷内、
岩木、山田、小原）

■宝暦13（1763）
餓死者供養地蔵➡
風化により崩壊の
ためM9（1876）再
造立

■実盛送り？（始
期不詳）（蔵貫、人
形を皆江戸の境の
お堂まで船で運
ぶ）

■寛政3（1791）武
左衛門一揆

■寛政3（1791）武
左衛門一揆

■享保の供養地蔵
（1731～32）■明
和6（1769）極山境
界絵図及び裁定書
■寛政3（1791）武
左衛門一揆

江
戸
1
9
c

■幕末～明治初
年：菅新地

■庄屋門（皆江、
下泊）

□二及に船番所 ■安政4（1857）安
芸、大洲領、三瓶、
宇和島領の船が
薪、松、サバ、生
蝋・青蝋などを買
出し

□下泊が参勤交代
の避難場所の一つ

■万延元（1860）こ
ろ皆江盆踊り歌舞
伎くずし

■文政4（1821）和
泉西国三十三ヶ所
霊場（螺ヶ嶽）

■天保13（1833）
庚申塚■安政4
（1857）朝立十二
勝屏風
■安政6国造神社
秋季大祭

■唐獅子（蔵貫
浦）？■天保8
（1837）以前：蔵貫
村の五つ鹿踊り

■天保（1833～
39）天保の飢饉■
幕末～M14神教朝
立合戦記

■文化5（1808）荒
田騒動■文化5～
天保6（1835）吉藩
領皆江浦と宇藩領
加室浦境界争い■
天保（1833～39）
天保の飢饉■安政
元（1854）下泊騒
動（村出、強訴せ
んとす、失敗）

三瓶
生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化 自然・災害・疫病・戦争

先
史

古
代

自然

近
世

中
世

■リアス海岸 ■宇和海 ■照葉樹林 ■東に宇和盆地 ■西に九州（東九州、南九州）・豊後水道 ■北に瀬戸内・瀬戸内海 ■東南に土佐・太平洋■比較的「水が豊富」

教育と芸能・祭礼の発展

■天慶4（941）天慶の乱（藤原純友）

宇和海のめぐみに依拠したくらし

宇和海のめぐみを活かした半農半漁のくらし

三災（戦争、疫病、飢饉）への対応仏教の普及

海を介した九州・瀬戸内との交流

「平安、鎌倉時代の南予地域は、宇和郡を中心に天台宗が

普及し、天台宗寺院が多かったと言われるが…」（『県史』）

●九州との交流

●内陸部との交流

●瀬戸内との交流

●農：麦、甘藷、櫨

●漁：イワシ網漁、干鰯（西日本有数の産地） ●南予に共通する芸能・祭礼

●境界争論

三瓶神社（国造神社

へ合祀）：祭神・速甕

玉神（健磐龍命の子）

■推古天皇13（605）地震、道後温泉陥没■推古天皇36（628）大地震、温

■明応3（1494）大地震■明応4（1495）大地震■明応7（1498）大地震

■享禄4（1531）大地震■天文2（1533）地震、高潮■永禄10（1567）明間合

戦■永禄11鳥坂合戦■元亀3（1572）西園寺×一条。大友氏宇和郡侵攻■

天正5（1577）南予侵攻。芝、西ノ川、北ノ川、魚成ら長宗我部と内通、菅田

（大野）直之と提携し西園寺を包囲。■天正7（1579）三間合戦■天正8

（1580）久武親信戦死で頓挫■天正8～9（1580～81）三滝城北ノ川氏を攻

撃（11年説あり）■天正12西園寺・長宗我部講和（四国平定）■天正13

■慶長9（1605）大地震（東南海）■慶長19大地震、道後温泉湧出止む■寛

永2（1625）地震■寛永7大地震■寛永の飢饉■慶安2（1649）大地震宇和

島城石垣、塀破損■貞享2（1685）大地震■元禄元（1688）強震■元禄7大

■宝永4（1707）台風／大地震で宇和島高潮（東南海）宇和島城内所々破

損、田503町以上家屋其他数々流出■享保元（1716）強震■享保の飢饉

（享保17（1732）■寛延2（1749）大地震、宇和島城桜破損■明和6（1769）強

震■天明の飢饉（1782～88）■寛政10（1798）山奥・野村組騒動(逃散）

■文化6（1809）白髭・松谷・富野川騒動（強訴）■文化

9（1812）大地震■天保の飢饉（1833～39）■天保12

（1841）宇和島城の塀、壁などに損■嘉永7（安政元、

1854）大地震（南海）■安政2地震数回■安政4強震■

安政5～コレラ流行
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各地区の歴史文化の特徴（三瓶）  

二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島 二木生 鴫山・和泉 三瓶 三島
三瓶

生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化 自然・災害・疫病・戦争

明
治

■明治初年：二及
新地埋立■M10年
代:土佐沖でサバ
漁（二及）■M15
（1882）二及から､
M30垣生から巨済
島へ出漁■綿栽
培・木綿織➡M20
年代後半綿織物・
垣生縞■M35カジ
キマグロ突棒漁業
（対馬近海、台湾）
■M36タイ9千貫、
サバ12千貫、麦
1,436石、甘藷25万
貫、木綿縞87千反
■M41農家738戸、
田32町3反、畑203
町7反／米、麦（裸
麦）、甘藷、雑穀
（粟、黍、玉蜀黍、
蕎麦）、葉藍、櫨実
■M42製蝋業6戸
従業者13人、機業
125戸従業者226
人／縞木綿…大
分、宮崎、鹿児島
へ行商■M45米
684石、麦1,631
石、繭613石、柑橘
23,000貫、甘藷
243,000貫、畜牛74
頭。水産80,520
貫、計38,717円

■幕末～、明治初
年～日清・日露の
間、村の青年はほ
とんど呉服の行商
／明治期か：木綿
操業時代（木綿縞
の賃織が盛ん）／
明治前期？：山村
の副業、藍、楮、櫨
／明治20～30ころ
唐米、朝鮮米を麦
に混ぜて炊いた。
玉蜀飯、大根飯、
甘藷飯、切干飯／
（曽我正堂）

■明治期～有網代
鉱山（マンガン）■
M39（1906）ころ埋
立：朝屋新地（新商
店街建設）■M41
浅井猪太郎、カム
チャッカでサケ漁
■M27、28干ばつ
で塩大豊作（入浜
式）■M40塩田改
良記念碑（三好共
栄株式会社内庭）
➡M43製塩地整理
により消滅■M45
米1,430石、麦544
石、繭730石、柑橘
17,200貫、甘藷
230,280貫、畜牛
140頭。水産25,081
貫（価格計7,700）

■明治末期～蔵貫
鉱山（マンガン）
■M45米2,094石、
麦1,097石、繭815
石、柑橘19,150
貫、甘藷540,000
貫、畜牛153頭。水
産17,463貫（価格
計4,610）

■植田市九郎M14
（1811）日本式帆
船で日向油津を根
拠に運送業､M21
西洋式帆船（須
崎、南予、九州）／
荷物：米、海産物、
木炭、材木。朝鮮
から海産物。■～
明治中期：八幡浜
へにぶ、割木、かま
ぎ、めざし、イリコ、
三瓶へ針金、ざる、
醤油、酒、ビール
等■明治末期：浅
井猪太郎、カム
チャッカでサケ漁
権獲得。北海道で
ニシン買い付けし、
小樽から三瓶港
へ。ニシンは肥料と
して三瓶や宇和へ
■M41二及郵便局

■M44八幡浜～布
喜川～横平～三瓶
道路改修

■M初浅井猪太
郎、甘藷を阪神へ
／M8（1875）平織
木綿を宮崎にて販
売／M21青森北海
道へ販路拡大■
M14津布理郵便局
■M32朝立～八幡
浜間汽船／M40八
幡浜宇和島間、
M44宇和島八幡浜
間（町内に寄港）■
M37宿毛・大分・佐
伯航路■M40大阪
航路■M44～安土
～名取船■M44別
府航路、定期に寄
港■M35津布理郵
便局に電信機（電
信業務開始）■
M44八幡浜～布喜
川～横平～三瓶道
路改修

■周木の盆踊り（き
そん節、高松踊
り）？

■朝日文楽（朝日
座、人形頭・衣裳
道具一式）
■明治初期金毘羅
祭（津布理）海上安
穏、豊漁などを祈
願。
■M4（1871）ころ朝
立客の五つ鹿踊
り、朝立屋敷の相
撲練り■M16唐獅
子（朝立）
■M20三瓶神社還
幸祭➡S11（1936）
➡S61（1986）
■明治末：朝日座

■M2影平村大火

大
正

■T2（1913）魚類
58,717円、木綿縞
88,414円、甘藷
15,795円、晒蝋
5,227円、生蝋
3,339円、柑橘
2,174円、繭1,988
円■T12木綿縞
39,140円（29,010
反）■T3（1914）
ニューサマーオレ
ンジ

■大正初期：米利
商会■T3（1914）
三瓶製糸工場■
T6浅井猪太郎北
朝鮮で網経営■
T9（1920）三瓶織
布■T12（1923）久
保田福太郎家■大
正末～塩田町、埋
立

■T6（1917）ころ山
久商店、八幡浜～
三瓶～宇和島渡海
船

■T6（1917）三瓶
隧道■T7三瓶郵
便局電話通話業務
開始■T13バス（八
幡浜～三瓶～卯之
町）■T15（1926）
石崎橋

■T9鶴島丸下泊
へ寄港しはじめる
■T11蔵貫郵便局
■T12ころ加藤幸
松帆船で阪神航路

■T14（1925）垣生
神楽（揚神楽指導）
■T15垣生八十
八ヶ所霊場

■T9（1920）～第
二山下実科高等女
学校（山下亀三郎）
■T10朝立浜の五
ツ鹿踊り■T11揚
神楽

昭
和

■昭和12（1937）
～鴫山鉱山

■S3（1928）塩田
埋立■S4（1929）
三瓶織布➡入山綿
布■S4近江帆布三
瓶工場➡S8朝日紡
績➡S19敷島紡績
三瓶工場■S10こ
ろ津布理鉱山（マ
ンガン）■S11紀伊
野歯科医院

■S2～5帆船全盛
期（800石積）■S7
三好秋太郎、二及
で初めて機帆船
（32t）建造➡機帆
船への移行■S20
機帆船10隻：阪神
方面へ石炭・木材・
木炭・切干・生牛な
ど輸送

■S7～11港湾改修
■S12（1937）港橋
親柱■S13（1938）
日吉橋

■S9（1934）蔵貫
郵便局

■S10（1935）唐獅
子（周木）

■S2三十峰西国三
十三ヶ所霊場

■S16（1941）旧三
瓶町鳥瞰図

■防空監視哨

現
代

戦
後

■S22頃：周木にサ
バはね釣り導入→
S25～27:8隻270
名、済州島周辺→
S28～32:10隻445
名、東シナ海→
S38韓国にだ捕→
S35～八戸→S45
廃止■S37マグロ
船→沖縄海域→
S38サモア沖へ■
S47ニュージーラン
ド近海イカ釣り→ア
ルゼンチン、ペ
ルー

■S13、14頃：一家
総動員で養蚕／味
噌は農家で醸造、
醬油は購入／牛を
飼う（曽我正堂）

■S35（1960）敷島
紡績三瓶工場閉鎖
■S40アーケード■
S52伊予紡績、酒
六織布紡績工場閉
鎖
■S53酒六跡地に
スーパーオオタニ

■S32（1957）山下
運輸：鋼船タン
カー■S36三瓶海
運協同組合■S39
ころ～LPGなど特
殊タンカーへ■
S46タンカーブーム
で突棒漁乗組員大
量転職

■S54横平隧道 ■昭和20～30年
代:朝日座（映画）
■S23（1948）山下
西南高校■S24
（1949）県立三瓶
高校開校■R2
（2020）宇和高校
三瓶分校

■S47戦没者慰霊
塔

近
代

●柑橘栽培と養殖（真珠・ハマチ、アジ、フグ➡ヒラメ、マダイ）へ

の転換

S36（1961）三瓶町文化財保護条例

■明治初期：米、麦、甘藷が主要作物／粟、黍、玉

■S23～自給製塩（三瓶農業会が自給用醤油の原料

に）、二木生・三島も村営で（流下式）■S25ころサバ船

景気■S30（1950）三瓶町（本町、八幡浜市の一部、三

近代化と産業の転換

■S9（1934）養蚕126,000円、米23,200円、甘藷

漁業・海運・行商を通じた交流の拡大

●漁業の沖

合化、遠洋化

●工業化（製糸、紡

績）➡商業の発達

●海運の発達

●海にまつわる行事

●海運の発達、交流の拡大
●半農（麦・甘藷・櫨・藍）半漁（沿岸、沖合、

遠洋）＋木綿織・藍染・行商

●半農（麦・甘藷・櫨・柑橘・養蚕）半漁（沿岸、

沖合、遠洋）＋木綿織・行商

宇和へ肥料（ニシン）

宇和から米、木材

■M10（1877）西南戦争■M27～28（1894～95）日清戦争■M36（1903）安

芸灘地震（松山震度2）■M37～38（1904～05）日露戦争■M38安芸灘地震

（松山震度5）■M42（1909）宮崎北部地震（松山震度4）

■T3～7（1914～18）第一次世界大戦■T5松山震度2■T8（1919）シベリア

■S2（1927）義州丸座礁■S6（1931）満州事変■S12（日中戦争、震度松山4、

宇和島3■S16震度松山3、宇和島4、太平洋戦争■S18水害（4日間、野村

905mm、宇和746mm）■S20終戦■S20枕崎台風

■S21（1946）南海地震、震度松山・宇和島4■S24（1949）デラ台風■S26

（1951）ルース台風■S28（1953）集団赤痢■S38豪雪、台風9号■S39台風

20号■S40台風23号■S43豪雨、地震（松山・宇和島震度4）、地震（松山震

度4、宇和島震度5）■S44前線■S45台風10号■S46豪雨、台風13号、19号、

オレンジ丸沈没■S50前線■S51低気圧、前線、台風17号■S55台風13号

■S57前線■S62台風5号■S62宇和島震度3■S63低気圧、前線・台風4号

■H1台風22号■H2台風14号■H3台風19号■H5台風5･6号■H8台風6号

■H11熱帯低気圧■H13芸予地震■H16台風16、18号■H17台風14号

■H18西予震度5弱■H23台風15号■H26西予震度5強、前線・台風8号

■H27西予震度5弱■H28八幡浜震度5弱、西予市震度4、前線■H30西予

震度4、豪雨（宇和539.5mm）■新型コロナ■R3（2021）西予震度4■R4西予
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各地区の歴史文化の特徴（宇和）

多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間
■アベマキ■ナベ
ヅル・コウノトリ飛来
地

■タブノキ（下松葉
春神社）

■イヌマキ（常定
寺）

■観音水

旧 ■清沢 ■下鬼窪

縄文
■タイマツ遺跡 ■城楽岩陰遺跡 ■永長遺跡 ■音地遺跡■常

定寺遺跡
■下川遺跡■深
山洞穴遺跡

弥

■金毘羅山遺跡
（弥生土器）■田
苗中市遺跡■石
斧（坂戸・柱状片
刃／清沢・部分磨
製両刃）

■畑中遺跡■入
宇遺跡■山田細
狩遺跡■石斧（郷
内・太形蛤刃）■
観音嶽洞穴遺跡
■原田遺跡■上
井遺跡■坪栗遺
跡

■永長上横田遺
跡■永長遺跡■
上塚田遺跡■広
形銅矛（大窪台）

■板付小壺（金毘
羅山）
■西南四国型土
器（田苗中市ほか）
■平形銅剣（清
沢）
■中広銅矛（杢
所）

■西南四国型土
器（山田細狩、岩
木観音嶽洞穴ほ
か）■中予系土器
（坪栗）
■広形銅矛（三島
神社）

■遠賀川系土器、
大陸系磨製石器
（上横田）■西南
四国型土器（永長
千度久）■中予系
土器（永長、上塚
田）■広形銅矛
（大窪台）

古

■道仙寺古墳 ■ムカイ山古墳■
長作森古墳（内行
花文鏡）■妙法寺
裏山古墳■松ノ本
古墳■大塚穴古
墳群■樫木駄場
古墳■金環

■笠置峠古墳■
小森古墳■長尾
古墳■上井遺跡
■岩木赤坂古墳
■ナルタキ1号墳
■安養寺裏山古
墳（方格規矩鏡）
■一宮神社古墳
■粟尻古墳群

■上松葉谷川遺
跡■伊勢山大塚
古墳（陶質土器）
■谷が内古墳

■陶質土器（道仙
寺）

■双龍環頭柄頭
（大江垣内）

■外来系土器（赤
坂）■土器、食物
形土製品（笠置）
■市場南窯系須
恵器（上井）■鉄
製甲冑（赤坂）■
鉄斧（長尾）■陶
質土器（河内谷）

■陶質土器（伝伊
勢山大塚）

■福楽寺？ ■田苗遺跡 ■西ノ前遺跡■上
井遺跡■東大谷
古墳■国木遺跡
■坪栗遺跡■大
久保遺跡■条里
痕跡

■久枝 ■蕨手刀（明石古
墳）■福吉窯跡

■緑釉陶器（西ノ
前）
■畿内系土師器
（西ノ前）

■蕨手刀（明石古
墳）

■山田薬師銅造
誕生釈迦如来立
像（8c）■山田薬
師木造薬師如来
坐像（10c半）■西
林寺木造阿弥陀
如来坐像（平安後
期）

■明石寺伝持国
天像、増長天像
（11c）■明石寺木
造千手観音立像
（12c）

鎌
倉

■音地遺跡 ■明石寺五輪塔
（13c前半～半ば、
伊予の白石）

■福楽寺木造薬
師如来坐像（13c
半）■大安楽寺木
造阿弥陀如来立
像（13c半）、同木
造阿弥陀如来立
像（13c後半）■大
安楽寺棟札

■妙法寺木造阿
弥陀如来坐像（10
～11c）

■建久5（1194）三
島神社銅製経筒、
陶製外筒■極楽
寺木造阿弥陀如
来坐像（13c半）

■明石寺五輪塔
（13c前半～半ば）
■明石寺木造毘
沙門天立像(13c）、
同木造不動明王
立像（13c）

室
町
1
4
c

■十二天画幅 ■安養寺大般若
経（14c末～15c前
半／15c後半／18c
後半）

■松岳寺木造如
意輪観音坐像
（14c後半）■神久
寺大般若経（鎌倉
末～南北朝初
期？）

■明石寺木造天
部形立像（二十八
部衆）（14ｃ）■同
金剛力士阿形・吽
形立像（14c）■絹
本著色虎関師錬
像（室町初期）■
絹本著色回塘和
尚像

室
町
1
5
c

■音地遺跡 ■文明3（1471）懸
仏■文明11
（1479）八幡愚童
記（僧致海、矢野
保舌間浦南泉軒）

■常明寺木造宝
冠釈迦如来坐像
（14c後半～15c前
半）■享徳3
（1454）紙本墨書
歯長寺縁起

■文明7（1475）児
島修験の先達が明
石寺で修業

室
町
1
6
c

■龍聖寺木造如
意輪観音坐像（南
北朝～室町）

■永禄12（1569）
三島神社金幣■
神久寺大般若経

■明石寺絹本著
色熊野曼荼羅図
（15c末～16c前
半）■明石寺釈迦
三尊十六善神像
（16c後半）■同弘
法大師像（16c)

■飛鳥城■下木
城（宇都宮直綱➡
宣綱）■陣旗■弘
治2（1556）飛鳥城
合戦（西園寺公高
戦死）■永禄11
（1568）鳥坂合戦
■天正16（1588）
宣綱、戸田に抗し
多田城で戦死

■沖野城（上甲市
之進）

■鳥付城（三善春
澄）■峰城（三善
右衛門）

■松葉城■黒瀬
城■護摩ヶ森城
（宇都宮関兵衛）
■鉢ヶ森城（松田
左兵衛嘉督）■我
合城（松本右京）

■松森城（上甲治
部）本城（雅楽）

■永禄10（1567）7
月明間合戦■信
田城（宇都宮定
広）

江
戸
1
7
c

■寛永21（1644）
関地池■承応3
（1654）丸山池■
寛文3（1663）院内
池■寛文6早稲田
池■寛文9蔵谷池
■延宝8（1680）戸
徳池

■正保2（1645）ハ
サコ池■慶安元
（1648）馬木池■
慶安2江下谷池■
承応3（1654）山水
池、蔵谷池■明暦
元（1655）石橋池
■元禄3（1690）
度々越池

■慶長20（1615）
定広池■慶安元
（1648）津梅坂池
■明暦3（1657）滝
和田池■元禄2
（1689）河内池

■寛永3（1626）尾
上池■明暦2
（1656）光教寺谷
池、山ノ下池■寛
文4（1664）土居池
■寛文6山ノ下下
池■元和2（1682）
戸石川池■貞享
元（1684）岡ノ下池
■貞享5外畑池

■慶安2（1649）越
前池■明暦2
（1656）オモダ池■
寛文元（1661）鬼
坊田■寛文3小田
池■延宝4（1675）
野地池■延宝6四
反田池■延宝8丸
山池■貞享元
（1684）小屋敷池

■慶安2（1649）コ
ンゴウ池■万治元
（1658）天王奥池
■寛文8（1668）杓
田池■延宝2
（1673）小柳池

■伊予遍路道（鳥
坂峠越）
■大窪越

■八幡浜街道笠
置峠越

□松葉へ（此間ニ
ほけすの坂と云大
坂有）三リ／うわ島
分たゝ、同のふ里
大津と坂へ壱リ／
大津へ（此二リの
間と坂と云大阪也
合八リ）二リ

■伊予遍路道（大
寶寺道）

■寛永4（1627）伊
予遍路道（歯長峠
越）
■法花津峠越
■野福峠越
■板ヶ谷越

■勝光寺木造阿
弥陀如如来坐像
（江戸前期）■山
田薬師厨子（江戸
前期）

■連明寺木造阿
弥陀如来坐像、同
木造薬師如来坐
像（江戸前期）

■寛文11～12
（1671～72）伊達
宗利明石寺諸堂
宇再興

■元禄10（1697）
鰐口

■元禄元（1688）
多田・山田騒動
（騒擾、強訴、失
敗）

■元和年間（1615
～1623）坂戸騒動
（徒党、村出）

■元禄元（1688）
多田・山田騒動
（騒擾、強訴、失
敗）
■元禄3（1690）山
田東分騒動（騒
擾、強訴）

■慶長5（1600）松
葉騒動

江
戸
1
8
c

■享保16（1731）
馬渡■享保17中
谷池■安永7
（1778）客池■寛
政6（1794）新池■
寛政7谷池

■安政5（1776）広
田葉池市■享保9
（1724）宮ノ前池■
享保14土橋上池
■享保17孫総池
■延享2（1745）拝
床池■明和8
（1771）広駄馬池
■真土村亀甲家
文書（18c末～明
治）

■享保9（1724）大
谷上池■元文元
（1736）谷川池■
寛保3（1743）谷川
新池■宝暦8
（1758）大谷池■
小原清家家日記

■正徳元（1711）
七百池■享保3
（1718）滝野口、上
柳池■享保12
（1727）門田池■
延享元（1744）孫
総池■明和7
（1770）末光家住
宅■寛政3（1791）
穴ヶ谷池■寛政10
（1798）大谷池■
本多家文書（18c
前半～明治）■牛
馬市

■享保12（1727）
松ノ窪池、源太池
■享保17拝床池
■元文3（1738）林
池■寛保2（1742）
住吉池■宝暦7
（1757）中駄場池

■元文元（1736）
谷川池

■清水地蔵、峠の
自動（寛政期、八
幡浜街道笠置峠
越）

■宇和町卯之町
重要伝統的建造
物群保存地区
□松葉町：家127
軒、人630人（大成
郡録）

■坂戸五つ鹿踊
り？（小原より伝わ
る）

■宝暦5（1755）小
原五つ鹿踊り■寛
政5（1793）鹿頭
（小原）

■天明4～5（1784
～85）明石寺准年
行司■熊野神社
十二社権現（18c
後期～19c）

■寛政5（1793）伊
延騒動（越訴せん
とす）

■宝暦3（1753）山
田騒動（騒擾、強
訴、成功）
■安永2（1773）東
山田騒動（強訴、
失敗）
■寛政6（1794）郷
内騒動（騒擾、失
敗）

■天明2（1782）明
石騒動（訴訟、失
敗）

■明和8（1771）下
川騒動（強訴、成
功）

江
戸
1
9
c

■寛政12（1800）
東多田村で年2回
牛馬市■文化4
（1807）大谷池■
文政7（1824）クエヒ
池

■文化13（1816）
永総池■嘉永2
（1849）山本新池
■万延元（1860）
清水池■文久元
（1861）客谷池

■文政11（1828）
滝ノ奥池■天保12
（1841）中屋敷池
■江戸末：西林寺
阿弥陀堂厨子

■享和3（1803）北
野池■天保:鳥居
門■御成門■文
政7（1824）尾上池
■文政10本多家
住宅■文正11郷ノ
上池■天保9
（1838）稲生・上甲
家長屋門／酒造4
軒、総造高1,200
石、菜種油製造家
4軒、総造高60石
（巡見使答書）■
天保11竹ノ鼻池■
天保14谷が内上池
■嘉永2（1849）本
多家主屋

■天保11（1840）
丸山小池、光石池
■安政5（1858）明
石・伊藤家主屋■
伊崎越遺跡

■文化14（1817）
城ノ谷池■弘化3
（1846）滝ノ首池■
嘉永2（1849）枕木
池■嘉永5（1851）
宇和郡稲生村田
方図面帳

■牓示石■天保
～明治：大洲藩鳥
坂口留番所跡■
東多田番所跡

■文政12（1829）
～明治11（1878）
遍路墓（八幡浜街
道笠置峠越）

■天保時代の卯之
町全景図
■牓示石
■天保10馬頭観
音・大日如来像
（伊賀上）
■高野長英の隠れ
家

■伊延相撲練り ■西山田五つ鹿
踊り？■嘉永6
（1853）山田薬師
山門■三瓶神社
絵馬（江戸末～近
代）■岩木相撲甚
句

■卯之町新四国
八十八箇所■象
限儀・小方儀（明
浜歴民）／拡大鏡
／二宮敬作画像
■嘉永2（1849）高
野長英、敬作宅を
訪問■下松葉角
力甚句

■江戸末：明石寺
鐘楼堂■伊予遍
路道（明石寺旧境
内）■明石のお伊
勢踊り■新城五つ
鹿踊り

■皆田五つ鹿踊
り？(小原より）

■文化10（1813）
岩木騒動（逃散、
裁決）
■文政4（1821）宇
和島藩領東山田
村・野田村・伊賀
上村、吉田藩領俵
津浦村境争論裁
許絵図

■文政11（1828）
久枝等騒動（騒
擾、裁決）
■嘉永2（1849）久
枝騒動（徒党、強
訴）
■慶応3（1867）松
葉城碑

自然・災害・疫病・戦争

自然

宇和 生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

古代

中
世

近
世

先
史

■宇和盆地■肱川■峠■九州・瀬戸内・土佐の中間■宇和盆地（南北性構造谷の埋没）■肱川（宇和川）■笠置峠■鳥坂峠■鳥越峠■歯長峠■「鶴の九皐に舞う雄大な様も…40年前の夢にして」（M44『中

川村誌』）■「魚類中鰻風味ニ至ツテハ他地方ノ及ブ所ニアラズシテ価高シ」（M44『笠置村誌』）

仏教の普及:南予の地は天台僧にとっての圓頓戒達成の聖地

三災（戦争、疫病、飢饉）

大洲・肱川、内子、小田、土佐、城川との交流

宇和盆地のめぐみに依拠したくらし

・建仁3（1203）西園寺公経が伊予国の知行国主に。以後西園寺氏が国衙領を私領化。

・貞応2（1223）以前に宇和荘（伊予国最大の荘園301町6反300歩／西園寺氏領有、西園寺氏の経済

基盤）

・嘉禎2（1236）西園寺公経の強請により橘公業の宇和地頭職を停止➡これを西園寺氏へ

・南北朝期（14c半ば？）に西園寺公重が（？）下向（伊予西園寺氏・公家大名）／松葉城出土貿易陶

磁器は14c半～15c初／暦応3（1340）菅田村清谷寺諸檀那譲状（宇和郡西園寺大檀那 就夫山田熊

崎殿一族 多田殿一族…）

米、麦、四木（桑・楮・漆・茶）（『親民鑑月集』）

稲作を中心とした生業（南予の穀倉）

稲作・麦・櫨

■天慶4（941）天慶の乱（藤原純友）

三災（戦争、疫病、飢饉）への対応

■享禄4（1531）大地震■天文2（1533）地震、高潮■永禄10（1567）明間合戦■永禄11鳥坂合

戦■元亀3（1572）西園寺×一条。大友氏宇和郡侵攻■天正5（1577）南予侵攻。芝、西ノ川、北

ノ川、魚成ら長宗我部と内通、菅田（大野）直之と提携し西園寺を包囲。■天正7（1579）三間合

戦■天正8（1580）久武親信戦死で頓挫■天正8～9（1580～81）三滝城北ノ川氏を攻撃（11年説

あり）■天正12西園寺・長宗我部講和（四国平定）■天正13（1586）大地震■文禄4（1595）震災

■慶長9（1605）大地震（東南海）■慶長19大地震、道後温泉湧出止む■寛永2（1625）地震■寛永7大地震■寛永

の飢饉■慶安2（1649）大地震宇和島城石垣、塀破損■貞享2（1685）大地震■元禄元（1688）強震■元禄7大地震

■宝永4（1707）台風／大地震で宇和島高潮（東南海）宇和島城内所々破損、田503町以上家屋其他数々流出■

享保元（1716）強震■享保の飢饉（享保17（1732）■寛延2（1749）大地震、宇和島城桜破損■明和6（1769）強震■

天明の飢饉（1782～88）

■文化9（1812）大地震■天保の飢饉（1833～39）■天保12（1841）宇和島城の塀、壁などに損■嘉永7（安政元、

「平安、鎌倉時代の南予地域は、宇和郡を中心に天台宗が普及し、天台宗寺院が多かったと言

われるが…」（『県史』）

●稲作の伝播と定着

●西南四国文化の隆盛

●九州、瀬戸内、土佐との交流

●稲作

●前期前方後円墳の築造

●中後期古墳の展開

●九州、瀬戸内、畿内、韓半島

との交流

●稲作

●宇和評（郡）、条里
●九州、瀬戸内、畿内との交流

●西園寺氏の支配

●中予との交流

●中央とのつながり

●修験との関係

●南予修験の中核

●国境付近で

の戦い

●九州、土佐からの侵攻

●各地に山城築城

●水の確保と水田の拡大
●松葉町：在郷町（街道沿い、米の集

積、造り酒屋）、門前町として発展

●南予共通の祭り・芸能

●境界争論

●松葉町（松葉・

黒瀬城城下町）

■宝暦４～6（1754～56）多田組

稲作と交流を背景とした南予の政治経済の中核・宇和盆地

主要街道と峠を介した交流と在郷町の発展

■推古天皇13（605）地震、道後温泉陥没■推古天皇36（628）大地震、温泉塞がる■

■明応3（1494）大地震■明応4（1495）大地震■明応7（1498）大地震

■天保4（1833）～二宮敬作卯之町で開業（種痘、乳がんの手術）

□楠本イネ：弘化3（1845）？長崎から卯之町へ□左氏珠山：安政5（1858）大

師堂に私塾□上甲宗平：文久元（1861）私塾を開く□清水谷男：慶応4（1861）

種生講の創始、池田屋、申義堂建築□清水長十郎：製茶伝習所、養蚕、申

義堂・開明学校建築など□清水清十郎：申義堂・開明学校建築、明治16

（1883）合資種生会社（年賦貸付）、T8卯之町銀行、
●敬作に啓発➡殖産興業、金融、教育に寄与する人材の輩出



巻末資料5
各地区の歴史文化の特徴（宇和）

多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間 多田 中川 石城 宇和 田之筋 下宇和・明間
自然・災害・疫病・戦争宇和 生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

明
治

■米5,200石78千
円、繭5,600貫、
23,520円、櫨実12
千貫？13,200円、
麦1,300石10,400
円■養蚕：桑園96
町、戸数160戸、掃
立310枚、収繭520
石／蚕種製造／
M30頃製糸工場■
魚肥、硫曹（過リン
酸石灰肥料）■貯
水池で淡水魚養殖
■牛540頭、馬55
頭■檜材1200坪、
9,500円、丸角材
105千方、8千円、
木炭2千俵、鉱木6
万方、400円

■米5,525石、
88,400円、麦1,226
石、9,808円、菜種
230貫、2,530円、
大根2万貫、1,400
円■養蚕：桑園31
町、戸数150戸、掃
立267枚、収繭248
石■M42～T元
（1909～12）耕地
整理■牛268頭、
馬33頭■宇和川
（フナ、ナマズ、ハ
エ）■桧材12千
才、960円、松25千
才、750円、杉1万
才、500円、鉱木4
万才、500円■酒
500石、22,150円、
瓦10万枚、3千円、
蓆4万枚、2500円

＜笠置村＞
■池で魚類養殖■
米4,823石、麦650
石、甘藷4,800貫、
（M43）■養蚕：／
蚕種製造■M39～
42（1906～09）耕
地整理
＜山田村＞
■Ｍ26、7頃梨１万
貫、1,500円「当時
ハ村内梨樹ヲ見ザ
ル家ナク」M32ころ
2,000貫➡養蚕へ
■M38河野家住宅
■米4,646石、
55,912円、繭340
石、12,363円、板
2,500坪、8,625
円、酒150石、
6,300円、麦478
石、4,824円、材木
65,000方、3,250
円、梨2,410貫、
2,892円、甘藷
56,250貫、2,250
円、大根31,200
貫、1,248円
（M42、43の平均
額）■牛101頭、馬
4棟■養蚕M44：戸
数160戸、桑園22
町歩、掃立273枚、
収繭344石、
12,363円／蚕種製
造

■明治初期：よつ
かど松本商店■明
治期：第一東洋蚕
種株式会社蚕種
収蔵庫■松本酒
造合名会社酒蔵
野田・小野田・久
枝村関係文書■
M38（1905）、Ｍ43
（1910）～永長、小
野田耕地整理
＜宇和町＞
■M43（1910）米
3,384石、38,916
円、麦562石、
4,496円、甘藷3万
〆、櫨実2,200〆、
大根34千〆■養
蚕桑園444反、276
戸、334石■M14
養蚕伝習所■M32
井上製糸場／M40
伊予蚕業／M41東
宇和郡立農蚕学
校／第一東洋蚕
種、伊予蚕種／
M45摂津製糸■牛
155頭、馬17頭
＜上宇和村＞
■米5725.2石、
9,1603.2円、麦
1180.8石、
12,988.8円、甘藷
8,000〆、櫨実
2,000〆■桑園396
反、270戸、346石

■M10（1877）堀内
家住宅■M13
（1880）松蔭池■
M14和田左平家住
宅（鏝絵）■米
5,324石、麦1,782
石、甘藷48,000
貫、柿9,000貫、梨
2,000貫、櫨実
3,000貫、茶3,500
貫、牛蒡2,000貫
■牛295頭、馬10
頭■養蚕685戸、
掃立733枚、収繭
9,190〆、桑園45.8
町／蚕種製造■
坑木47万才、
2,820円、板3,200
才、2,240円、丸角
材3万才、1180円

■「下川ノ北部渓
谷地ニハ櫨ヲ栽培
セルモノアリ」■少
量ノ石灰ト下肥➡
燐酸肥料、智利硝
石■櫨、楮、麻、
茶、玉蜀黍…年々
衰退■米5,397
石、80,955円、麦
2,226石、20,034
円、大根7万貫、
3,500円、甘藷
60,500貫、3,025
円、雑果15,000
貫、3千円■養蚕：
桑園633反、戸数
350戸、掃立740
枚、収繭1,110石、
49,950円、蚕種製
造戸数／M36明間
製糸場3■M42～
耕地整理■牛
499、馬14■木材
522,500才、36,570
円、木炭「明間炭ノ
名声アリ」10万貫、
1万円、薪4万斤、6
千円

■M32（1899）八幡
浜・卯之町間県道
改修「地方物価殊
ニ木材等ニ激甚ナ
ル変化ヲ来スニ至
レリ」■普通旅館
3、木賃宿5、6

■M33（1900）道路
改修ノ結果宇和町
街道ハ笠置線ヲ捨
テテ鳥越線ニ変更
セラルルヤ地方人
ノ夢想ダニ及バザ
リシ車道人ハ開通
シ…」■荷車40
両、人力車4両

■M7（1874）山田
薬師石灯籠（尾道
石工）■笠置峠越
えで八幡浜へ馬で
米を運搬➡県道で
幌付馬車で運搬➡
大八車、自転車に
付けたリヤカー➡
昭和10年代三輪
自動車■笠置村
「自転車ノ使用ス
ルモノ次第ニ多キ
ヲ加フルニ至ル」
■M32宇和町八幡
浜の県道改修➡各
町村ﾃﾞ連絡道ノ改
修企図セリ／群ハ
補助ヲ以テ奨励／
M43笠置村、小原
村ニ直スル車道ヲ
改修シ次デ遠ク八
幡浜大□ニ馬車、
大八車ノ通行スル
ヲ見ルニ至レリ／
海運ニ於テハ俵
津、津布理ニ達ス
ル山路改修ノ必要
アリ常ニ住民ノ話ノ
頭ニ上ル

■M34(1901）法花
津峠越旧道（法花
津トンネル）

■M42漸ク開通ス
ルコト得タリ。隋テ
各部落共相広ノ便
道ヲ改修シテ今ヤ
交通ノ大体ニ於テ
ハ村落トシテハ稍
完全ニ近キモノナ
ルベキカ

■本郡東西両部
交通ノ要衝。明石
寺へ一里、渓筋村
鮎返瀧ヘ二里半
山田薬師ヘ二里
半、卯之町へ一
里、野村へ三里、
吉田へ三里、宇和
島へ五里

■M25～27ころ
（1892～94）多田
新四国八十八箇
所

■近代初期：山田
薬師・薬師堂
■M20三瓶神社還
幸祭➡S11（1936）
➡S61（1986）
■M23（1890）郷内
七福神踊

■M2（1869）申義
堂、申義堂記■M5
申義堂■M15旧開
明学校校舎、開明
学校扁額、棟札■
掛図■卯之町の牛
鬼

■M13（1880）明石
寺大師堂■M23明
石寺本堂■明治
中期：田野中の寿
式三番叟■M42明
石寺地蔵堂■明
治後期～大正：明
石寺仁王門

■M11ころ（1878）
大師堂

大
正

■T4（1915）～久
保・正信耕地整理
■T6～岡山耕地
整理■T7～河内、
伊延耕地整理■
T11～信里耕地整
理

■T2（1913）武田
製糸場■T4菊池
家住宅■T6河野
製糸場

■T5（1916）炭倉
製糸場／旧井上
医院■T5～上松
葉、下松葉耕地整
理■T6岡製糸場、
郡是製糸■T7河
野製糸場■大正：
清水清十郎家別
邸■宇和定期家
畜市場

■T5新城製糸場 ■明間（マンガン） ■T11（1922）平野
橋

■T6（1917）三瓶
隧道

■T8、9ころ愛媛自
動車■T10（1921）
卯之町自動車■
T15（1926）俵津隧
道

■T4（1915）旧宇
和町小学校講堂
■T10旧宇和町小
学校第2校舎■T6
銅造神武天皇像
（白井雨山）■T15
日本キリスト教団卯
之町協会■大正：
卯之町図書館

■T5(1916）明石
寺石段■大正～
昭和初期：明石寺
客殿

■T15（1926）宇和
神楽（皆田から伝
授）

昭
和

■S11（1936）西山
田稚蚕共同飼育
場兼西山田公会
堂■明治～昭和：
土居内科医院■
S17第二小笠原鉱
山ほか

■S6（1931）久枝
公会堂■S17東宇
和地方事務所■
大正～昭和初期：
えびすや食堂部

■下川鉱山ほか ■S3（1928）～大
平鉱山（マンガン）
■S18～皆田耕地
整理

■S20笠置トンネル
（鉄道）

■S6（1931）道義
橋■S16国鉄法華
津トンネル（宇和島
－卯之町間開通）
■S20国鉄卯之町
－八幡浜間開通
（笠置トンネル）

■S5（1930）石城
尋常高等小学校
校舎

■S3（1928）旧宇
和町小学校第1校
舎

■S5（1930）明石
寺石垣、熊野神社
社殿、同祝詞殿■
S19明石寺塀

■昭和初期：信里
消防倉庫■S18河
内水害慰霊碑

■宇都宮宇作殿
頌徳費（S18水害）

■昭和初期：久枝
消防詰倉庫■S20
陸軍永長飛行場
■サイレン山

現
代

戦
後

■圃場整備 ■圃場整備 ■圃場整備 ■ブドウ ■S43～45国道鳥
坂トンネル

■S41～４５国道法
花津トンネル

近
代

●開明学校、民具館、町歴民、先哲記念館、旧武蔵
□S56（1981）野村ダム完成

稲作（耕地整理）・養蚕・麦・木材／交通の要衝、東宇和郡の中心地

■T3～7（1914～18）第一次世界大戦■T5松山震度2■T8（1919）シベリア出兵■結核■大正かぜ

■S6（1931）満州事変■S12（日中戦争、震度松山4、宇和島3■S16震度松山3、宇和島4、太平洋戦争■S18水害

（4日間、野村905mm、宇和746mm）■S20終戦■S20枕崎台風

■S21（1946）南海地震、震度松山・宇和島4■S24（1949）デラ台風■S26（1951）ルース台風■S28（1953）集団赤痢

■S38豪雪、台風9号■S39台風20号■S40台風23号■S43豪雨、地震（松山・宇和島震度4）、地震（松山震度4、宇

和島震度5）■S44前線■S45台風10号■S46豪雨、台風13号、19号■S50前線■S51低気圧、前線、台風17号

■S55台風13号■S57前線■S62台風5号■S62宇和島震度3■S63低気圧、前線・台風4号■H1台風22号■H2台風

14号■H3台風19号■H5台風5･6号■H8台風6号■H11熱帯低気圧■H13芸予地震■H16台風16、18号■H17台

風14号■H18西市震度5弱■H23台風15号■H26西予震度5強、前線・台風8号■H27西予震度5弱■H28八幡浜

震度5弱、西予震度4、前線■H30西予震度4、豪雨（宇和539.5mm）■新型コロナ■R3（2021）西予震度4■R4西予

S29（1954）宇和町文化財保護条例

●製糸業の発展
●交通の発達

●道路の整備、交通の発達に伴う交流の拡大

●教育制度、環境の整備●卯之町：東宇和郡の行政、

経済の中心地

●米・小麦・大豆・イチゴ・ブドウ

●米・麦・櫨・養蚕

●米・麦・養蚕

●米・麦・甘藷・養蚕

第一次産業＞第三次＞第二次➡第三次＞第一次＞第二次

●陸軍飛行場（特攻）

■M10（1877）西南戦争■M27～28（1894～95）日清戦争■M36（1903）安芸灘地震（松山震度2）■M37～38（1904

●敬作に啓発➡殖産興業、金融、教育に寄与する人材の輩出



巻末資料5
各地区の歴史文化の特徴（野村）

野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田（貝吹） 横林 惣川
■桂川渓谷（深
山）■とげなしバラ
（十夜野・永照寺）

■樽滝（旭）■大
杉（松渓）

■天満神社の這い
あすなろ（中通川）

■客神社社叢（坂
石）■坂石湖水

■小屋の羅漢穴■
四国カルスト（大
野ヶ原）■大白樫
（小松・港の森三島
神社）■V字谷

縄文
■タカシロ岩岩陰
遺跡

弥 ■中広銅矛
古

■西明寺十一面
観音立像（11cか）

鎌
倉

■西明寺不動明
王立像（12c）■同
毘沙門天立像（12
～13c）■同僧形
神像、女神坐像、
地蔵菩薩立像（12
～13c）

■白髭三島神社
男神坐像（12c、
13c、13～14c）

室
町
1
4
c

■応永7（1400）三
嶋神社再建（棟
札）

■松渓経塚（徳治
3（1308）銘経筒）室

町
1
5
c

■文明3（1471）四
郎谷三島神社棟
札（魚成通親）

室
町
1
6
c

■文禄5（1596）三
嶋神社棟札

■白髭三島神社
棟札（1513

■鬨の太鼓？
（隆ヶ森城）■大塚
源十郎元義

■上城跡（松渓）
■鎌田ヶ城跡（鳥
鹿野）

■白木ヶ城跡（平
野、宇都宮乗綱）

■猿滝城（予子林
（現肱川町）、岩本
将監乗氏）

■猿滝城（予子林
（現肱川町）、岩本
将監乗氏）■天正
11（1568）大塚玄
蕃の墓

■鎧ヶ鼻城（相津
伊豆守国光）

江
戸
1
7
c

■泉貨居士の墓？ ■17c後半：白木
城・栗ヶ峠の境界
論

■米、大豆、雑
穀、綿、朝、麦、ヒ
エ

■寛文8（1668）百
姓36軒逃散■元
禄9（1696）牛62、
馬108、桐63、漆
30、桑40、茶
20,600株、池6

■前石の五輪塔群
■延宝：上野弘法
大師像

■元禄8（1695）松
渓栄輪様

■慶長中、高安寺
再興、威徳院長源
不動堂を建つ■慶
安元（1648）野坂
神社本殿再興■
延宝4（1676)平野
白王松王神社造
立

■寛文5（1665）西
の五輪塔群■惣財
久の五輪塔群■元
和以降か：岡成の
花取り踊り■延宝：
イボ神様

■天和元（1681）
船渡の森三島神社
本殿■元禄5
（1692）天神ヶ森城
跡墓碑

■大塚源十郎五
輪塔（中村）

■貞享2、3（1685、
86）平野村・野村
境論

■元和6（1620）高
橋玄蕃五輪塔（松
尾）

■寛文6（1666）大
洪水■寛文8総川
騒動（徒党、逃散）

江
戸
1
8
c

■寛政9（1797）白
髭、松谷、富野川
と減租の嘆願書

■享保8（1723）池
ノ坂池■同11カヂ
ヤ脇池■同12源太
池、松ノ窪池■同
14小屋ヶ谷池■同
16金集池■寛保2
（1742）寺ヶ坂池■
同3チジュウ池■延
享2（1745）宮ノ首
池■天明以前に高
瀬の庄屋が酒造■
天明8（1788）富野
川村の百姓少数に
して中地となりたる
24町許の免租を願
出づ■寛政2
（1790）富野川村
に半紙製造者20人
あり■同3年富野
川村庄屋出奔■
同9富野川減租の
嘆願書

■正徳3（1713）大
向池■享保10
（1725）入舟池■
元文元（1736）柿
木谷池■延享2
（1745）東谷池■
安永4（1775）前田
池■寛政7（1795）
漆ヶ市池

■茶、櫨、カジ
（楮）／予子林村に
楮役所置かれる■
享保12（1727）舟ヶ
迫池■元文2
（1737）横田池■
宝暦8（1758）東谷
池

■寛政9（1797）土
居家酒倉建設→
焼失

■寛永年間（1624
～43）御番所跡
（高瀬）

■享保12（1727）
蔵良本村馬頭観
音

■延享5（1748）本
町弁天宮

■享保15（1730）
修理か？寂光庵阿
弥陀如来坐像

■享保2（1717）平
野村轟大権現社
殿造立■享保10
不動堂建立■享
保15成龍寺客殿
再建■元文6
（1741）地蔵堂創
立■寛延2（1749）
野村組三十三番
霊場を定める■宝
暦12（1762）伊勢
宮再建■寛政10
（1798）富野川村
火天神再建■松の
窪堂（藤の棚堂、
平野）

■宝暦5（1755）鎌
田天満神社金幣
奉納■宝暦14
（1764）岩本将監
の墓

■元禄14（1701）
梵鐘■宝永6
（1709）長命寺大
改築■享保13
（1728）長命寺薬
師堂建立■享保
16（1731）一字一
石塔と延命地蔵

■小踊り（小松） ■明和年間（1764
～72）大洲藩喜多
郡蔵川村の農民が
野村へ逃散

■享保8（1723）四
郎谷村農民が目付
大森新兵衛宅に追
し寄せ、凶作による
窮迫を訴える（強
訴、逃散）
■明和6（1769）白
髭騒動（強訴、裁
決）、明和7（1770）
白髭・若山・日土
騒動（強訴、裁決）
■明和9（1772）蔵
村を松谷村と改称

■宝暦8（1758）伊
与地川村（富野
川）百姓一揆
■明和2（1765）伊
予地村を富野川村
と改称す
■明和8（1771）千
眼寺黒瀬家土蔵
庇の紙すき場より
出火し土蔵納屋庫
裏本堂焼失、3月
再建
■天明8（1788）富
野川騒動（逃散、
成功）

■寛政元（1789）
中通川庄屋宅火
災

■享保17（1732）う
んかぞく生、死者
多し（土居家記）■
天明8（1789）惣川
村騒動。喜多郡人
久喜・占田へ逃散
（強訴、逃散、失
敗）

江
戸
1
9
c

■前嶽溝（M1完
成）

■文化6（1809）白
髭、松谷人口減少
で再び減租

■文化2（1805）神
田池■同6富野川
人口減少で再び減
租■同13松ヶ坂池
■同14富野川大
野本家井戸開削
■文政10（1827）
富野川百姓120人
が大洲領に逃散

■文化2（1805）世
間行池■同3影ノ
平池■同4休石池
■同12上こみ池■
天保2（1831）ゑの
川池

■文化13（1816）
穴ノ尾池■文政元
（1818）野中池■
文政4中ノ谷池

■再建年不明：土
居家、酒蔵■文化
13（1816）村前村
百姓、惣川村へ逃
散（遊子谷村庄屋
別宮家文書）

■御番所跡（白
髭）

■土居家（酒造） ■阿下歌舞伎衣
装■五つ鹿踊り
（片川、次の川）■
慶応4（1868）～野
村四国八十八ヶ所
■大審院長児島
惟謙苦学之地■
嘉永5（1852）乙亥
相撲

■元治元（1864）
三島神社絵馬（門
脇盛豊）■五つ鹿
踊り（鳥鹿野、旭）
■白髭三島神社
拝殿

■八坂神社百人
一首絵馬（富野
川）■文化・文政
以前か：成龍寺念
仏踊り（富野川）■
文政2（1819）五郎
兵衛堂再建■同6
雨なく度々雲祭り
■天保2（1831）富
野川天満宮の神輿
購入

■中通川黄金堂
天井絵（門脇盛
豊）■天保6
（1835）栗木観音
堂天井絵（門脇盛
豊）

■文化年間、客神
社再建■六つ鹿
踊り（西）■伊予の
里神楽（西）？■
坂石大師堂格天
井（門脇盛豊）■
天保14（1843）竜
頭（肱川町予子林
瓜生谷）、安政6
（1859）招き幟

■八つ鹿踊り（惣
川）■天保～か：子
どもねり相撲甚句
■18c終～19c初：
寺組大師堂のお接
待（8/21）

■文化12（1815）
夏旱魃、官は野村
組22組に命じ、野
村木落駄場に於
て、雨乞千人踊を
行はしむ■文政12
（1829）片川・次の
川騒動■文政13
（1830）野村組騒
動■弘化中（1844
～47）野村の泉貨
庵焼く■嘉永5
（1852）干ばつ＋
大火

■安政4（1857）松
谷騒動（強訴、成
功）

■文政2（1819）、
同3火災■文政8
（1825）高瀬騒動：
大洲領へ逃散（徒
党、逃散、成功）■
文政10（1827）富
野川騒動（逃散、
失敗）■文政13
（1830）蔵良騒動
（騒擾）

■天保元（1830）
釜ノ川騒動（騒擾）

明
治

■M43（1910）米
5,279石、麦1,277
石、甘藷100,000
貫、繭230石／鰻
100貫、鮎120貫、
焼鮎100尾■龍王
山鉱山坑口（マン
ガン）

■石灰石をもとに
自家製の消石灰を
施肥／「M37自家
調整自給肥統計」
本田一反歩に山草
150貫、石灰2石
（36l）■明治中ころ
～養蚕

■M21（1888）生産
額：米作33.2%、和
紙19.6%、楮皮
10.4%、大麦・小麦
作9.8%、トウキビ
8%、櫨実5.3%■
M40輸出する重要
品（金額）。米
56.8%、泉貨紙
19.3%、木材8.6%、
酒8.2%、木蝋2.8%

■M10（1877）馬場
池■明治末期：紙
漉き45戸

■玉蜀黍（主食の
一）、楮（梶）、茶■
M23（1890）坂石村
と予子林村が合併
して横林村
■M29予子林に南
予茶業試験場設
置（梼原からも集
荷）➡大正には廃
れる■M30ころ～
養蚕■M44～各部
落に養蚕共同組合
■明治末～大正
初年：自家消費用
の石灰生産（堂野
窪）

■土居家離れ移築
■Ｍ31（1898）米
1274石、大麦519
石、裸麦660石、小
麦180石、トウキビ
1115石、甘藷3800
〆、楮9300〆、櫨
65000〆■明治中
期～焼畑盛んに■
製炭➡横林へ出
荷■茶

■駄賃持（牛馬の
背で荷物を運ぶ）
M40ころ100人くら
い／木馬引き■雑
穀を横林、硯、鹿
野川へ。櫨実・蝋
玉は内子へ（人
背）

■M6（1873）初夏
から秋まで旱魃。
阿下大猿駄馬に野
村16ヵ所の農民が
屯集して雨乞千人
踊り■M29（1896）
再建安楽寺■乙
亥相撲の化粧まわ
し（シルク博）

■明治初頭か：五
つ鹿踊り（富野川）
■M23～か：五つ
鹿踊り（高瀬）

■M13（1880）松本
仙挙

■M3（1870）野村
騒動：坂石村から
57人、予子林村か
ら200人参加

■M5（1871）大窪
四国八十八ヶ所

■M3（1870）野村
騒動

■乃木将軍揮毫の
軸／M45記念碑

■M7（1874）中通
川村下組火災、34
棟類焼

■大野ヶ原が陸軍
演習場に

大
正

■T7（1918）米
6,301石、麦1,738
石、甘藷150,000
貫、玉蜀黍120石、
蚕1,703石、青芋
15,000貫、生糸
2,180貫、楮8,250
貫、泉貨紙8,750
丸、大豆145石■
T12農業倉庫事業
（玄米、麦、大豆、
トウキビ、楮皮、
紙、筵、茶、肥料、
繭、木炭、板）■
T15酪農

■T6（1917）鳥鹿
野6千俵、松渓上
甲氏6500俵、河野
氏3500俵の石灰
生産（村内需要に
あてる）

■T6（1917）養蚕
戸数159戸、収繭
量648石（T11：862
石）

■養蚕→木炭需
要（黒炭）■大正
～昭和：松材（坑
木）→北九州地方
へ出荷

■T5（1916）ころ：
惣川製紙■T9米
1513石、麦750石、
トウキビ1256石、楮
17000〆、櫨1000
〆、繭232石■T13
米1380石、麦587
石、トウキビ1080
石、甘藷80000、楮
16650、繭519石、
木炭11400〆■木
炭は鹿野川へ出
荷。養蚕の発展に
伴い黒炭需要伸び
■三椏

■T9（1921）県道
日吉長浜線開通
■T13松の越隧
道、横林発電所■
T15船戸発電所本
館

■木流し（河成へ）
■T13？（1924）惣
川発電所■T15惣
川村道河成線（左
岸線）➡自転車、
客馬車、荷馬車
（河成・坂石へ）■
大正末～昭和初
期：旅館、飲食店、
雑貨屋、豆腐屋3
軒ずつ、肉屋、魚
屋、床屋、薬屋、
菓子屋、芝居小屋
等■五十崎・内
子、小田・松山、土
佐、城川への峠越
え

■T7（1918）宇和
自動車（緒方陸
朗）野村～卯之町
間

■大正末まで虫送
り

■大正末期：大
野ヶ原は営林署の
植林地に

自然・災害・疫病・戦争

近
代

野村 生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

自然

先
史

古代

中
世

近
世

■四国山地■肱川■河成段丘■照葉樹林■石灰岩

仏教の普及:南予の地は天台僧にとっての圓頓戒達成の聖地 三災（戦争、疫病、飢饉）

大洲・肱川、内子、小田、城川、土佐との交流

四国山地の恵みに依拠したくらし

茶堂、乙亥相撲、花取り踊り、鹿踊り

米・麦・甘藷・トウキビ＋楮・三椏、泉貨紙、櫨・蝋、焼

炭＋養蚕＋酪農・畜産

四国山地の恵みを活かしたくらし（米・麦・甘藷・トウキビ＋楮・泉貨紙、櫨・蝋）

□花取り踊り伝わる？土佐➡三

間（曽根村）➡岡成

■坂石～大

洲・長浜・内子

舟運（人、物産、

交通の動脈）

／駄賃持ち／

予子林神明町

（現肱川町）を

中心に交通が

開ける。硯港か

ら水運で積み

出し／藩政期

からの櫨、カジ、

茶などの生産

集荷は引き続

き盛ん。製蝋、

製茶、瓦焼な

ど増／川舟・

筏乗りは明治・

大正～S10ころ

迄

○予子林神明町～松之越～周利～奈良野～（舟

戸川）～松尾～佐須～辰の口～嘉喜尾～吉野沢～

甲ヶ森～土居窪野～大茅峠～檮原：楮、茶、雑穀

などを搬出

○予子林神明町～大宮組背後の峰～一か森の茶

堂～喜多郡との分水嶺～岳山～河辺村中津の棟ヶ

峠～惣川村庄屋下～小屋村：惣川の物産はこの

ルートで硯へ

○予子林神明町～松之越～周利～舟戸川渡瀬～

堂野窪～唐岩峠～遊子谷村、野井川村：約16km、

遊子谷の物産を駄場で硯まで

○予子林神明町～竜王山～長谷～黒瀬川～坂石

～中山～魚成村～竜沢寺坂～愛治村大宿～宮之

下～宇和島：約40数km、御用公道／予子林神明町

～藤之原～肱川～三石を渡船～貝吹西の峠～中

通川～大西～中筋村蔵良～荷刺～野村～木落～

板ヶ谷～宮之下～宇和島：木落から卯之町へも

○予子林神明町～大宮鬼かけ～大駄場～鹿野川

～赤岩～瓜生畦峠～坊屋敷～大洲松山街道～内

子、中山、犬寄峠、郡中、松山

○硯港～肱川水運～大洲長浜

■享禄4（1531）大地震■天文2（1533）地震、高潮■永禄10（1567）明間合戦■永禄11鳥坂合戦■元亀3（1572）西

園寺×一条。大友氏宇和郡侵攻■天正5（1577）南予侵攻。芝、西ノ川、北ノ川、魚成ら長宗我部と内通、菅田（大

野）直之と提携し西園寺を包囲。■天正7（1579）三間合戦■天正8（1580）久武親信戦死で頓挫■天正8～9（1580

～81）三滝城北ノ川氏を攻撃（11年説あり）■天正12西園寺・長宗我部講和（四国平定）■天正13（1586）大地震■

文禄4（1595）震災■慶長元（1596）大地震■泉貨紙（兵頭太郎左右衛門通正（泉貨居士）が発明したとされる）

米、麦、四木（桑・楮・漆・茶）（『親民鑑月集』）

●宇和盆地と

の交流

「平安、鎌倉時代の南予地域は、宇和郡を中心に天台宗が普及し、天台宗寺院が多かったと言

われるが…」（『県史』）

●泉貨紙の生産●米・麦・雑穀・茶●逃散

●主に18c前半:ため池整備

●泉貨紙生産の広がり、統制

●18c後半～19c前半：山間部の生活難（中地、

免租願、逃散、出奔、減租嘆願）

●石灰生産

（主に村内需

要）

●肱川舟運（物流の拠点）●米・麦・甘藷・トウキビ・楮・三椏・泉貨紙・櫨・蝋・木炭

●米・麦・甘藷・トウキビ・楮・三椏・泉貨紙・櫨・蝋・木炭・養蚕

●西明寺：天台系寺院か

●各地に山城築造

●花取り踊り（西

予でも野村・城

川のみ）

➡ 土佐との関

●洞穴・岩陰の利用

●山間部の生活難（低生産性と零細性）

➡一揆、騒動

●山間部の生活難（低生産性と零細性）➡

一揆、騒動

改革・改善の訴え

戦乱、土佐勢の侵攻

●街村の発展

／野村の行政・

経済の中心（泉

貨紙、蚕糸、畜

産）

●野村：宇和島藩

の在町（泉貨紙）

■推古天皇13（605）地震、道後温泉陥没■推古天皇36（628）大地震、温泉塞がる■

■明応3（1494）大地震■明応4（1495）大地震■明応7（1498）大地震

■慶長9（1605）大地震（東南海）■慶長19大地震、道後温泉湧出止む■寛永2（1625）地震■寛永7大地震■寛永

の飢饉■慶安2（1649）大地震宇和島城石垣、塀破損■貞享2（1685）大地震■元禄元（1688）強震■元禄7大地震

■宝永4（1707）台風／大地震で宇和島高潮（東南海）宇和島城内所々破損、田503町以上家屋其他数々流出■

享保元（1716）強震■享保の飢饉（享保17（1732）■寛延2（1749）大地震、宇和島城桜破損■明和6（1769）強震■

天明の飢饉（1782～88）■寛政10（1798）山奥・野村組騒動(逃散）

■文化6（1809）白髭・松谷・富野川騒動（強訴）■文化9（1812）大地震■天保の飢饉（1833～

39）■天保12（1841）宇和島城の塀、壁などに損■嘉永7（安政元、1854）大地震（南海）■安政

2地震数回■安政4強震■安政5～コレラ流行

■M10（1877）西南戦争■M27～28（1894～95）日清戦争■M36（1903）安芸灘地震（松山震度2）■M37～38（1904

■T3～7（1914～18）第一次世界大戦■T5松山震度2■T8（1919）シベリア出兵■結核■大正かぜ
主として横林・貝吹から南側、特に双

津野・木落・深山などのいわゆる秩父

帯南帯のチャートに伴って転々と鉱

床が分布。S47の野村鉱山東官山坑
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各地区の歴史文化の特徴（野村）

野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田 横林 惣川 野村 渓筋 中筋 大和田（貝吹） 横林 惣川
自然・災害・疫病・戦争野村 生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

近
代

昭
和

■養蚕
■S13～14（1938
～39）植木の金鉱
山坑口
■S19（1944）ホル
スタイン25頭導入

■S9（1934）収入
米26%、繭23％、桑
11％、裸麦・小麦
7％、畜産5％

■米、麦、玉蜀黍 ■S5（1930）米947
石、麦499石、三椏
14802〆、繭9300
石、木炭14520〆
■S15（1940）米
982石、麦822石、
トウキビ1075石、三
椏34700〆、繭
4173石、木炭
10100〆

■S11（1936）中瀬
橋

■S2（1927）川成
橋■S5（1930）船
渡川橋

■馬喰 ■S13（1938）将監
堂

■S2（1927）竜王
神社（大野ヶ原）
■S3船戸森三島
神社拝殿、中殿新
築落成

■S14（1939）奥谷
川砂防堰堤群■
S15？籠谷川砂防
堰堤群、寺谷川砂
防堰堤群、大麦川
砂防堰堤群②■
S16？大麦川砂防
堰堤群①■S19？
長谷川砂防堰堤
群

■S8（1933）未曽
有の大旱魃。貝吹
峠において雨乞い

■太平洋戦争中：
大野ヶ原は軍馬の
放牧場

現
代

戦
後

■S25（1960）明治
乳業愛媛工場■
S26東宇和酪農協
同組合■宇和ドロ
マイト鉱山■酪農、
養蚕（ミルクとシル
ク）■S49（1974）南
予用水事業着工
（1996完了）

■泉貨紙製造技
術伝承者　菊地孝
■S34牛130頭、
S35160頭

■S23（1948）乳牛
導入

■S24～乳牛導入
■米、麦、玉蜀
黍、➡栗、柿

■S21～大野ヶ原
開拓
■Ｓ30年代：養蚕、
栗、出稼ぎ
■三井鉱山（ドロマ
イト・大野ヶ原）

■S21（1846）村役
場、農協本所が河
成へ

■S41鬨の太鼓修
理

■風祭り

□S21（1946）野村農学校創立➡S23（1948）県立野村高校

交通、通信の発達

□S34（1959）鹿野川ダム完成□S56（1981）野村ダム完成

S36（1961）野村町文化財保護条例
●シルク博物館

●米・麦・甘藷・トウキビ・三椏・泉貨紙・木炭

●米・野菜（きゅうり）・酪農・畜産（牛、豚）

●大野ヶ原開拓

宇和海沿岸部の灌漑

■S6（1931）満州事変■S12（日中戦争、震度松山4、宇和島3■S16震度松山3、宇和島4、太平洋戦争■S18水害

（4日間、野村905mm、宇和746mm）■S20終戦■S20枕崎台風

■S21（1946）南海地震、震度松山・宇和島4■S24（1949）デラ台風■S26（1951）ルース台風■S28（1953）集団赤痢

■S38豪雪、台風9号■S39台風20号■S40台風23号■S43豪雨、地震（松山・宇和島震度4）、地震（松山震度4、宇

和島震度5）■S44前線■S45台風10号■S46豪雨、台風13号、19号■S50前線■S51低気圧、前線、台風17号

■S55台風13号■S57前線■S62台風5号■S62宇和島震度3■S63低気圧、前線・台風4号■H1台風22号■H2台風

14号■H3台風19号■H5台風5･6号■H8台風6号■H11熱帯低気圧■H13芸予地震■H16台風16、18号■H17台

風14号■H18西予震度5弱■H23台風15号■H26西予震度5強、前線・台風8号■H27西予震度5弱■H28八幡浜

震度5弱、西予市震度4、前線■H30西予震度4、豪雨（宇和539.5mm）■新型コロナ■R3（2021）西予震度4■R4西



遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成
■遊子谷の赤色頁
岩
■桂木（竜泉）
■大イチョウ
■たもと岩（窪野か
ら大男投げた）具
地丸様
■雨包山（だましう
ね、ばくち岩）
■樽の滝（野井川）
■ぐじまる滝
■渕27ヶ所（うち8ヵ
所には伝説があ
る）

■三滝渓谷の化石
■三滝火成岩類
（黒瀬川構造帯）
■三滝山の蛇紋岩
（黒瀬川構造帯）
■中津川のトゥファ

■穴神鍾乳洞
■ゴトランド紀石灰
岩
■寺野変成岩類
（黒瀬川構造帯）
■三滝城の大イ
チョウ
■寶泉坊大樫群
■ヤブツバキ

■田穂の石灰岩と
アンモナイト化石
■黒瀬川流域のシ
ルル紀化石産地
（黒瀬川構造帯）■
黒瀬川ロード■下
相の海底地すべり
跡■魚成の河成段
丘■黒瀬瀬川鍾乳
洞■ほつぼ大師の
大杉■白皇神社社
叢、樫の木■宝泉
寺ﾋﾞｬｸｼﾝ■ﾘｭｳｷｭ
ｳﾏﾒｶﾞｷ■轟々渕
■江戸渕■堂の坂
の棚田■嘉喜尾の
鳴滝■龍澤寺山林
（日本の森林百選）

縄
文

■中津川洞穴遺跡
（石器製作、人骨）

■穴神洞遺跡（草
創～前・後／微隆
起線文土器）

弥
古

鎌
倉

■文治中（1185～
89）紀実平報恩寺
開設？

■長善寺大般若経
（1189）■長善寺
木造僧形坐像
（13c）■菊花双鳥
鏡（13cか）

室
町
1
4
c

■長善寺十一面観
音(13末～14ｃ）／
不動明王／毘沙門
天（14c）／如意輪
観音（南北朝）■元
享3（1323）龍天寺
建立■長善寺大般
若経（1389他）

室
町
1
5
c

■15世紀前後～北
之川実定が北之川
庄5300貫を拝領

■顕手院文書
（1472、1496）

■文明19（1487）
西川綱親、阿下三
所権現再建

■文明14（1482）
蔵王権現

■永享5（1433）仲
翁守邦が龍天寺再
興➡康正元
（1455）竜沢寺と改
称■顕手院開創

室
町
1
6
c

■三滝神社蔵某社
社殿棟札（1500）

■永正7（1510）川
津南若一王子三所
権現を再建

■永正13（1516）
田穂白王神社造営
棟札写、豊州大工
■天正13（1585）
小早川隆景、1587
浅野長吉龍澤寺制
札

■白岩城跡（白岩
左近太夫祐宗／
1583落城か）

■甲が森城長山豊
綱）■三滝城（天正
11（1583）北之川
紀親安戦死か

■黄幡城跡／1583
落城か

■龍ヶ森城魚成豊
後守通親1583落城
か

江
戸
1
7
c

■元禄9（1696）遊
子谷村：田
18.7.8.28畑
159.8.7.22／野井
川村：田31.0.2.27
畑107.2.7.1

■寛文11（1671）
春日奥池■貞享元
（1684）古畑池■
元禄9（1696）窪野
村：田58.6町、畑
268.3町

■明暦3（1657）高
野子が吉田領に
■寛文5（1665）高
野子村山本池

■寛文5（1665）成
穂村柿原池
■元禄6（1693）今
田村丸岡上池

■慶長14（1609）こ
ろ誓願寺中興

■報恩寺紀貫之の
墓（織豊期？）

■慶長12（1607）
北之川氏、川津南
若一王子三所権現
再建■元和中龍澤
寺16世西方寺中興

■打掛（秀宗より巫
女へ）（嘉喜尾、元
は土居）

■寛文10（1670）
大雪で野井川の13
軒が倒潰

江
戸
1
8
c

■享保17（1733）
水ヶ峠池
■宝暦9（1759）須
田上池
■寛政4（1792）須
田下池

■元禄15（1702）
払川池■享保元
（1716）春日宮下
池■寛保2（1742）
ぬた池、柳坂池■
宝暦8（1758）井ノ
又池■明和8
（1771）駄場池■
安永6（1777）影地
池

■享保9（1734）山
本新池

■享保元（1716）
春日宮下池■享保
19（1734）鳥落池
■寛保2（1742）ぬ
た池、柳坂池■宝
暦9（1759）大坂
池、梶原池、穴の
尾池■明和9
（1772）井手床池
■寛政9（1797）御
蔵池

■元禄14（1701）
龍澤寺25世霊屋薩
摩から帰り宇和島
候へ砂糖漬１つ
ぼ、琉球芋1折を献
じる（記抜）

■宝暦12（1762）9
月7日、窪野村御
瀧城主紀親安の墓
所たる林庭庵へ、
参詣者陸続として
絶えず（記抜）

■長善寺大般若経
（享保の修理）

■天明4（1784）津
賀の狭部落全焼→
上川へ地名変更■
天明8（1788）遊子
谷村百姓70～80名
が騒動。大洲藩喜
多郡宇和川村へ逃
散（逃散、成功）

■安永4（1775）土
居村報恩寺火災■
寛政2（1790）土居
村庄屋宅、其他町
中皆焼く

■天明5（1785）夜
大雷。窪野村庄屋
宅火く■寛政4､5
（1772､73）武左衛
門一揆：1万人余

■宝暦6（1756）嘉
喜尾村出入争論証
文、絵図
■寛政10（1798）
龍澤寺焼失。表門
のみ残存（年代
記、不鳴條、記抜）

自然・災害・疫病・戦争

先
史

古代

中
世

自然

城川
生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

近
世

■四国山地■黒瀬川■照葉樹林■西に野村盆地■東に日吉、梼原（土佐）■石灰岩■127㎢の85%が山林

戦乱 土佐国境／土佐勢の侵攻

仏教の普及

・天台宗：南予の地は天台僧にとっての

圓頓戒達成の聖地

・山岳信仰との融合？

・15c～曹洞宗（龍澤寺）：薩摩との関係

四国山地の恵みに依拠したくらし

米、麦、四木（桑・楮・漆・茶）（『親民鑑月集』）

「平安、鎌倉時代の南予地域は、宇和郡を中心に天台宗が

普及し、天台宗寺院が多かったと言われるが…」（『県史』）

●花取り踊り（西

予でも野村・城

川のみ）

➡ 土佐との関

●土居：宇和島藩の在町

（土佐国境）

●長善寺：

天台系

●龍澤寺（曹

洞宗・薩摩）

●各地に山城築造／土佐国境

●豊かな芸能・行事●茶堂

●洞穴・岩陰の利用

●豊富な地形、地質遺産

●四国山地

■推古天皇13（605）地震、道後温泉陥没■推古天皇36（628）大地震、温

■明応3（1494）大地震■明応4（1495）大地震■明応7（1498）大地震

■享禄4（1531）大地震■天文2（1533）地震、高潮■永禄10（1567）明間合

戦■永禄11鳥坂合戦■元亀3（1572）西園寺×一条。大友氏宇和郡侵攻■

天正5（1577）南予侵攻。芝、西ノ川、北ノ川、魚成ら長宗我部と内通、菅田

（大野）直之と提携し西園寺を包囲。■天正7（1579）三間合戦■天正8

（1580）久武親信戦死で頓挫■天正8～9（1580～81）三滝城北ノ川氏を攻

撃（11年説あり）■天正12西園寺・長宗我部講和（四国平定）■天正13

（1586）大地震■文禄4（1595）震災■慶長元（1596）大地震

■慶長9（1605）大地震（東南海）■慶長19大地震、道後温泉湧出止む■寛

永2（1625）地震■寛永7大地震■寛永の飢饉■慶安2（1649）大地震宇和

島城石垣、塀破損■貞享2（1685）大地震■元禄元（1688）強震■元禄7大

■宝永4（1707）台風／大地震で宇和島高潮（東南海）宇和島城内所々破

損、田503町以上家屋其他数々流出■享保元（1716）強震■享保の飢饉

（享保17（1732）■寛延2（1749）大地震、宇和島城桜破損■明和6（1769）強

震■天明の飢饉（1782～88）■寛政10（1798）山奥・野村組騒動(逃散）



遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成 遊子川 土居 高川 魚成
自然・災害・疫病・戦争

城川
生活・生業・産業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化

近
世

江
戸
1
9
c

■弘化2（1845）六
地蔵池■遊子谷村
庄屋別宮家文書
（中地／入百姓：遊
子谷村、野井川
村、窪野村、惣川
村／天保5（1834）
以降）

■文化2（1805）つ
づら岩池■文化4
（1807）寺の脇池

■庄屋の蔵（什器
類、古文書-別宮
学芸員調査）
■高野子村庄屋芝
家文書

■文久3（1863）山
ノ城池■清良記
（田穂土居家）
■魚成岡田家文書

■茶堂■往還道、
峠、石仏（惣川との
交流）

■茶堂 ■茶堂
■檮原街道（九十
九曲峠、大茅峠
越、矢野杏仙碑）
■番所跡（高野
子、川津南）

■茶堂 ■遊子谷の七鹿踊
り■上川の神仏講
■遊子谷の楽念
仏、野井川楽念仏
（休止中、宝泉寺）
■雨包山の恵比寿
神社■大茅峠六地
蔵■恵比寿神社秋
祭り、奉納相撲■
遊子谷の神仏講の
習俗用具■遊子谷
浦安の舞

■茶堂の行事
■三滝祭り：牛鬼、
八ツ鹿踊り、三滝
神社…
■林庭院
■お伊勢踊り
■お不動さま
■十三仏石碑
■土居三島神社棟
札

■燈籠流し
■念仏踊り
■川津南楽念仏
■高野子楽念仏
■お萬上ろの墓
（平家落人）
■寶泉坊様
■三柱神社棟札

■龍澤寺楽念仏、
実盛送り■魚成三
島神社■下相正法
寺念仏踊■下相八
幡神社花取り踊■
■嘉喜尾善願寺大
般若経■魚成塩竃
様のお祭■今田恵
比須相撲■嘉永4
（1851）八幡神社
鹿面■長州大工：
岩本庚申堂、魚成
天満神宮

■文化7（1810）嘉
喜ノ尾村火災に付
…■文化10
（1813）魚成村の百
姓等、紙荷役の件
につき騒ぎ立て。
中見役を遣わし調
査。頭取梅助は御
荘へ■天保9
（1838）魚成地方
疱瘡流行■天保12
魚成村火災

明
治

■M35（1902）頃～
櫨畑が楮や三椏畑
に（楮切り専用鎌、
蒸しコガ）■水口家
鏝絵？■福山家鏝
絵？■五十石茶堂
天井絵？■みつま
た増産の歌■旧遊
子谷村役場文書■
和泉智道見聞記

■赤松家鏝絵？■
旧土居村役場文書
■44（1911）農家
戸数480戸、人口
2684人／米3,191
石、玉蜀黍1,875
石、麦1,700石、甘
藷65,000貫／松・
杉31万才、坑木10
万才、板材3000坪
／木炭

■芝酒造店舗ほか
（明治初期）■旧高
川村役場文書■
米、麦、甘藷、茶、
養蚕、三椏（木炭
に次ぐ換金作物）、
木炭、石灰（自家
消費）

■旧魚成村役場文
書

■M30～材木売
買、M40～商人購
入。牛で坂石へ地
引で出材■明治中
期から養蚕盛ん。
繭を予子林の井関
製糸へ。のち大洲
へ出荷するため川
舟を利用。

■宇和島、吉田、
梼原、十川方面前
買い物（出買い）：
反物、金物、綿糸、
塩など■行商は松
山方面から。海岸
地方からたえずイリ
コ、煮干し、縫糸な
ど

■地区の文化（嘉
喜尾は土居村に近
く、杭は魚成地区
に近い、岩本は遊
子川や横林と近
い）
■年貢（魚成➡坂
石（河川）➡大洲➡
大阪や宇和島）

■野井川三十三観
音（M11）
■雨乞い（念仏踊
り）／お日和申し
（念仏踊り）

■御田植行事、三
番叟
■妙見寺護摩堂
（M28護摩堂建立
寄附帳、修験免
状、修験教本など）
■寺野の大師講

■林庭院（M24改
築、H3改築）■杖
野々三十三観音■
村四国八十八箇所
（川津南）■愛宕精
進（高川）

■M9（1876）魚成
新四国

■M3（1870）野村
騒動、三間騒動：
高野子、鍵山農民
700名蜂起

大
正

■T5（1914）､6年
頃横崎鋤導入、大
正末普及→田麦を
まく人増■T14電
気導入

■T8（1919）卯之
町銀行土居支店

■T4（1915）教師
招聘、稚蚕共同飼
育■T6茶の技術
者招聘■T7木炭
の技術者県から招
聘「高川切炭」阪神
方面へ■T13：養
蚕飼育戸数60戸、
収繭量782貫、金
額1,630円、T17：
3,639貫、26,663円

■T8（1919）渡邊
医院

■T11（1922）ころ：
道路開設➡駄賃馬
から牛馬車へ

■村四国八十八ヶ
所（西方寺、大正
初期）■長州大工：
川津南三柱神社本
殿、中殿、拝殿、高
野子八幡神社

昭
和

■S8（1933）簡易
水道■品種改良に
伴い麦が主食に

■S11（1936）戸数
900、人口4,300
余、郡内東部唯一
の雄村／土居は官
公署はじめ商工業
者軒を連ね、南北
に喜多、北宇和、
貨物物資の集散、
交通上の要衝

■高野井公園 ■ふる里守る会：
堂の坂棚田（棚田
百選）■宇和ドロマ
イト鉱山（S2開業）
■川本英次郎家倉
庫（鏝絵、昭和初
期）

■海外旅行団。ハ
ワイ方面へ移住。

■S10(1935)三島
橋
■昭和初期には営
業乗車登場
■S13国鉄省営バ
ス

■S10（1935）高川
橋

■S3（1928）宇治
橋
■S10辰の口橋
■龍澤寺偃月橋
（不明）

■浦安の舞（遊子
川天満神社、野井
川河内神社）
■S10（1935）遊子
谷尋常高等小校庭
石垣

■甲ヶ森監視所
（青年学校生徒が
後退で昼夜出勤）

現
代

戦
後

■S34（1959）テー
ラー導入

■S24（1949）楮・
三椏5,855貫■S50
栗400t（150町歩）

■S25～搾乳、S26
東宇和酪農協同組
合■S28木炭
41,693俵（1俵15キ
ロ）、1460万円

■S35（1960）遊子
川小中学校で給食
開始

■どんど焼き（H1
～）

近
代

交通・通信の整備、発達

□S21（1946）野村農学校創立➡S23（1948）県立野村高校

□S33（1958）～海外移住促進。10日家族64名がブラジルへ□S29（1954）黒瀬川村➡S34（1959）城川町発足

畑作（トウキビ栽培、焼畑、茶）／17～18cため池築造、棚

田／櫨・楮栽培、泉貨紙生産／入百姓／鏝絵

●城川歴史民俗資料館、城川文書館

●茶堂保存

□輸出：米、雑

穀（大豆、小豆、

トウキビ）

□輸入：食塩、

綿、種油、酢、

生活物資を輸

入／土佐（梼

原）から塩、（伊

予から）トウモロ

コシ、大豆、小

豆、楮・三椏な

ど

輸出：繭、清

酒、米、木材、

楮、和紙、生

蝋、櫨実、木

材、木炭

S36（1961）城川町文化財保護条例

●トマト・くり・ゆず

●土佐、惣川との交流

●焼畑：雑穀（トウキビほか自給

食料生産）➡明治中期：ミツマタ

（商品作物）➡戦後：植林／櫨

実・ろう玉／楮・三椏／甘藷／木

炭／鏝絵／養蚕

●土佐、大洲、惣川、鬼北との

交流

●楽念仏：西予では野村・城川のみ

●山の幸を輸出し、生活雑貨

や塩、調味料などを輸入

●魚は行商に依拠（木綿織

●山間部の生活難（低生産性と零細性）➡

一揆、騒動

●山間部の生活難（低生産性

と零細性）➡一揆、騒動

改革・改善の訴え

●土居街村の発展（雑貨商：土佐や周辺から木材・楮・三椏・櫨・繭な

どを集荷し、宇和島・八幡浜・吉田などから仕入れた食料品（米・醤

油・砂糖・塩・干魚）、衣服・日用雑貨を販売➡大正期に衰退

■文化6（1809）白髭・松谷・富野川騒動（強訴）■文化

9（1812）大地震■天保の飢饉（1833～39）■天保12

（1841）宇和島城の塀、壁などに損■嘉永7（安政元、

1854）大地震（南海）■安政2地震数回■安政4強震■

安政5～コレラ流行

■M10（1877）西南戦争■M27～28（1894～95）日清戦争■M36（1903）安

芸灘地震（松山震度2）■M37～38（1904～05）日露戦争■M38安芸灘地震

（松山震度5）■M42（1909）宮崎北部地震（松山震度4）

■T3～7（1914～18）第一次世界大戦■T5松山震度2■T8（1919）シベリア

■S6（1931）満州事変■S12（日中戦争、震度松山4、宇和島3■S16震度松

山3、宇和島4、太平洋戦争■S18水害（4日間、野村905mm、宇和746mm）

■S20終戦■S20枕崎台風

■S21（1946）南海地震、震度松山・宇和島4■S24（1949）デラ台風■S26

（1951）ルース台風■S28（1953）集団赤痢■S38豪雪、台風9号■S39台風

20号■S40台風23号■S43豪雨、地震（松山・宇和島震度4）、地震（松山震

度4、宇和島震度5）■S44前線■S45台風10号■S46豪雨、台風13号、19号

■S50前線■S51低気圧、前線、台風17号■S55台風13号■S57前線■S62

台風5号■S62宇和島震度3■S63低気圧、前線・台風4号■H1台風22号

■H2台風14号■H3台風19号■H5台風5･6号■H8台風6号■H11熱帯低

気圧■H13芸予地震■H16台風16、18号■H17台風14号■H18西予震度5

弱■H23台風15号■H26西予震度5強、前線・台風8号■H27西予震度5弱

■H28八幡浜震度5弱、西予市震度4、前線■H30西予震度4、豪雨（宇和

539.5mm）■新型コロナ■R3（2021）西予震度4■R4西予震度4
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地域：うみ／歴史文化の特徴：宇和海リアス海岸地帯の人々の営み 

（1）宇和海沿岸の農漁業と交流 

№ 種別1 名 称 所在 概 要 

1 市有形 縄文時代の釣針 明浜 鹿角製。日振島で採集されたもの 

2 未有民 漁具 明浜 明浜歴史民俗資料館蔵 

3 未有形 引付状ほか漁業関係文書類 明浜 藩の漁業制度改革の通知書や漁場図、鑑札等 

4 市有民 碆の手の鯨塚 明浜 天保 8 年（1837）の鯨塚 

5 市有民 楠の浦の鯨塚 明浜 明治 3 年（1870）の鯨塚 

6 市有民 子持岩の鯨塚 明浜 明治 40 年（1907）の鯨塚 

7 未有形 鯨の位牌 明浜 金剛寺蔵 

8 国重文景 宇和海狩浜の段畑と農漁村

景観 

明浜 狩浜の段畑石垣や野つぼ、建造物、神社等を

重要な構成要素とする重要文化的景観 

9 未有民 養蚕関係道具類 明浜 近代の養蚕で使用された道具類。明浜歴民蔵 

10 未有民 狩江縞、高機 明浜 狩江縞（木綿織）の見本と縞を織った高機 

11 未有形 俵津浦村境争論裁許絵図 宇和 江戸時代の東山田村、野田村、伊賀上と俵津

浦との村境をめぐる争論の裁許絵図 

12 市有形 木彫りの立体地図 明浜 江戸時代俵津村の境界争論の際に作られた木

製地形模型 

13 市有形 極山裁定絵図及び裁定書 三瓶 江戸時代の蔵貫村と山田村の境界争論をめぐ

る絵図と裁定書 

14 － 明浜歴史民俗資料館 明浜 明浜の農漁業、石灰、生活などに関する資料

を保存展示。縄文の釣針、木彫りの立体地図、

五つ鹿の古面などの指定文化財も展示 

15 未有民 民具コレクション 明浜 明浜歴史民俗資料館蔵 

16 未有民 民具コレクション 三瓶 三瓶ふるさと資料展示室蔵 

17 未有形 津出蔵 明浜 俵津に集められた年貢を納めたとされる蔵 

18 未有形 石造馬頭観音像、同大日如来

像 

宇和 牛馬の安全を祈願した石仏 

19 市有形 石造馬頭観音像、同大日如来

像 

明浜 牛馬の安全を祈願した石仏 

20 未有形 旧俵津隧道 宇和 大正 15 年（1926）竣工。宇和明浜をつなぐ 

21 国登有形 三瓶隧道 宇和 登録有形文化財。大正 6 年（1917）竣工の宇

 
1 種別の表記は以下のとおり。国：国指定、選定、選択、国登：国登録、県：県指定、市:市指定、未：

未指定。有形：有形文化財、無形：無形文化財、有民：有形民俗文化財、無民：無形民俗文化財、記念：

記念物、重文景：重要文化的景観、文景：文化的景観、重伝建：重要伝統的建造物群保存地区、伝建：伝

統的建造物群保存地区 
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和と三瓶をつなぐトンネル 

22 市記念 大崎狼煙場 明浜 宇和島藩の参勤交代等で利用した狼煙場 

23 未記念 火山遺跡 明浜 狼煙場と想定されている遺跡 

24 未有形 石鏃 三瓶 姫島産黒曜石製の石鏃 

25 市有形 ハシロリの五輪塔群 明浜 阿蘇溶結凝灰岩製の中世の五輪塔群 

26 市有形 青石経塚 明浜 緑色片岩が積まれた経塚 

27 市有形 大浦の五輪塔群 明浜 阿蘇溶結凝灰岩製の中世の五輪塔群 

28 市有形 廣福寺宝篋印塔 明浜 花崗岩製の室町期の宝篋印塔 

29 市有形 河童の狛犬 明浜 砂岩製。全国的にも希少な河童の狛犬。明治

14 年（1881）に石灰商らが奉納 

30 市有形 天満神社狛犬 明浜 花崗岩製 

31 市有形 春日神社鳥居 明浜 花崗岩製。本浦側の鳥居は享保 7 年（1722） 

32 市有形 廣福寺開山塔 明浜 阿蘇溶結凝灰岩製の中世五輪塔。最下段は花

崗岩製 

33 市有形 廣福寺一石五輪塔 明浜 花崗岩製の室町期の一石五輪塔 

34 未有形 庵寺の五輪塔 明浜 花崗岩製の五輪塔 

35 市有形 藍文丸鉢（染付芙蓉手大皿） 明浜 17c 末～18c 初頭に作られた有田焼。 

36 市有形 地福寺大般若経 三瓶 中世に豊後日出で書写され近世に三瓶にもた

らされた大般若経 

37 未記念 井戸 三瓶 近代の紡績工場で地下水を汲み上げた井戸 

 

地域：うみ／歴史文化の特徴：宇和海リアス海岸地帯の人々の営み 

（2）地質と地形を活かした石灰産業 

№ 種別 名 称 所在 概 要 

1 未記念 大早津鉱山及び石灰産業関

連施設 

明浜 石灰鉱山と石灰窯、石灰船へ積載するための

施設などが残る石灰産業遺産 

2 未有形 岩井の石灰窯ほか石灰窯群 明浜 明治初期の木炭焼成窯をはじめ、石炭焼成と

なって大型化した石灰窯群の遺構 

3 未有形 石灰産業関連道具 明浜 ハンマー、削岩機、ふるい等石灰産業で使用

された道具類。明浜歴史民俗資料館蔵 

4 未有形 賀茂神社社殿 明浜 明治の火災で焼失後、石灰景気の影響で直ち

に再建された社殿 

5 市有形 賀茂神社常夜灯 明浜 石灰岩で作られた常夜燈で若者が石灰関連の

仕事で稼いで奉納したと伝わる 

6 市有形 河童の狛犬 明浜 明治期の石灰商らが若宮神社に奉納した全国
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的にも珍しい河童の狛犬 

7 未伝建 宇和海高山の町並み 明浜 石灰産業を背景に高密化していった町並み 

 

地域：うみ／歴史文化の特徴：宇和海リアス海岸地帯の人々の営み 

（3）人々をつなぐ海のまつり 

№ 種別 名 称 所在 概  要 

1 未無民 各神社の秋祭り、練り 明浜 

三瓶 

牛鬼、五ツ鹿踊り、唐獅子、相撲甚句、四つ

太鼓、巫女の舞など地域によってことなる練

りが神輿とともに出される 

2 市無民 朝立地区の秋祭り、練り 三瓶 安政 6 年（1859）に四つ太鼓から始まったと

され、後に牛鬼、唐獅子等が加わったという 

3 市無民 蔵貫三島神社の秋祭り、練り 三瓶 江戸前期に始まったとされ、天保 8 年（1837）

には練りの役割分担が決められている 

4 － お旅所 明浜 重要文化的景観宇和海狩浜の段畑と農漁村景

観の重要な構成要素 

5 市有民 天狗面 明浜 室町期の木造鼻高面。現在も祭りで使用 

6 市有民 五つ鹿の古面 明浜 安政元年（1854）作で現在も祭りで使用 

7 未有民 五つ鹿鹿頭 三瓶 蔵貫で発見された明治期の鹿頭 

8 市有民 木彫りの獅子頭 明浜 江戸期のものと伝わる木彫の獅子頭 

9 未有民 山車の太閤様 明浜 高山の練りに出される山車 

10 市無民 賀茂神社宵宮の潮垢離 明浜 牛鬼のかき手などがふんどしひとつで何度も

海に飛び込み身を清める 

11 市無民 お船練り 明浜 狩浜の秋祭の練りのひとつで海上の船上で歌

舞が演じられたもの。現在は陸上で行われる 

12 市無民 竹網 明浜 鰯網になぞらえ大漁旗などで飾りつけした竹

網を動かしながら練り歩くもの 

13 市無民 歌舞伎くずし（盆踊り） 明浜 歌舞伎調の衣装と化粧で踊る渡江の盆踊り 

14 市無民 盆踊り きそん節、高松踊り 三瓶 櫓の上で和傘をさして口説き、その周りを踊

る周木の盆踊り 

15 市無民 盆踊り 歌舞伎くずし 三瓶 皆江に伝わる歌舞伎くずし盆踊り 

16 県無民 俵津文楽 明浜 嘉永 5 年（1852）に始まったとされる。明治

3 年（1870）には大阪文楽の竹本常太夫を迎

え基礎を築き、明治 19 年に釜倉のくぬぎ座

を購入してすがはら座と名付けた 

17 県有民 俵津文楽人形頭・衣裳道具一 明浜 天狗屋久吉、人形屋弁吉、大江巳之助らの人
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式 形頭、引幕、水引、襖、見台、衣裳類などが

ある 

18 県無民 朝日文楽 三瓶 明治初年に始まったとされる。明治 22 年

（1889）に山田村の平松六之丞座を購入。さ

らに明治 40 年に吉村源之丞と鎌倉座を購入

し発展する礎とした 

19 県有民 朝日文楽人形頭・衣裳道具一

式 

三瓶 人形友、天狗久、大江巳之助等の人形頭、衣

裳、八反返し、道具など一式 

20 未有民 船飾り 明浜 和霊神社大祭に参加する際に船に付けた飾り 

 

地域：さと／歴史文化の特徴：南予の中核・宇和盆地 

（4）南予を代表する初期稲作文化と古墳文化 

№ 種別 名 称 所在 概 要 

1 未記念2 永長上横田遺跡及び出土品 宇和 弥生時代宇和盆地への稲作の伝播、定着を示

す遺跡 

2 未記念 金毘羅山遺跡及び出土品 宇和 弥生前期の墓地と考えられる遺跡 

3 未記念 田苗中市遺跡及び出土品 宇和 弥生中期の西南四国型土器を出土した遺跡 

4 未記念 山田細狩遺跡及び出土品 宇和 弥生中期の西南四国型土器と凹線文土器など

が共伴して出土した遺跡 

5 未記念 岩木観音嶽洞穴遺跡及び出

土品 

宇和 かつて岩木式と称された弥生中期の西南四国

型土器が出土した遺跡 

6 未記念 永長遺跡及び出土品 宇和 弥生後期初頭～前葉の土器が出土 

7 未記念 永長上塚田遺跡及び出土品 宇和 弥生後期中葉から後半の土器が出土 

8 未記念 岩木原田遺跡及び出土品 宇和 弥生後期後半の土器が出土 

9 未記念 坪栗遺跡及び出土品 宇和 弥生後期後半～末の土器、木器、異体字銘帯

鏡が出土。住居址、粘土採掘土坑、円形周溝

状遺構なども検出。また古代の掘立柱建物跡、

井戸、墨書土器、転用硯、石帯などが出土し

た官衙関連遺跡でもある。 

10 未記念 上井遺跡及び出土品 宇和 弥生後期末葉の土器、初期須恵器や市場南組

窯跡産須恵器、陶硯、脚部多角柱高坏などが

出土 

11 市有形 青銅器（中広銅矛、広形銅矛、 宇和 九州、瀬戸内との交流を示す青銅製武器形祭

 
2 1～10、16～18、20、22、34、35、39～43 は、未指定の記念物と有形文化財に該当しますが、煩雑に

なるため表中では「未記念」と記しました。 
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平形銅剣） 器 

12 県記念 笠置峠古墳 宇和 古墳時代前期古相の葬送儀礼が復元された全

長 47m の前方後円墳。 

13 未有形 笠置峠古墳出土品 宇和 葬送儀礼に用いられた土器、食物型土製品の

ほか副葬された鉄製利器など 

14 市記念 小森古墳 宇和 笠置峠古墳に後続する前期前方後円墳 

15 未有形 小森古墳出土品 宇和 小森古墳出土の土器。一部市外にも所在 

16 未記念 ムカイ山古墳及び出土品 宇和 新たに発見された前期前方後円墳 

17 未記念 上松葉谷川遺跡及び出土品 宇和 古墳時代初頭～前期の土器だまり。壺棺や鉄

鏃も出土 

18 未記念 長作森古墳 宇和 内行花文鏡を出土した古墳 

19 市有形 長作森古墳出土内行花文鏡 宇和 4 世紀末頃と考えられる銅鏡 

20 未記念 岩木赤坂古墳及び出土品 宇和 構築墓壙が築かれ周溝をもつ 5 世紀後半の古

墳。眉庇付冑片や短甲片などが採集された 

21 未記念 長尾古墳及び出土品 宇和 朝鮮半島との関係が指摘される 5 世紀代の有

肩鉄斧が採集されている 

22 市記念 ナルタキ古墳群 宇和 6 世紀後半の 1 号墳をはじめ 9 基の円墳が築

造された群集墳 

23 未有形 ナルタキ古墳群出土品 宇和 1 号墳から須恵器、装飾付大刀、玉類など 

24 未記念 安養寺裏山古墳 宇和 中国製方格 T 字鏡が出土したと伝わる遺跡 

25 市有形 安養寺裏山古墳出土方格鏡 宇和 西晋以降の中国製方格 T 字鏡 

26 市記念 粟尻古墳群 宇和 標高約 370m の高所に立地する後期古墳 

27 未有形 粟尻古墳群出土品 宇和 金銀環、勾玉、変形珠文鏡、鉄刀など 

28 市記念 樫木駄場古墳群 宇和 宇和盆地最大の横穴式石室を有する後期古墳 

29 未有形 樫木駄場古墳群出土品 宇和 坂戸古墳群出土とされる遺物 

30 市記念 谷が内古墳 宇和 墳丘半壊で玄室が残る後期古墳。須恵器、鉄

刀、釘が出土したと伝わる 

31 市記念 妙法寺裏山古墳 宇和 半壊。後期古墳 

32 市記念 松ノ本古墳 宇和 玄室とその上部の墳丘が残る後期古墳 

33 未記念 一宮神社古墳及び出土品 宇和 一宮神社にある後期古墳で須恵器などが出土 

34 未記念 伊勢山大塚 2 号墳及び出土品 宇和 5～6 世紀前半代の陶質土器を出土した古墳 

35 未記念 河内谷遺跡及び出土品 宇和 5 世紀後半百済系の陶質土器を出土した遺跡 

36 市有形 双龍環頭柄頭 宇和 7 世紀前半ころの環頭大刀の装具 

37 市記念 東大谷古墳及び出土品 宇和 7 世紀の方墳と推定される 

38 未有形 西ノ前遺跡及び出土品 宇和 岩木廃寺とも呼ばれ 8 世紀前後～平安期の
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瓦、瓦基壇などが見つかった遺跡 

39 未記念 国木遺跡及び出土品 宇和 掘立柱建物などが出土した官衙関連遺跡 

40 未記念 大久保遺跡及び出土品 宇和 7 世紀後葉に比定される陶硯が出土した遺跡 

41 未記念 福吉窯跡及び出土品 宇和 8 世紀後半に操業した須恵器窯跡 

42 市有形 蕨手刀 宇和 明石古墳出土とされる 7 世紀末の蕨手刀。県

内唯一の出土例 

43 未有形 田苗真土出土土師器 宇和 脚部多角柱高坏が出土 

44 未有形 久枝出土土師器 宇和 脚部多角柱高坏が出土 

 

地域：さと／歴史文化の特徴：南予の中核・宇和盆地 

（5）西園寺氏による宇和郡の支配 

№ 種別 名 称 所在 概 要 

1 未有形 木造西園寺公広坐像 宇和 慶応 3 年（1867） 

2 県有形 金幣 宇和 永禄 12 年（1569）、西園寺公次と宇都宮貴綱

が三島神社に納めたもの 

3 国有形 歯長寺縁起 宇和 住職寂証が至徳 3 年（1386）に筆録し享徳 3

年（1454）に秀栄が書写したもの。元応 2 年

（1320）から寂証が見聞した事件、風評を書

く 

4 未有形 清良記（高串本） 宇和 三間大森城主土居清良の事跡を後世にまとめ

たもの 

5 未有形 皆田宇都宮家伝来の旗 宇和 信田城城主皆田（開田）宇都宮氏の子孫のも

とに伝わる旗 

6 市有形 絹地月星紋陣旗（伝宇都宮宣

綱所用） 

宇和 宇都宮宣綱所用と伝わる旗。全面に月星の文

様を配する 

7 未記念 

未有形 

松葉城跡及び採集品 宇和 西園寺氏の居城。15 世紀前半代の青白磁や備

前焼、土師質土器が採集されている 

8 未記念 黒瀬城跡 宇和 宇和旧記で 16 世紀に松葉城から移ったとさ

れる西園寺氏の居城 

9 未記念 飛鳥城跡 宇和 城代上甲光康居城。飛鳥城合戦で西園寺公高

戦死 

10 未記念 下木城跡 宇和 宇都宮永綱居城 

11 未記念 鳥付城跡 宇和 三善三郎左衛門尉春澄居城 

12 未記念 峰城跡 宇和 三善左衛門佐春範居城 

13 未記念 我合城跡 宇和 松本右京居城 
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14 未記念 岡城跡 宇和 黒瀬城背後の城 

15 未記念 歯長寺 宇和 元応 2 年（1320）西園寺氏代官の開田善覚が

発願し理玉を開山とした寺院 

16 国記念 明石寺 宇和 15 世紀後半には児島修験を中心とする山伏

たちの行場となっていた。その後西園寺氏や

宇都宮氏との姻戚関係につらなりながら存続

と伝わる 

17 未有形 松葉城碑 宇和 申義堂の名付け親で左氏珠山の師でもある上

甲振洋の撰。慶応 3 年（1867） 

 

地域：さと／歴史文化の特徴：南予の中核・宇和盆地 

（6）交通の要衝・宇和盆地 

№ 種別 名 称 地区 概 要 

1 国重伝建 西予市宇和町卯之町重要伝

統的建造物群保存地区 

宇和 宇和島藩の在郷町・宿場町、四国霊場札所・

明石寺の門前町として発展した松葉町がのち

に卯之町と呼ばれるようになった。天保期に

シーボルトの高弟二宮敬作が開業し、近代に

は東宇和郡の行政の中心となった 

2 市有形 末光家住宅 宇和 明和 7 年（1770）建築後一部改築。間口 8

間の商家建築。平成 16 年に末光家が私費で

修理している 

3 市有形 鳥居門、御成門 宇和 庄屋鳥居半兵衛が建てた門。中庭を隔てた練

塀中央に御成門がある 

4 未有形 渡辺家住宅 宇和 隠し部屋などがある旧庄屋の建築 

5 未有形 旧武蔵 宇和 18 世紀末。現在は整備され、かまど体験な

どができる施設となっている 

6 県記念 高野長英の隠れ家 宇和 嘉永 2 年（1849）に二宮敬作を頼って宇和

に来た高野長英が匿われたという隠れ家 

7 未有形 第一東洋蚕種株式会社蚕種

収蔵庫 

宇和 明治期。清水伴三郎。土蔵を煉瓦で囲った蚕

種収蔵庫 

8 未有形 松本酒造合名会社酒蔵 宇和 明治期 

9 未有形 よつかど松本商店（雑貨・煙

草） 

宇和 明治初期 

10 未有形 ゑびすや食堂部 宇和 大正～昭和初期建築の木造 3 階建 

11 未有形 卯之町図書館 宇和 大正期 

12 未有形 末光千代太郎家煉瓦塀 宇和 大正 3 年（1914） 
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13 未有形 日本キリスト教会卯之町教

会 

宇和 大正 15 年（1926） 

14 未有形 清水静十郎家別邸 宇和 大正期 

15 未記念 

 

光教寺境内 宇和 西園寺氏の菩提寺で、もと黒瀬城の麓にあっ

たものが現在地に移された 

16 市有形 天保時代の卯之町全景図 宇和 卯之町の地割や建物、武士、町人、商人、僧

侶、遍路などの往来する人々を描く 

17 市有形 牓示石 宇和 卯之町ほか宇和町内数カ所に残る道標 

18 未有形 遍路道標 宇和 遍路の道標。下川、卯之町、小原などに所在 

19 未記念 道引大師 宇和 番外霊場で地蔵菩薩（道引大師）、弘法大

師、不動明王がまつられる 

20 国記念 伊予遍路道（明石寺境内、大

寶寺道） 

宇和 第 43 番札所明石寺境内／明石寺と卯之町の

町並みをつなぐ峠道。歴史の道百選 

21 未記念 大寶寺道（鳥坂峠越） 宇和 宇和盆地と大洲盆地をつなぐ峠道。歴史の道

百選 

22 未記念 伊予遍路道（歯長峠越） 宇和 第 42 番札所仏木寺から歯長峠を越え第 43

番札所明石寺に至る道。歴史の道百選 

23 国記念 八幡浜街道笠置峠越 宇和 宇和盆地と八幡浜をつなぐ峠道。遅くとも室

町期から峠を介した交流があり、江戸時代前

期には主要な街道の一つであった。歴史の道

百選 

24 未記念 伊予遍路道（法華津峠越） 宇和 吉田と宇和盆地をつなぐ道 

25 未有形 旧俵津隧道 宇和 大正 15 年（1926）竣工の宇和と明浜をつな

ぐトンネル 

26 国登録 三瓶隧道 宇和 登録有形。大正 6 年（1917）竣工の宇和と

三瓶をつなぐトンネル 

27 市有形 申義堂 宇和 明治初期に建てられた藩の郷校 

28 国有形 旧開明学校校舎 宇和 明治 15 年（1882）竣工の擬洋風学校建築。

建造物を公開し豊富な掛図や教科書類を展示

するほか、明治の授業体験なども行う。 

29 市有形 旧宇和町小学校第 1 校舎、第

2 校舎、講堂 

宇和 かつての宇和町小学校校舎を移築したもの。

第 2 校舎は大正 4 年（1915）、講堂は大正

10 年（1921）、第 1 校舎は昭和 3 年

（1928）建築 

30 未有形 掛図 宇和 児童各自が教科書を所持する前、教室に掲示

して利用された教材 
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31 未有形 教科書類 宇和 開明学校に収蔵されている近現代の教科書類 

32 未有形 二宮敬作肖像画 宇和 先哲記念館蔵 

33 未有形 敬作愛用のギヤマンのコッ

プ 

宇和 個人蔵（先哲記念館展示） 

34 未有形 敬作愛用の薬壺 宇和 個人蔵（先哲記念館展示） 

35 未有形 イネ愛用の印籠 宇和 個人蔵（先哲記念館展示） 

36 未有形 新渡戸稲造自筆の扁額 宇和 卯之町幼稚園蔵 

37 ‐ 宇和歴史民俗資料館 宇和 西南四国型土器、銅矛、平形銅剣、双龍環頭

柄頭、陶質土器等々宇和盆地出土の考古資料

を展示 

38 ‐ 宇和民具館 宇和 年中行事や祭りに使われた民俗文化財などを

豊富に展示している 

39 未有民 民具コレクション 宇和 宇和民具館所蔵 

 

地域：やま／歴史文化の特徴：山間地農業と茶堂のある農山村 

（7）山間部の農業と手工業 

№ 種別 名 称 所在 概 要 

1 県記念 穴神洞遺跡 城川 縄文時代草創期の土器、石器、前期の土器、

獣骨、骨角器、貝製装飾品などを出土した洞

穴遺跡 

2 県記念 中津川洞穴遺跡 城川 縄文時代早期、前期の土器、石器、前期の獣

骨、人骨などを出土した洞穴遺跡。前期の剥

片が多く石器製作址と考えられる 

3 未記念 タカシロ岩岩陰遺跡 野村 縄文時代早期、前期の岩陰遺跡 

4 国無形 泉貨紙 野村 

城川 

記録作成等の措置を講ずべき無形文化財。戦

国期に兵頭太郎右衛門が発明したと伝わる 

5 県記念 泉貨居士の墓 野村 泉貨紙を開発したとされる兵頭太郎右衛門の

墓 

6 未有民 三椏へぐり 城川 三椏の皮をこそぎとる道具（城川歴史民俗資

料館蔵） 

7 市有形 惣川土居家 野村 惣川庄屋土居家の主屋。間口 12 間、奥行 6 間

の木造茅葺き平屋建。江戸後期 

8 未有形 惣川土居家記 野村 惣川庄屋土居家に伝わる文書 

9 未有形 旧太田家 城川 城川歴史民俗資料館に移築された 

10 未有形 鏝絵 野村 左官が漆喰に鏝で描いたレリーフ。野村、城



巻末資料 6 

歴史文化を表す文化財 

50 

 

城川 川に多い 

11 国選無民 茶堂と山村 野村

城川 

伊予の茶堂の習俗は記録作成の措置を講ずべ

き無形の民俗文化財。旧街道沿いに宝形造 1

間四方の茅葺又は瓦葺きの簡素な茶堂と呼ば

れる建物がたつ。安永年間には成立していた

と思われ、旅人への茶の接待、信仰や交流の

場としても利用される。市内山間部を中心に

160 棟以上存在する 

12 未有形 遊子谷村庄屋別宮家文書 城川 慶安 3 年（1650）以来遊子谷村の庄屋を務め

た別宮家に伝わる文書 

13 未有形 高野子村庄屋芝家文書 城川 高野子村庄屋を務めた芝家に伝わる文書 

14 未有形 旧高川村役場文書 城川 旧高川村役場の明治～昭和期の行政文書 

15 未有形 旧土居村役場文書 城川 旧土居村役場の明治～昭和期の行政文書 

16 未有形 旧遊子川村役場文書 城川 旧遊子川村役場明治～昭和期の行政文書 

17 未有形 旧魚成村役場文書 城川 旧魚成村役場の明治～昭和期の行政文書 

18 未有形 義農顕彰の碑 城川 明治 3 年（1870）の野村騒動で処分された農

民たちの顕彰碑 

19 市記念 前嶽溝 野村 幕末から明治にかけて開削された農業用水 

20 未文景 棚田百選・堂の坂の棚田 城川 棚田百選にも選ばれた総区画数 100、耕作面

積約 1ha の棚田 

21 未文景 四国カルスト・大野ヶ原 野村 日本三大カルスト台地の一つで、標高 970～

1,400m に展開する。戦後の開拓を経て昭和

34 年から酪農を開始し、四国有数の酪農地帯

となった 

22 未記念 ブナの原生林 野村 保護運動を経て守られた大野ヶ原の水源でも

あるブナの原生林 

23 － 城川歴史民俗資料館 城川 山村の生活や生業、祭りなどに関する民俗文

化財や古文書、考古資料を所蔵展示 

24 未有民 民具コレクション 城川 城川歴史民俗資料館蔵 

25 － 城川文書館 城川 藩政期の庄屋文書や近代の行政文書などを豊

富に所蔵 

26 － シルク博物館 野村 養蚕の歴史に関する展示するほか、近世近代

の着物、素地、海外の民族衣装などを所蔵 

 

地域：やま／歴史文化の特徴：山間地農業と茶堂のある農山村 

（8）伊予と土佐の交流 
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№ 種別 名称 所在 概 要 

1 県記念 三滝城 城川 北之川（紀）親安居城 

2 県記念 三滝の大イチョウ 城川 三滝城主紀親安公の霊木として信仰される。

目通り約 7.4m、高さ 40m 

3 市記念 甲が森城 城川 長山豊綱居城 

4 市記念 白岩城 城川 白岩祐宗居城 

5 市記念 黄幡城 城川 紀綱安居城 

6 市記念 岩本将監の墓 城川 猿ヶ滝城城主 

7 市記念 隆が森城 城川 魚成通親居城 

8 市記念 白木ヶ城 野村 宇都宮乗綱居城 

9 市記念 上城 野村 上甲貞好居城 

10 市記念 鎌田ヶ城 野村 宇都宮成綱居城 

11 市無民 花取り踊り 野村 

城川 

岡成の花取り踊りは江戸前期の火災を機に三

間成妙郷から伝わったとされる。 

12 市無民 楽念仏 城川 川津南の念仏は高野楽で、一遍上人から伝習

されたとも言い伝えられる。野村町富野川に

は成龍寺念仏踊りがある。 

13 未伝建 土居の町並み 城川 土佐との街道沿いに栄えた町 

14 未伝建 惣川の町並み 野村 土佐との街道沿いに栄えた町 

15 市有形 惣川土居家 野村 惣川庄屋の土居家主屋 

16 未有形 惣川土居家記 野村 惣川庄屋土居家に伝わる文書 

17 未記念 檮原街道韮が峠越 野村 野村町惣川と檮原町の境にある峠で龍馬脱藩

の道との説がある。歴史の道百選 

18 未記念 梼原街道九十九曲峠越 城川 城川町川津南と檮原町の間にある峠。龍馬脱

藩の道との説があり、吉村寅太郎はこちらを

通って脱藩した。歴史の道百選 

19 未記念 桜ヶ峠 城川 城川町野井川と檮原町坪野田の間にある峠 

20 未記念 大茅峠 城川 城川町窪野と檮原町文丸の間にある峠 

21 未伝建 坂石の町並み 野村 肱川の舟運で栄えた町 

22 未有形 船戸川橋 野村 坂石にある上路式開腹コンクリートアーチ

橋。橋長 35.2m、復員 4.5m。昭和 34 年（1959）

完成の鹿野川ダムにより川底に沈み、橋脚は

渇水時のみ姿を現す 

 

地域：やま／歴史文化の特徴：山間地農業と茶堂のある農山村 

（9）農山村の祈り 
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№ 種別 名称 所在 概 要 

1 国選無民 伊予の茶堂の習俗 野村 

城川 

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化

財。旧街道沿いに宝形造一間四方の茅葺又は

瓦葺きの簡素な茶堂と呼ばれる建物がたつ。

安永年間には成立していたと思われ、旅人へ

の茶の接待、信仰や交流の場としても利用さ

れる。市内山間部を中心に 160 棟以上存在す

る 

2 市無民 実盛送り 城川 五穀豊穣、害虫退散を祈願する虫送りの行事 

3 未無民 寺組大師堂の接待 野村 8 月 21 日に惣川寺組で行われる年中行事と

しての接待 

4 市無民 岡成の花取り踊り 野村 

城川 

元和年間の火災を機に、再び災難が起こらな

いよう祈願し、三間成妙郷の花取り踊りを教

わったといい、1630 年代までに伝習したと推

定されている。かつて野村では高瀬、富野川

にあり、大久保、小屋にもあったという。現

在は 9 月の第 1 土曜日に集会所前グラウンド

で行われる 

5 市無民 下相の花とり踊り 城川 昔、悪病が流行し、おびただしい死者が出た

ため、悪病が再び発生しないようにお大師様

に願をかけ、毎年花とり踊りを踊ったことに

始まるといわれている。現在は 8 月第 3 日曜

日に奉納される 

6 市無民 成龍寺念仏踊り 野村 起源は判然としないが、文化文政期の記録が

あると言う。菅笠・浴衣に袴を付け、鉦や太

鼓に合わせて念仏を唱える 

7 市無民 川津南楽念仏 城川 川津南の念仏は高野楽で、一遍上人から伝習

されたとも言い伝えられる。戦前は龍澤寺楽、

遊子川の等妙寺楽などがあった。毎年 8 月 6

日に西方寺施餓鬼会に行われる。 

8 国選無民 

県無民 

窪野の八つ鹿踊り 城川 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化

財。三滝神社の春季大祭に奉納。 

9 県無民 土居の御田植行事 城川 7 月第 1 日曜日に三島神社御供田で行わるも

ので、田植えが終わった喜びを神に感謝し、

五穀豊穣・無病息災を祈る素朴でユーモラス

な田休み行事。三間から伝わり明治 15 年
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（1882）頃から始めたとされる。近年は休止

中 

10 国選無民 城川遊子谷の神仏講の習俗 城川 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化

財。上川地区に伝承されている神仏に関わる

多くの講を集合させ神仏講と改め、受け継い

でいる 

11 未無民 乙亥大相撲 野村 嘉永 5 年（1852）の大火災後、愛宕神社をま

つり、この年から 100 年間毎年旧暦 10 月乙

亥の日に三十三番結びの相撲を奉納して無火

災を祈願したのがはじまり。現在はアマチュ

ア代表選手と大相撲の若手力士との対戦で行

われる唯一の大会として知られる。 

12 未無民 鬼の金剛 野村 鬼の金剛と称する、谷間に大草履を吊り渡す

行事。 

13 市有形 龍澤寺 城川 末寺 56 ヶ寺に及ぶ曹洞宗總持寺派中本山の

寺院。元享 3 年（1323）、徳翁禅師が開山し、

龍天寺と号し、後現在の地に移し、龍澤寺と

なる。寛政 10 年（1798）火災で焼失、承和 3

年（1808）から 33 年の歳月をかけ再建され

た 

14 市有形 木造十一面観音立像及び脇

侍 

野村 本尊十一面観音（平安後期）と脇侍の毘沙門

天立像、不動明王立像（鎌倉）。このほか未指

定の神像、菩薩立像なども存在する。 

15 市有形 木造如意輪観音坐像 

 

城川 南北朝期と思われる如意輪観音像。このほか

十一面観音立像、不動明王立像、毘沙門天立

像、僧形坐像なども存在。 

16 市有形 大般若経 城川 鎌倉時代、南北朝後期～室町時代前期に書写

されたもの。鎌倉時代の写経は文治元年

（1189）のもので、南予に現存する最古の書

写年代の写経とされる。南北朝後期～室町時

代の写経は 570 帖とこの大般若経の中心をな

している。 
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県史・市町村誌・郷土誌・文化財冊子等 

書籍名 発行者名 発行年 

多田村誌 多田尋常高等小学校 明治 44 年（1911） 

中川村誌  明治 44 年（1911） 

笠置村誌  明治 44 年（1911） 

山田村誌  明治 44 年（1911） 

上宇和村誌  不詳 

田之筋村誌  明治 45 年（1912） 

下宇和村誌 下宇和村役場 明治 45 年（1912） 

狩江村管見 狩江小学校 昭和 7 年（1932） 

狩江郷土読本 狩江村役場 昭和 15 年（1940） 

土居村誌 土居村役場 昭和 15 年（1940） 

中筋村史 野村中央公民館 昭和 30 年（1956） 

野村郷土誌 野村町中央公民館 昭和 39 年（1964） 

渓筋郷土誌 渓筋郷土誌編集委員会 昭和 39 年（1964） 

貝吹村誌 貝吹村編纂委員会 昭和 39 年（1964） 

魚成一千年史（城川町希少本合冊集） 城川町教育委員会 昭和 39 年（1964） 

惣川誌 野村公民館惣川支館 昭和 40 年（1965） 

三瓶郷土史 三瓶町教育委員会 昭和 40 年（1965） 

横林村誌 野村公民館横林支館 昭和 42 年（1967） 

高川郷土誌 高川公民館 昭和 43 年（1968） 

大野ヶ原開拓史 大野ヶ原開拓農業協同組合 昭和 45 年（1970） 

大野ヶ原こぼれ話 大野ヶ原小学校 昭和 48 年（1973） 

明浜町史年表 明浜町教育委員会 昭和 50 年（1975） 

中筋郷土誌 中筋公民館 昭和 51 年（1976） 

宇和町誌 宇和町 昭和 51 年（1976） 

城川町誌 城川町 昭和 51 年（1976） 

土居郷土誌 土居郷土誌発行委員会 昭和 51 年（1976） 

鴫山物語 菊池武美 昭和 52 年（1977） 

明浜こぼれ話 明浜史談会 昭和 55 年（1980） 

野村町の文化財 野村町教育委員会 昭和 56 年（1981） 

愛媛県史 原始・古代Ⅰ 愛媛県 昭和 57 年（1982） 

明浜町の文化財 明浜町教育委員会 昭和 57 年（1982） 

愛媛県史 地誌Ⅰ（総論） 愛媛県 昭和 58 年（1983） 

愛媛県史 民俗上 愛媛県 昭和 58 年（1983） 
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三瓶町誌 三瓶町 昭和 58 年（1983） 

明浜町誌 明浜町 昭和 58 年（1983） 

明浜町の農業 明浜町産業課 昭和 58 年（1983） 

愛媛県史 古代Ⅱ・中世 愛媛県 昭和 59 年（1984） 

愛媛県史 民俗下 愛媛県 昭和 59 年（1984） 

愛媛県史 文学 愛媛県 昭和 59 年（1984） 

愛媛県史 学問・宗教 愛媛県 昭和 59 年（1984） 

愛媛県史 地誌（南予） 愛媛県 昭和 60 年（1985） 

愛媛県史 社会経済 2 農林水産 愛媛県 昭和 60 年（1985） 

城川町の文化財 城川町教育委員会 昭和 60 年（1985） 

愛媛県史 近世 上 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 近代 上 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 社会経済 1 農林水産 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 社会経済 3 商工 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 教育 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 芸術・文化財 愛媛県 昭和 61 年（1986） 

明浜町誌 明浜町 昭和 61 年（1986） 

愛媛県史 近世 下 愛媛県 昭和 62 年（1987） 

愛媛県史 社会経済 4 商工 愛媛県 昭和 62 年（1987） 

愛媛県史 社会経済 6 社会 愛媛県 昭和 62 年（1987） 

多田郷土史 多田公民館 昭和 62 年（1987） 

遊子川郷土史 遊子川公民館 昭和 62 年（1987） 

愛媛県史 近代 下 愛媛県 昭和 63 年（1988） 

愛媛県史 社会経済 5 社会 愛媛県 昭和 63 年（1988） 

愛媛県史 県政 愛媛県 昭和 63 年（1988） 

宇和の文化財 宇和町教育委員会 昭和 63 年（1988） 

愛媛県史 年表 愛媛県 平成元年（1989） 

愛媛県史 人物 愛媛県 平成元年（1989） 

愛媛の文化財 愛媛県教育委員会 平成 5 年（1993） 

三瓶の文化財 三瓶町教育委員会 平成 5 年（1993） 

三瓶町農業史 上巻 江戸時代編 三瓶町役場 平成 5 年（1993） 

三瓶町農業史 下巻 柑橘編 三瓶町役場 平成 7 年（1995） 

野村町誌 野村町 平成 9 年（1997） 

城川町誌（続編） 城川町 平成 11 年（1999） 

宇和町誌Ⅱ 宇和町 平成 13 年（2001） 
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三瓶町農業史 中巻 明治～平成編 三瓶町役場 平成 14 年（2002） 

続 三瓶町誌 三瓶町 平成 16 年（2004） 

明浜町誌 続編 明浜町 平成 16 年（2004） 

野村町のあゆみ 野村町 平成 16 年（2004） 

城川町誌（完結編） 城川町 平成 19 年（2007） 

西予市の文化財 西予市教育委員会 平成 20 年（2008） 

野村町誌（完結編） 野村町 平成 21 年（2009） 

清沢誌 宇和清沢寿会 平成 21 年（2009） 

惣川の文化財－お堂・石仏・祠編－ 惣川公民館 平成 23 年（2011） 

西予市誌 西予市 平成 27 年（2015） 

 

有形文化財（建造物） 

書籍名 発行者名 発行年 

伊予の民家 愛媛県教育委員会 昭和 46 年（1971） 

ふるさとの茶堂と石仏－城川の信仰－ 城川町文化財保護協会 昭和 54 年（1979） 

宇和町にある碑誌記伝 宇和町教育委員会 昭和 57 年（1982） 

愛媛の近代洋風建築 （財）愛媛県文化振興財

団 

昭和 58 年（1983） 

愛媛県の近世社寺建築 近世社寺建築緊急調査報告

書 

愛媛県教育委員会 平成 2 年（1990） 

愛媛県の句碑・道標 句碑等実態調査報告書 愛媛県教育委員会 平成 2 年（1990） 

県指定有形文化財 開明学校の歴史 宇和町教育委員会 平成 8 年（1996） 

石造文化財 野村町教育委員会 平成 11 年（1999） 

愛媛温故紀行 明治・大正・昭和の建造物 愛媛地域政策研究セン

ター 

平成 15 年（2003） 

愛媛県の近代和風建築－近代和風建築総合調査報告

書－ 

愛媛県教育委員会 平成 18 年（2006） 

長州大工が遺した社寺建築 伊予・愛媛における足跡 愛媛文化双書刊行会 平成 23 年（2011） 

愛媛県の近代化遺産－近代化えひめ歴史遺産総合調

査報告書－ 

愛媛県教育委員会 平成 25 年（2013） 

尾道市の石造物と石工 尾道市教育委員会 平成 26 年（2014） 

 

有形文化財（美術工芸品） 

書籍名 発行者名 発行年 

国宝歯長寺縁起概説 歯長寺保存会 昭和 11 年（1936） 
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郷土古文書調査報告書（全） 伊予史談会 昭和 53 年（1978） 

宇和町立図書館所蔵文書 1 新城亀甲家文書 宇和町立図書館 平成 3 年（1991） 

宇和町立図書館所蔵文書 2 宇和町立図書館 平成 5 年（1993） 

宇和町立図書館所蔵文書 3 古地図関係史料 宇和町立図書館 平成 7 年（1995） 

城川の古文書－遊子谷別宮家史料集－ 城川町教育委員会 平成 7 年（1995） 

宇和の仏像と石仏・石塔 宇和町教育委員会、宇和

郷土文化保存会 

平成 11 年（1999） 

東山田村庄屋梶原家文書所蔵目録 宇和町先哲記念館 平成 13 年（2001） 

東山田村庄屋梶原家文書／諸願口上書控 天保十五

辰年分 天保十六年巳年分 

 平成 13 年（2001） 

東山田村庄屋梶原家文書／三嶋宮棟札之義ニ付争論

関係 

宇和史談会古文書部会 平成 15 年（2003） 

東山田村庄屋梶原家文書／弘化五申年（嘉永元年）御

廻文控 

宇和史談会古文書部会 平成 17 年（2005） 

東山田村庄屋梶原家文書／嘉永四（1850）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 19 年（2007） 

東山田村庄屋梶原家文書／嘉永五（1852）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 19 年（2007） 

東山田村庄屋梶原家文書／嘉永六（1853）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 19 年（2007） 

旧魚成村役場文書目録 西予市城川文書館 平成 19 年（2007） 

東山田村庄屋梶原家文書／嘉永五（1851）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 20 年（2008） 

東山田村庄屋梶原家文書／嘉永七（1854）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 20 年（2008） 

旧 3 ヶ村役場文書目録（旧高川村・旧土居村・旧遊子

川村）附「日露戦争出征軍人手紙集」翻刻 

西予市城川文書館 平成 20 年（2008） 

東山田村庄屋梶原家文書／安政三（1856）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 22 年（2010） 

東山田村庄屋梶原家文書／安政四（1857）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 23 年（2011） 

東山田村庄屋梶原家文書／安政六未（1859）御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 25 年（2013） 

東山田村庄屋梶原家文書／安政六（1859）申歳御廻文

控 

宇和史談会古文書部会 平成 25 年（2013） 

東山田村庄屋梶原家文書／安政七（1860）申歳御廻文

控 

宇和史談会古文書部会 平成 26 年（2014） 

東山田村庄屋梶原家文書／萬延二酉歳分御廻文控 宇和史談会古文書部会 平成 27 年（2015） 

東山田村庄屋梶原家文書／文久二（1862）戌歳分御廻

文控 

宇和史談会古文書部会 平成 28 年（2016） 

東山田村庄屋梶原家文書／文久三（1863）亥歳分御廻

文控 

宇和史談会古文書部会 平成 29 年（2017） 

東山田村庄屋梶原家文書／慶応元 元治二丑歳分御 宇和史談会古文書部会 令和元年（2019） 
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廻文控（下）慶応二寅歳分御廻文扣 梶原姓 

東山田村庄屋梶原家文書／慶應二丙寅歳（1866 年）御

廻文控慶應四戊辰年分（1868年）（上）々梶原姓 

宇和史談会古文書部会 令和 2 年（2020） 

東山田村庄屋梶原家文書／慶應四戊辰年分（1868 年）

御廻控 （下）梶原姓 

宇和史談会古文書部会 令和 3 年（2021） 

東山田村庄屋梶原家文書／明治四未歳分(1871 年) 御

廻文扣 梶原姓 

宇和史談会古文書部会 令和 4 年（2022） 

 

民俗文化財 

書籍名 発行者名 発行年 

傳承 花取踊について 岡成公民館 昭和 32 年（1957） 

惣川の民俗－東宇和郡野村町 愛媛大学農学部付属農業

高等学校郷土研究部 

昭和 39 年（1964） 

宇和町民話集 宇和町教育委員会 昭和 46 年（1971） 

ふるさと年中行事調査報告書 愛媛県教育委員会 昭和 56 年（1981） 

愛媛県民謡保存調査報告書 愛媛県教育委員会 昭和 56 年（1981） 

ふるさとの祭と神々－城川の信仰－ 城川町教育委員会 昭和 57 年（1982） 

愛媛県の民俗芸能 無形民俗文化財調査報告書 愛媛県教育委員会 昭和 58 年（1983） 

城川遊子谷の神仏講の習俗調査報告書 城川町教育委員会 昭和 59 年（1984） 

俵津文楽沿革史 明浜町教育委員会 昭和 62 年（1987） 

惣川民俗誌 1（年中行事編） 惣川の民俗を知る会 平成元年（1989） 

茶堂の習俗Ⅰ（民俗資料選集 16） 財団法人国土地理協会 平成元年（1989） 

惣川民俗誌 2（生業編） 惣川の民俗を知る会 平成 2 年（1990） 

朝日文楽沿革史 朝日文楽保存会 平成 2 年（1990） 

惣川民俗誌 3（人の一生編） 惣川の民俗を知る会 平成 3 年（1991） 

長早の突き棒船について 浜田一美 平成 8 年（1996） 

宇和町の年中行事 宇和町教育委員会、宇和

郷土文化保存会 

平成 9 年（1997） 

愛媛県の民俗芸能－愛媛県民俗芸能緊急調査報告書

－ 

愛媛県教育委員会 平成 11 年（1999） 

宇和の亥の子歌 宇和町文化協会 平成 12 年（2000） 

岡成の花取り踊り 野村町指定無形文化財 野村町教育委員会 不詳 
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記念物 

書籍名 発行者名 発行年 

愛媛縣史蹟調査書 長山源雄 大正 9 年（1920） 

愛媛県史蹟名勝天然紀念物調査報告書 愛媛県社寺兵事課 昭和 13 年（1938） 

愛媛県史蹟名勝天然紀念物一覧 愛媛県教育委員会 昭和 25 年（1950） 

愛媛考古学 6 愛媛考古学会 昭和 39 年（1964） 

宇和町の古墳 宇和町教育委員会 昭和 48 年（1973） 

中津川洞第Ⅲ次発掘調査概報 城川町教育委員会 昭和 53 年（1978） 

城川の遺跡（愛媛県東宇和郡城川町遺跡分布調査

報告書） 

城川町教育委員会 昭和 54 年（1979） 

愛媛県中世城館跡－分布調査報告書－ 愛媛県教育委員会 昭和 62 年（1987） 

宇和町石城地区遺跡詳細分布調査報告書 宇和町教育委員会 平成 2 年（1990） 

県営圃場整備事業（宇和地区）埋蔵文化財調査報告

書 

宇和町教育委員会 平成 2 年（1990） 

愛媛県内古墳分布調査報告書 愛媛県教育委員会 平成 3 年（1991） 

ふるさとの森－愛媛の社寺林 愛媛の森林基金 平成 4 年（1992） 

上井遺跡 宇和町教育委員会 平成 4 年（1992） 

宇和島街道 「歴史の道」調査 愛媛県教育委員会 平成 9 年（1997） 

上井遺跡 愛媛県埋蔵文化財センター 平成 11 年（1999） 

住吉神社跡 愛媛県埋蔵文化財センター 平成 11 年（1999） 

岩木赤坂遺跡 宇和町教育委員会、愛媛大

学考古学研究室 

平成 11 年（1999） 

愛媛県埋蔵文化財包蔵地分布図 愛媛県教育委員会 平成 12 年（2000） 

城川町の地質と化石－城川町とその周辺 城川町地質館 平成 12 年（2000） 

伊予の遍路道 愛媛県 平成 14 年（2002） 

愛媛県の地質鉱物－天然記念物緊急調査（地質鉱

物）報告書－ 

愛媛県教育委員会 平成 15 年（2003） 

常定寺遺跡、音地遺跡、伊崎遺跡 愛媛県埋蔵文化財センター 平成 15 年（2003） 

永長遺跡（小田橋地区） 宇和町教育委員会 平成 15 年（2003） 

松渓経塚第二次発掘調査報告書 野村町教育委員会 平成 16 年（2004） 

穴神洞・中津川遺跡発掘調査日誌抄 城川町教育委員会 平成 16 年（2004） 

西南四国－九州間の交流に関する考古学的研究 下條信行（研究代表） 平成 16 年（2004） 

瀬戸内海西部閉鎖海域における海民文化形成史の

考古学的研究Ⅰ 

愛媛大学考古学研究室 平成 17 年（2005） 

下川遺跡 愛媛県埋蔵文化財センター 平成 18 年（2006） 
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坪栗遺跡（概報） 西予市教育委員会 平成 20 年（2008） 

永長遺跡（鶴刺地区） 西予市教育委員会 平成 20 年（2008） 

坪栗遺跡（2 次）、国木遺跡、道面・大神田遺跡 西予市教育委員会 平成 21 年（2009） 

西予市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅰ 西予市教育委員会 平成 22 年（2010） 

宇和盆地の古代文化研究Ⅰ－西ノ前遺跡・福吉窯

跡発掘調査報告－ 

西予市教育委員会、愛媛大

学考古学研究室 

平成 21 年（2009） 

梼原街道 愛媛県教育委員会 平成 23 年（2011） 

八幡浜街道 愛媛県教育委員会 平成 24 年（2012） 

西予市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅱ 西予市教育委員会 平成 24 年（2012） 

西予市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅲ 西予市教育委員会 平成 27 年（2015） 

笠置峠古墳 西予市教育委員会、愛媛大

学考古学研究室 

平成 29 年（2017） 

えひめ、昭和の記憶 ふるさとのくらしと産業 13

－西予市①－ 

愛媛県 平成 30 年（2018） 

西予市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅳ 西予市教育委員会 平成 30 年（2018） 

えひめ、昭和の記憶 ふるさとのくらしと産業 14

－西予市②－ 

愛媛県 平成 31 年（2019） 

四国八十八箇所霊場詳細調査報告書 第43番札所

明石寺 

愛媛県教育委員会 平成 31 年（2019） 

西予市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅴ 西予市教育委員会 令和 2 年（2020） 

 

伝統的建造物群 

書籍名 発行者名 発行年 

宇和町卯之町伝統的建造物群保存対策調査報告書 宇和町 平成 10 年（1998） 

 

文化的景観 

書籍名 発行者名 発行年 

農林水産業に関連する文化的景観の保護に関する

調査研究報告書 

文化庁文化財部記念物課 平成 17 年（2005） 

西予市文化的景観調査成果報告書 西予市教育委員会 平成 30 年（2018） 

西予市明浜町高山景観調査報告書 高山地区よいとこな会 令和 4 年（2022） 
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名　　称 備　　考

1936 （S11） 国指定 有形文化財 美術工芸品（書跡） 歯長寺縁起 宇和・歯長寺

1948 （S23） 県指定 記念物 史跡 高野長英の隠れ家 宇和町

1949 （S24） 県指定 記念物 史跡 泉貨居士の墓 野村・安楽寺内

1951 （S26） 県指定 記念物 天然記念物 大イチョウ 城川・三滝神社

1953 （S28） 県指定 記念物 天然記念物 ゴトランド紀石灰岩 城川・嘉喜尾

1953 （S28） 県指定 記念物 天然記念物 田穂の石灰岩 城川・田穂

1955 （S30） 県指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 金幣 宇和・三島神社

1957 （S32） 県指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来坐像 宇和・極楽寺

1959 （S34） 県指定 民俗文化財 有形民俗文化財
朝日文楽人形頭・衣裳道具
一式

三瓶・1977（S52）県指定替

1959 （S34） 県指定 民俗文化財 有形民俗文化財
俵津文楽人形頭・衣裳道具
一式

明浜・1977（S52）県指定替

1961 （S36） 県指定 記念物 天然記念物 小屋の羅漢穴 野村・小松

1964 （S39） 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 朝日文楽 1977（S52）県指定替

1964 （S39） 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 俵津文楽 1977（S52）県指定替

1965 （S40） 県指定 有形文化財 美術工芸品（絵画） 絹本著色虎関師錬像 宇和・常定寺

1965 （S40） 県指定 有形文化財 美術工芸品（絵画） 絹本著色回塘和尚像 宇和・常定寺

1965 （S40） 県指定 有形文化財 美術工芸品（絵画） 絹本著色熊野曼荼羅図 宇和・明石寺

1968 （S43） 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 窪野の八つ鹿踊り
城川・1974（S49）国選択
1977（S52）県指定替

1968 （S43） 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 遊子谷の七鹿踊り 城川・1977（S52）県指定替

1968 （S43） 県指定 記念物 史跡／名勝 三滝城跡 城川・窪野

1971 （S46） 県指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 顕手院文書 城川・顕手院

1974 （S49） 国選択 窪野の八つ鹿踊り 城川・窪野（三滝神社）

1976 （S51） 県指定 記念物 史跡 穴神洞遺跡 城川・三柱神社

1977 （S52） 県指定 記念物 天然記念物 客人神社のアコウ 明浜・客人神社

1977 （S52） 県指定 記念物 天然記念物 うどがまのアコウ群 明浜・2006（H18）指定解除

1978 （S53） 国選択 伊予の茶堂の習俗 愛媛県

1980 （S55） 国選択 泉貨紙 野村・小滝

1981 （S56） 国選択 城川遊子谷の神仏講の習俗 城川・遊子谷

1985 （S60） 県指定 有形文化財 建造物 旧開明学校校舎 宇和・1997（H9）国指定

2000 （H12） 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 土居の御田植行事 城川・土居

2007 （H19） 国登録 有形文化財 建造物 明石寺本堂ほか 宇和・明石寺・9件

2009 （H21） 国選定 重要伝統的建造物群保存地区
西予市宇和町卯之町伝統的
建造物群保存地区

宇和・卯之町

2009 （H21） 県指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 鴫山菊池家文書 三瓶・鴫山

2011 （H23） 県指定 記念物 史跡 中津川洞穴遺跡 城川・恵美須神社

2011 （H23） 国登録 有形文化財 土木構造物 三瓶隧道 宇和・郷内

2014 （H26） 国 ふるさと文化財の森 明石寺ヒノキ林 宇和・明石寺

2017 （H29） 国指定 記念物 史跡 八幡浜街道笠置峠越 宇和・岩木（～八幡浜市）

2019 （H31） 国選定 重要文化的景観
宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

明浜・狩浜

2020 （R2） 国指定 記念物 史跡
伊予遍路道（明石寺境内、大
寶寺道）

宇和・明石寺、卯之町

※指定年のSは昭和、Hは平成、Rは令和。

指定年 種　　別

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗
文化財

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗
文化財

記録作成等の措置を講ずべき無形の文化
財

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗
文化財

61
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名　　称 備　　考

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（典籍） 大般若経 宇和・神久寺

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 中広銅矛 宇和・祇園神社

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 平形銅剣 宇和・観寂寺

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 金環 宇和

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 土器 宇和

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 弥生土器 宇和・清沢

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 石斧 宇和・弥生

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 高坏 宇和・須恵器

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 台付椀 宇和・須恵器

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） はそう 宇和・須恵器

1955 （S30） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 短頸壷 宇和・須恵器

1955 （S30） 市指定 記念物 史跡 二宮敬作住居跡 宇和・卯之町

1955 （S30） 市指定 記念物 史跡 小森古墳 宇和・山田

1960 （S38） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造如意輪観音坐像 城川・長善寺

1960 （S38） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来坐像 三瓶・地福寺

1960 （S38） 市指定 有形文化財 美術工芸品（典籍） 大般若経 城川・長善寺

1960 （S38） 市指定 有形文化財 美術工芸品（典籍） 大般若経 三瓶・地福寺

1960 （S38） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 川津南楽念仏 城川・西方寺

1960 （S38） 市指定 記念物 史跡 龍澤寺 城川・指定時は名勝

1960 （S38） 市指定 記念物 天然記念物 ビャクシン（柏木） 城川・宝泉寺

1960 （S38） 市指定 記念物 天然記念物 イブキビャクシン 三瓶・三島神社

1961 （S39） 市指定 有形文化財 石造美術 高橋玄藩五輪塔 野村・予子林松尾

1961 （S39） 市指定 記念物 天然記念物
とげなしバラ（テリハノイバ
ラ）

野村・永照寺

1961 （S39） 市指定 記念物 天然記念物 客神社社叢 野村・客神社

1961 （S39） 市指定 記念物 天然記念物 大白樫 野村・港の森三島神社

1962 （S40） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造薬師如来坐像 宇和・福楽寺

1962 （S40） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来坐像 宇和・妙法寺

1962 （S40） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 環頭柄頭 宇和・大江

1962 （S40） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 花取り踊り 野村・岡成

1962 （S40） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 小踊り 野村・小松

1968 （S43） 市指定 有形文化財 建造物 藩政時代の庄屋本宅 野村・惣川

1968 （S43） 市指定 有形文化財 建造物 船渡の森三島神社本殿 野村・惣川三島

1968 （S43） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻）
木造十一面観音立像及び
脇侍

野村・西明寺

1968 （S43） 市指定 記念物 天然記念物 国造神社社叢 三瓶・朝立

1969 （S44） 市指定 有形文化財 建造物 妙見寺本堂 城川・窪野

1969 （S44） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 （伊予の里神楽道具一式） 野村・西

1969 （S44） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 伊予の里神楽 野村・西

1969 （S44） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 花とり踊り 城川・下相

1969 （S44） 市指定 記念物 天然記念物 這いアスナロ 野村・天満神社

1970 （S45） 市指定 有形文化財 石造美術 お姫様の塚 三瓶・鴫山

1972 （S47） 市指定 無形文化財 工芸技術
泉貨紙製造技術伝承者
菊地孝

野村・高瀬

1972 （S47） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 御神像 野村・三島神社

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・片川

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・次の川

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・鳥鹿野及び旭

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・高瀬

指定年 種　　別
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1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 五ツ鹿踊り 野村・富野川

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 六ツ鹿踊り 野村・西

1972 （S47） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 八ツ鹿踊り 野村・惣川

1972 （S47） 市指定 記念物 史跡 白岩城跡 城川・遊子谷

1972 （S47） 市指定 記念物 史跡 甲ヶ森城跡 城川・土居

1972 （S47） 市指定 記念物 史跡 黄幡城跡 城川・高野子

1972 （S47） 市指定 記念物 史跡 龍ヶ森城 城川・魚成

1972 （S47） 市指定 記念物 天然記念物 穴神鍾乳洞 城川・川津南

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 大塚源十郎五輪塔 野村・中村

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 一字一石塔 野村・坂石

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 岩本将監の墓 野村・栗木

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 松渓経塚 野村・松渓

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 五輪塔群 野村・前石

1973 （S48） 市指定 有形文化財 石造美術 五輪塔群 野村・西

1973 （S48） 市指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 須崎神社棟札 三瓶・長早

1973 （S48） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 鬨の太鼓 野村・前石

1973 （S48） 市指定 記念物 史跡 白木ヶ城跡 野村・平野

1973 （S48） 市指定 記念物 史跡 御番所跡 野村・高瀬

1973 （S48） 市指定 記念物 史跡 御番所跡 野村・白髭

1973 （S48） 市指定 記念物 史跡 龍ヶ森城 野村・阿下前石

1973 （S48） 市指定 記念物 天然記念物 宝泉坊オオカシ群 城川・高野子

1974 （S49） 市指定 有形文化財 石造美術 河童の狛犬 明浜・若宮神社

1974 （S49） 市指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 寛文の金幣 明浜・賀茂神社

1974 （S49） 市指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 藍文丸鉢 明浜・高山

1974 （S49） 市指定 有形文化財 美術工芸品（典籍） 大般若経 明浜・金剛寺

1974 （S49） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 木彫の立体地図 明浜・俵津

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 木彫りの獅子頭 明浜・狩浜

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 天狗面 明浜・狩浜

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 碆ノ手の鯨塚 明浜・高山

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 楠の浦の鯨塚 明浜・渡江

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 子持岩の鯨塚 明浜・宮野浦

1974 （S49） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 大窪新四国八十八ヶ所 野村・大窪

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 上城跡 野村・松渓

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 鎌田ヶ城跡 野村・鳥鹿野

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡
大審院長児島惟謙苦学之
地

野村・本町2

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 樫木駄場古墳 宇和・坂戸

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 松ノ本古墳 宇和・田苗真土

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 妙法寺裏山古墳 宇和・田苗真土

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 河内奥ナルタキ1号墳 宇和・岩木

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 東大谷古墳 宇和・岩木

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 粟尻1号墳 宇和・岩木

1974 （S49） 市指定 記念物 史跡 谷ヶ内古墳 宇和・小野田

1974 （S49） 市指定 記念物 天然記念物 ナギ 三瓶・蔵貫

1974 （S49） 市指定 記念物 天然記念物 岩井のアコウ樹 明浜・宮野浦

1975 （S50） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 鹿面 城川・八幡神社

1975 （S50） 市指定 記念物 天然記念物 黒瀬川鍾乳洞 城川・下相

1976 （S51） 市指定 有形文化財 石造美術 五輪塔群 野村・惣財久

1976 （S51） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 阿弥陀如来坐像 野村・寂光庵

1976 （S5１） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 中広銅矛 野村・四郎谷
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1976 （S5１） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 須恵器と凹石 三瓶・朝立

1976 （S51） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 子供ねり相撲甚句 野村・惣川西

1976 （S51） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 野村四国八十八ヶ所 野村・山本

1976 （S51） 市指定 記念物 史跡 泉貨居士の墓 野村・

1977 （S52） 市指定 有形文化財 美術工芸品（書跡） 乃木将軍揮毫の軸 野村・高瀬

1977 （S52） 市指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 天保時代の卯之町全景図 宇和・卯之町

1978 （S53） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 和鏡 城川・鳴滝神社

1978 （S53） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 打掛 城川・嘉喜尾

1980 （S55） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造恵比寿坐像 野村・権現

1980 （S55） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造大黒天坐像 野村・山本

1980 （S55） 市指定 記念物 天然記念物 リュウキュウマメガキ（黒柿） 城川・魚成

1980 （S55） 市指定 記念物 天然記念物 ツバキ（椿） 城川・高野子

1981 （S56） 市指定 記念物 名勝⇒史跡？ 前嶽溝 野村・上野

1981 （S56） 市指定 記念物 名勝 桂川渓谷 野村・野村

1981 （S56） 市指定 記念物 名勝 樽滝 野村・旭

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 ハシロリの五輪塔群 明浜・狩浜

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 広福寺の宝篋印塔 明浜・廣福寺

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 青石経塚 明浜・俵津

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 享保の供養地蔵 明浜・地蔵院

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 天満神社狛犬 明浜・天満神社

1982 （S57） 市指定 有形文化財 石造美術 紀貫之の墓 城川・報恩寺

1982 （S57） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 金銅釈迦如来立像 明浜・廣福寺

1982 （S57） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来立像 明浜・清涼庵

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 五つ鹿の古面 明浜・狩浜

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 天秤針口 明浜・宮野浦

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 発句献額 明浜・天満神社

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 実盛送り 城川・田穂、魚成

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 浦安の舞 城川・遊子谷

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 春日神社お船練り 明浜・狩浜

1982 （S57） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 賀茂神社宵宮潮垢離 明浜・高山

1982 （S57） 市指定 記念物 史跡 宇都宮正綱廟 明浜・若宮神社

1982 （S57） 市指定 記念物 史跡 大崎狼煙場 明浜・田之浜

1982 （S57） 市指定 記念物 天然記念物
大山神社のモガシ・ムクノ
キ

明浜・俵津

1982 （S57） 市指定 記念物 天然記念物 春日神社社叢 明浜・狩浜

1983 （S58） 市指定 有形文化財 建造物 大洲藩鳥坂口留番所跡 宇和・久保

1983 （S58） 市指定 有形文化財 建造物 大師堂 宇和・明間

1983 （S58） 市指定 有形文化財 美術工芸品（絵画） 十二天画幅 宇和・福楽寺

1983 （S58） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造毘沙門天立像 宇和

1983 （S58） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造薬師如来坐像 宇和・山田薬師

1983 （S58） 市指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 鰐口 宇和・大師堂

1983 （S58） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 坂戸五ツ鹿踊り 宇和・坂戸

1983 （S58） 市指定 記念物 天然記念物 イヌマキ 宇和・常定寺

1983 （S58） 市指定 記念物 天然記念物 タブノキ 宇和・春日神社

1984 （S59） 市指定 有形文化財 建造物 申義堂 宇和・卯之町

1984 （S59） 市指定 有形文化財 石造美術 威徳院源界法印の墓 明浜・狩浜

1984 （S59） 市指定 有形文化財 石造美術 大浦の五輪塔群 明浜・俵津

1984 （S59） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻）
木造阿弥陀如来立像およ
び脇仏

明浜・高山
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1984 （S59） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 縄文の釣針 明浜・高山

1984 （S59） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 縄文の石斧 明浜・狩浜

1984 （S59） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 弥生の石斧 明浜・高山

1984 （S59） 市指定 記念物 史跡 渡江の主谷池 明浜・渡江

1984 （S59） 市指定 記念物 天然記念物
金剛寺の夫婦イチョウ（銀
杏）

明浜・金剛寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 善福寺本堂（山田薬師） 宇和・西山田

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 鳥居門 宇和・卯之町

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 御成門 宇和・卯之町

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 旧宇和町小学校第1校舎 宇和・卯之町

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 旧宇和町小学校第2校舎 宇和・卯之町

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 旧宇和町小学校講堂 宇和・卯之町

1987 （S62） 市指定 有形文化財 建造物 西林寺阿弥陀堂内厨子 宇和・西林寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 賀茂神社常夜燈 明浜・高山

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 馬頭観音像 明浜・俵津

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 回国供養地蔵塔 明浜・俵津

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 春日神社鳥居 明浜・狩浜

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 広福寺開山塔 明浜・狩浜

1987 （S62） 市指定 有形文化財 石造美術 広福寺一石五輪塔 明浜・狩浜

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来坐像 宇和・西林寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 木造阿弥陀如来立像 宇和・大安楽寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（彫刻） 西林寺阿弥陀堂内光背 宇和・西林寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 熊野本地懸仏 宇和・瀬戸

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（工芸品） 須弥壇、台座 宇和・山田薬師

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 陣旗 宇和・大安楽寺

1987 （S62） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 若宮神社棟札 明浜・高山

1987 （S62） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 春日神社絵馬 明浜・狩浜

1987 （S62） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 渡江の盆踊り 明浜・渡江

1987 （S62） 市指定 記念物 天然記念物 客人神社社叢 明浜・宮野浦

1988 （S63） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 牓示石 宇和・信里

1989 （H1） 市指定 有形文化財 建造物 林庭院 城川・窪野

1989 （H1） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 魚成新四国 城川・魚成

1989 （H1） 市指定 記念物 天然記念物 カツラギ（桂木） 城川・野井川

1991 （H3） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 石斧 三瓶・蔵貫

1992 （H4） 市指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 極山境界絵図及び裁定書 三瓶

1992 （H4） 市指定 記念物 天然記念物 ニューサマーオレンジ 三瓶・垣生

1993 （H5） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 阿下歌舞伎衣装 野村・阿下

1993 （H5） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 成龍寺念仏踊り 野村・成龍寺

1994 （H6） 市指定 有形文化財 美術工芸品（考古資料） 蕨手刀 宇和・明石

1994 （H6） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 開明学校扁額 宇和・開明学校

1994 （H6） 市指定 有形文化財 美術工芸品（歴史資料） 申義堂記 宇和・申義堂

1994 （H6） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 お伊勢踊 三瓶・二及

1995 （H7） 市指定 記念物 天然記念物 オオスギ（大杉） 野村・松渓

1998 （H10） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 揚神楽 三瓶・朝立

1998 （H10） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 八幡神楽 三瓶・垣生

2000 （H12） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 百人一首絵馬 野村・八坂神社

2000 （H12） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財
周木地区盆踊り　きそん
節・高松踊

三瓶・周木

2000 （H12） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財
皆江地区盆踊り　歌舞伎く
ずし

三瓶・皆江

65



巻末資料8
指定の履歴（市）

名　　称 備　　考指定年 種　　別

2001 （H13） 市指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 棟札 城川・窪野

2001 （H13） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 絵馬 野村・三島神社

2002 （H14） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 渡江の竹綱 明浜・渡江

2003 （H15） 市指定 有形文化財 建造物 龍澤寺 城川

2003 （H15） 市指定 有形文化財 建造物 末光家住宅 宇和・卯之町

2004 （H16） 市指定 有形文化財 美術工芸品（書跡） 「朝立十二勝」屏風 三瓶・朝立

2004 （H16） 市指定 有形文化財 美術工芸品（古文書） 旧三瓶村鳥瞰図
三瓶・ふるさと資料展示
室

2004 （H16） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 朝立地区の秋祭 三瓶・朝立

2004 （H16） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 蔵貫三島神社の秋祭 三瓶・蔵貫

2005 （H17） 市指定 有形文化財 建造物 善福寺山門（山田薬師） 宇和・山田薬師

2005 （H17） 市指定 有形文化財 建造物 善福寺厨子（山田薬師） 宇和・山田薬師

2006 （H18） 市指定 記念物 天然記念物 トゥファ 城川・古市

2010 （H22） 市指定 有形文化財 建造物 松の窪堂 野村・平野

2013 （H25） 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 鹿頭 宇和

2013 （H25） 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 小原の五つ鹿踊り 宇和

※指定年のSは昭和、Hは平成。
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

近代和風建築 調査（県教委）

河内奥ナルタキ1号墳 発掘調査（学術）

西ノ前遺跡 地中レーダー探査

川後岩茶堂（城川町窪野） 修理

沖の堂茶堂（城川町田穂） 修理

西南四国の歴史と古代ロマン
の里構想の今

シンポジウム

『古代ロマンの整備活用基本
計画書』

刊行

近代和風建築（河野家住宅ほ
か）

調査（県教委）

河内奥ナルタキ1号墳 発掘調査（学術）

西ノ前遺跡 発掘調査（学術）

しだれ桜 市解除

山田薬師山門 市指定

山田薬師厨子 市指定

トゥファ 市指定

呉野々茶堂
小屋組改修、
屋根葺き替え

河内奥ナルタキ1号墳 発掘調査（学術）

福吉窯跡 踏査

坪栗遺跡1次 発掘調査（緊急）

小森古墳 地中レーダー探査

うどがまのアコウ群 県解除

神楽道具 市解除

朝立地区秋祭り道具一式 市解除

蔵貫三島神社の秋祭り道具
一式

市解除

下旭茶堂（野村町旭下組） 修理

市内遺跡 詳細分布調査

福吉窯跡 発掘調査（学術）

岩木観音嶽洞穴遺跡 発掘調査（学術）

坪栗遺跡2次 発掘調査（緊急）

国木遺跡 発掘調査（緊急）

道面・大神田遺跡 発掘調査（緊急）

永長遺跡鶴刺地区 発掘調査（緊急）

明石寺鐘楼堂 国登録

明石寺大師堂 国登録

明石寺本堂 国登録

明石寺仁王門 国登録

明石寺地蔵堂 国登録

明石寺石段及び石垣 国登録

明石寺客殿 国登録

明石寺石垣及び塀 国登録

明石寺手水舎 国登録

石灰窯（大早津） 改変

明石寺鐘楼堂 修理

ナガサコ茶堂（野村町富野
川）

移転・修理

川向茶堂（城川町魚成） 修理

『西予市の文化財』 刊行

『旧魚成村役場文書目録』 刊行

年度

※保護法改正（文化的景観保護制度の創設、民俗文化財の保護範囲の拡大、文化財登録制度の拡充）

2005 H17

H162004

2006 H18

H192007
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

年度

『旧3ヶ村役場文書目録（旧高
川村・旧土居村・旧遊子川
村）附「日露戦争出征軍人手
紙集」翻刻』

刊行

市内遺跡 詳細分布調査

東大谷古墳 発掘調査（学術）

鴫山菊池家文書 県指定

つづら茶堂（城川町土居） 修理

下里茶堂（城川町窪野）
小屋組改修、
屋根葺き替え

伏越茶堂（城川町古市）
小屋組改修、
屋根葺き替え

龍徳お堂（野村町惣川） 修理

知野茶堂（野村町惣川）
小屋組改修、
屋根葺き替え

協和お堂（野村町惣川） 移転、修理

金集茶堂（野村町高瀬） 修理

笠置峠古墳 史跡整備

新規職員（考古学専攻） 採用

『坪栗遺跡（概報）』 刊行

『永長遺跡（鶴刺地区）』 刊行

『宇和盆地の古代文化研究
Ⅰ』

刊行

市内遺跡 詳細分布調査

東大谷古墳 発掘調査（学術）

タカシロ岩岩陰遺跡 確認調査（学術）

西予市宇和町卯之町伝統的
建造物群保存地区

国選定

松の窪堂 市指定

刀匠　大内　勇 市解除

鳥居門 修理

御成門 修理

西下茶堂（野村町惣川） 屋根葺き替え

沖成茶堂（野村町平野）

河内茶堂（城川町窪野）

安家谷茶堂（城川町下相）

考古学からみた古代の宇和
盆地

シンポジウム

『西予市内遺跡詳細分布調
査報告書Ⅰ』

刊行

『考古学からみた古代の宇和
盆地』

刊行

市内遺跡（中津川洞穴遺跡ほ
か）

詳細分布調査

東大谷古墳 発掘調査（学術）

中津川洞穴遺跡 県指定

前石の五輪塔 移設

大師堂 修理

本村茶堂（城川町高川） 移転、修理

今田茶堂（城川町魚成） 修理

笠置峠古墳葺石体験事業 活用事業

『宇和盆地の古墳文化研究
Ⅰ』

刊行

市内遺跡 詳細分布調査

八幡浜街道
歴史の道調査（県教
委）

2010

H232011

H202008

H212009

H22
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

年度

近代化遺産
近代化遺産調査（県
教委）

三瓶隧道 国登録

本村茶堂（野村町蔵良） 移転、修理

大領地茶堂（野村町横林） 屋根葺き替え

蔭之地茶堂（城川町魚成）
小屋組改修、
屋根葺き替え

三滝城跡 災害復旧

田穂の石灰岩
保護柵修繕、
塗装

狩浜五つ鹿古面 修理

山田薬師本堂 屋根修理

石庖丁づくり実験 埋文活用事業

笠置峠古墳葺石体験事業 活用事業

『西予市内遺跡詳細分布調
査報告書Ⅱ』

刊行

『石庖丁づくり実験～その成
果と課題～』

刊行

市内遺跡 詳細分布調査

近代化遺産
近代化遺産調査（県
教委）

碆の手の鯨塚
毀損（落石）、
移設

タブノキ（客人神社社叢） 倒折

鳥居門 修理

古市茶堂（城川町魚成） 屋根葺き替え

石庖丁づくり実験 埋文活用事業

笠置峠古墳葺石体験事業 活用事業

『石庖丁づくり実験～その成
果と課題2～』

刊行

市内遺跡 詳細分布調査

名勝
名勝候補地選定調査
（県教委）

鹿頭 市指定

小原の五つ鹿踊り 市指定

明石寺ヒノキ林 設定

鎌田ヶ城跡 無断掘削

高野長英の隠れ家 応急修理

鳥居門 修理

御成門 修理

松の窪堂（地蔵堂） 修理

横山茶堂（野村町予子林） 修理

程野茶堂（城川町川津南）
屋根塗装、修
理

鎌田茶堂（野村町貝吹）
小屋組改修、
屋根葺き替え

笠置峠古墳葺石体験事業 活用事業

旧開明学校校舎 調査

市指定彫刻 調査

市内遺跡 詳細分布調査

名勝
名勝候補地選定調査
（県教委）

大白樫 落枝

大山神社のモガシ 倒折

五輪田茶堂（城川町遊子川） 修理

『西予市内遺跡詳細分布調
査報告書Ⅲ』

刊行

H242012

H252013

H262014

H232011
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

年度

市指定彫刻 調査

市内遺跡（八幡浜街道、大寶
寺道ほか）

詳細分布調査

明石寺境内
札所寺院調査（県教
委）

名勝
名勝候補地選定調査
（県教委）

市指定天然記念物（樹木） 調査（衰退度）

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

調査

宝泉坊大樫群 落枝

大白樫 落枝

知野茶堂（野村町惣川） 修理

下遊子茶堂（城川町遊子川） 修理

歴史文化講演会 講演会

朝立会館 竣工、落成

西予市茶堂保存事業費補助
金交付要綱

要綱改正

文化財保護審議会 委員数削減

西山田養蚕実行組合稚蚕共
同飼育場兼西山田公会堂

実測調査（工学院大）

市指定彫刻 調査

石灰窯群 調査

文楽衣裳 調査

市内遺跡（八幡浜街道、大寶
寺道ほか）

詳細分布調査

ムカイ山古墳 測量調査

明石寺境内
札所寺院調査（県教
委）

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

調査

竜王洞、穴神鍾乳洞、トゥファ 調査

文化審議会（文化的景観部
門）

現地視察

旧宇和町小学校（米博物館） 現状変更 リノベーション

羅漢穴
落書き→き損
届

清掃活動

国造神社樹叢 現状変更

下野茶堂（野村町阿下） 修理

池野々茶堂 修理

『笠置峠古墳』 報告書刊行

『西予市内遺跡詳細分布調
査報告書Ⅳ』

刊行

歴史文化講演会 講演会

市指定建造物 調査

茶堂 実測調査

市内遺跡（小森古墳、岩井の
石灰窯ほか）

詳細分布調査

明石寺境内
札所寺院調査（県教
委）

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

調査

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

保存活用計画策定

西予市のくらしと産業
ふるさと愛媛学調査
（県教委）

八幡浜街道笠置峠越 国指定

2017 H29

H282016

2015 H27
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

年度

大白樫 落枝

本村茶堂（城川町高野子） 修理

旧宇和町小学校（米博物館） 指定管理

歴史文化講演会 講演会

西南四国（宇和）における古
期前方後円墳の葬送儀礼（飲
食儀礼）の復元

シンポ、展示

笠置峠古墳 葬送儀礼復元

『西予市文化的景観調査成
果報告書』

刊行

『西南四国（宇和）における古
期前方後円墳の葬送儀礼（飲
食儀礼）の復元』

刊行

市内遺跡（小森古墳ほか） 詳細分布調査

西予市のくらしと産業
ふるさと愛媛学調査
（県教委）

茶堂 視察

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

国選定

明石寺客殿 雨漏り

八幡浜街道笠置峠越 洗掘

三滝城跡 斜面崩壊

白木ヶ城跡 斜面崩壊

松葉城登山道 斜面崩壊

宇和島街道歯長峠越
斜面崩壊、洗
掘、橋流失

行政文書（野村支所、旧大和
田小ほか）

水損→復旧作
業

甲ヶ森城跡 無許可掘削

大洲藩鳥坂口留番所跡 防蟻処理

宮成茶堂（城川町男河内） 修理

木造阿弥陀如来坐像（極楽
寺）

修理

指定文化財補助金、委託料
等

見直し

歴史文化講演会 講演会

『西予市明浜町狩浜の文化的
景観　宇和海狩浜の段畑と農
漁村景観保存計画』

刊行

『笠置峠古墳のはなし　西南
四国における古期前方後円
墳の葬送儀礼の復元』

刊行

市内遺跡（小森古墳、宇和島
街道ほか）

詳細分布調査

明浜歴史民俗資料館 収蔵庫整理

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

整備計画策定

伊予遍路道(明石寺境内、大
寶寺道)

国追加
指定

旧宇和町小学校第二校舎 現状変更

金剛寺イチョウ 枝打ち

宝泉坊大樫群 枝打ち

阿下茶堂（野村町阿下） 修理

宝泉茶堂（城川町重谷） 修理

H302018

2017 H29

H312019 ※文化財保護法改正（文化財の保存・活用のための計画制度の創設、多様な担い手の参画に向けた体制整
備、文化財保護行政の首頂部局への移管可能）
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巻末資料9
西予市の文化財行政の取組

名　　称 調査・整理等 指定等
毀損・現状変

更等
保存修理等

普及啓発・刊
行物ほか

年度

安尾茶堂（城川町川津南） さし茅
茅葺き講座、
茅刈り（香川
大）

木造阿弥陀如来坐像（極楽
寺）

修理

狩浜五つ鹿古面 修理

宇和海狩浜の段畑と農漁村
景観

シンポジウム

歴史文化講演会 講演会

四国・愛媛の災害史と文化財
レスキュー

特別展（県歴
博）

『西予市内遺跡詳細分布調
査報告書Ⅴ』

刊行

『重要文化的景観宇和海狩
浜の段畑と農漁村景観整備
計画』

刊行

市内遺跡（小森古墳ほか） 詳細分布調査

『西予市文化財保存活用計
画』

作成（1年目）

『愛媛県文化財保存活用大
綱』

策定 刊行（県教委）

山田薬師山門 危険木撤去

林庭院 屋根葺き替え

片平茶堂（城川町窪野） 屋根葺き替え
茅葺き講座、
茅刈り（香川
大）

阿下茶堂（野村町阿下） 修理
宝泉茶堂（城川町重谷） 修理

供養の松茶堂（城川町重谷）
修理（躯体補
強）

木造阿弥陀如来坐像（地福
寺）

修理

龍澤寺（方丈） 修理

文化的景観整備（春日神社） 修理

文化的景観整備（大高家） 修理

明石寺と四国遍路
特別展（県歴
博）

旧宇和町小学校第二校舎
センター設置
（愛媛大）

『西予市文化財保存活用計
画』

作成（2年目）

市内遺跡（小森古墳ほか） 詳細分布調査

愛媛の祭り・年中行事 調査（県教委）

笠置峠古墳 県指定

歯長寺縁起
所在の場所変
更

小屋町茶堂（城川町窪野） 屋根葺き替え
茅葺き講座（香
川大）

菊野谷茶堂（城川町） 修理

文化的景観整備（春日神社） 修理（繰越）

文化的景観整備（原田家） 修理

文化的景観整備（兵頭家） 修理

宇和盆地の弥生土器 展示

東予と南予の弥生文化と青銅
器

テーマ展（県
歴博）

伊予の鍛冶
企画展（県埋
文ほか）

※年度のHは平成、Rは令和。

2021 R3

R22020

H312019

※文化財保護法改正（無形文化財および無形の民俗文化財の登録制度の新設、地方登録制度の新設）
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自然 生活・生業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化 災害・疫病・戦争

俵津 □一本松□大イチョウ（多聞寺） □木彫りの立体地図。公民館敷地に石
碑あり□俵津製糸。現在は顕彰碑のみ
□養蚕に関する紙（文書）あり。養蚕・製
糸の歴史（米・櫨から製糸／女工300人
／三瓶から嫁多い／高知へ行商、男性
は土佐から来た人多い／桑畑→ミカン畑.
／桑つぼ）□長崎東海の墓□清家春延
の五輪塔・青石経塚□楠ノ浦の鯨塚□四
ツ手網□伊井旅館のひゅうがめし□田中
恒利

□野福峠の旧道、俵津隧道（七本松、宇
和高校への思い出の道）□馬道、馬頭観
音（宇和から米を運搬）□青い目の人形）
（明浜中）

□上ノ山（うえんやま）の仏像□庵寺（日
蓮宗）□長崎東海寄附の門柱□大師堂
□龍王山社□おおひと様の足跡（鬼の足
跡）□亥の子歌（山車・木彫りの大黒様
S30ころまで）□秋祭り（天満神社、大山
神社）

狩江 □お伊勢山（準絶滅危惧種の存在）□浅
い岩礁

□主谷池□渡江の町並み：明治期の地
図□渡江海岸の石積み□魚付林□最短
のトンネル□地名□造り酒屋□芋つぼ□
養蚕の家□天皇の行幸碑□石灰の搬出
港□排水溝□御殿□西木戸、東木戸□
大狩浜

□一本松（遺存せず） □渡江歌舞伎くずし盆踊り□魚付林の祠
□尼寺□お地蔵さん□渡江の竹網□春
日神社秋祭り□亥の子唄□網代の層塔
□大師堂：手水鉢□棚田石垣：馬ッコロ
バシ□祇園様□威徳院源界法印の墓□
遊び：ネンガリ、パンコ、カッチン

□消火栓（海水利用）□城山（祇園城）

高山 □アコウ樹□岩井の蛇滝□仏像構造線
と丸石

□岩井の石灰窯□田中家文書（愛大か
松大に寄贈）□宇都宮長三郎家、長屋門
□アメリカ製古時計□芋つぼ□灰屋イモ
□舟板の家。石灰窯のオテンスの屋根に
も利用□集落の町並み、屋号□古い網
船□鹿角製釣針□漁業資料□うど貝の
料理

□高山の古地図（寛文13）□狼煙場（権
現山頂上から下ったところ）

□河童の狛犬□若宮様の祭り□百万遍
の大数珠□鯨塚□鯨の位牌（院殿号）□
賀茂神社□寛文の金幣□秋祭（潮垢離、
太閤様など）□賀茂神社旧社殿・境内跡
□善兵衛鳥（～S27、8）□客人神社□お
伊勢踊り□どんど焼き□盆踊り□燈籠流
し□亥の子□権現山（蔵王権現）

□堂山城 □宇和島藩家老の古文書（田之浜命名の文書）

田之浜 □田之浜開拓の古文書□庄屋（伊能測
量隊宿泊）□井戸

□大崎狼煙場 □天満神社□観音様□雨乞いの祠□盆
の口説き□お伊勢踊り□金刀比羅の奉
納ずもう□くじゅうろく

□養蚕：桑つぼ➡芋つぼ
□戦時中、終戦後の生活のこと。密造酒、でんぷん工場。
水産高校など。

三瓶東 □古民家（大正3仲村病院） □朝立台のメンヒル（ドルメン）□朝日文
楽□秋祭りの練り□高福寺・金毘羅様の
夏祭り□地福寺木造阿弥陀如来坐像

□鴫山・和泉（旧八幡浜➡S30編入）□皆江大工（カンナ
削り日本一、三瓶南）□下泊鍾乳洞（三瓶南）

三瓶北 □須崎海岸□毘理島 □長早：突き棒船（カジキマグロ）□周木：
鯖船□二及：機帆船（宇和からの米、松、
材木、炭、牛馬）□垣生：機織り（垣生縞、
行商）□長早M10地図、畝順帳□ニュー
サマーオレンジ

□吉田藩船番所跡（現存せず）□長早漁
民の台湾への移住（突き棒船が宜蘭県
蘇澳郡南方澳漁港の発展に貢献）

□須崎海岸（弘法大師の伝説、お伊勢踊
り）□須崎神社棟札□国造神社古文書、
盃□竜神様□垣生お薬師さま□三宝山、
仏像□二及加茂神社、五輪塔□長早六
軒屋伝説□二及神社跡（ヤマノカミ）□垣
生揚八幡神楽□亥の子□昔の遊び（パ
ンうち、もくちん（ほんこ、なあぶ）、うまと
び、杉玉鉄砲、ねこちゃん、たんけり、釘
立て、こくとり）

□周木館（城）□古寺（奥正寺）□二及城
山

三瓶南 □蔵貫白石の鍾乳洞□皆江のクジラ岩
□めだかの学校、ホタルの里、アジサイ
□だるま夕日

□有太刀、有網代の魚見台□下泊泊崎
の魚霊塔□水田□庄屋（揚、下泊）□地
蔵屋敷（地蔵のみ）

□古い郵便局（大正）□山田薬師（祠）□
三島神社の秋祭り□おしょろ船□実盛送
り□輪抜け□大わらじ

う
み

その他

三
瓶

①誇りに思う、特に重要だと思う文化財

明
浜
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多田 □鳥坂口留番所跡 □岩崎八幡神社
□宇都宮神社、蛇骨堂、大安楽寺
□金法山善法寺：お開教さん、庚申堂、
五輪塔
□亥の子唄

中川 □坂戸五ツ鹿踊り□十二所神社（熊野白
王権現）□宇和津彦神社□宗合神社（宗
吾大神）□神蔵神社□杢所神社跡□真
土庄屋屋敷□亥の庫唄□浦安の舞□秋
祭り□加茂福楽寺（→円福寺のことか）□
念仏講□数珠送り

□忠魂碑＠宗合神社（土屋光春揮毫）、
慰霊塔

□戦時中は、桑畑を全部切り、、根を掘って除去。芋を植
えるよう命令があった。□国民学校j□桑の皮をはいで乾
燥させ服の生地に□中川は空襲はなかった□家の裏の
花器畑に防空壕をつくった□宗合神社境内で竹やり訓練
をした□灯火管制□石城小学校のグランドを掘り起こして
半分芋畑に□永長飛行場建設。完成せず1機だけ着陸し
た□滑走路のある山際に格納庫を掘っていた。掩体壕で
はない。

石城 □熊野神社のイチョウ□山田大池のアベ
マキ

□石城地区の景観□西山田公会堂（西
山田共同稚蚕飼育所）□養蚕農家□国
木遺跡（国木長者伝説）□石垣：狩浜の
職人「狩江巧（たくみ）」□庄屋屋敷（岩木
宮崎庄屋、西山田土居庄屋、山田）

□笠置街道□三瓶隧道 □山田薬師□薬師如来□花まつり、鉢盛
り□ひょうたん菓子□極山（修験の祠）□
堂所山（明治の石碑：水神様、山田薬
師、三瓶神社）、堂所山の石碑□笠置峠
古墳□五ツ鹿踊り□三瓶神社、三島神社
の秋祭り□権現おもし（西山田）古い牛鬼
の面が熊野神社にあり□七福寺おどり□
小森古墳□西林寺

□峰城跡□鳥付城跡 □すでに焼失したもの：西園寺別邸（木戸地名）、石城小
学校講堂

宇和 □深山洞穴□カブトエビ（石城の田） □大窪台出土銅矛（棟札と銅矛の拓本）
□石碑（清水長十郎碑＠王子神社、左氏
珠山碑＠特別支援学校、二宮敬作碑＠
薬草園）□御仮屋の大石臼□小野田の
夫婦岩□牛市、馬場市（卯之町駅前）□
講（相互扶助組織）お伊勢講、念仏講な
ど□なまず粥、芝餅（柏餅）□闇鍋□庄
屋屋敷群□ため池□わらぐろ、稲穂、苗
代、井手□中町町並み（末光家、池田
屋）□農家建築（主屋オヘヤ、大黒柱、ベ
ンガラ）□地図：久枝田方図面片葉（天保
14）、稲生、西山田も□中町鳥瞰図（天保
の卯之町全景図）□字名図面蝶（S8）□
古墳□左氏珠山作品、神武天皇像、二
宮敬作道具

□道標（卯之町、お伊勢山遍路道道標）
□法華津峠の石畳（宇和島街道）□伊賀
上経塚（旅の安全を祈るために建てられ
た）

□開明学校、教科書類、掛図、扁額□伊
達宗紀揮毫扁額□旧宇和町小校舎群□
王子神社玉垣、鳥居□新四国八十八ヶ
所□入らずの森の五輪塔群（上松葉経
塚）□久枝又左衛門の墓□和気一族の
墓□六地蔵□松葉城跡途中の石碑□歯
長寺縁起□経の森（サイレン山）□田神
様□仏像（常楽寺釈迦三尊像、蓮明寺薬
師如来坐像、極楽寺阿弥陀如来坐像・千
手観音立像、光教寺西園寺公広木造（黒
瀬神社）□数珠回し□下松葉子供角力甚
句□御田植祭□お伊勢踊□千人踊□永
長・野田の大草履□麦祈祷□盆踊り□亥
の子□どんど焼き（念仏の口開け）□又
八の五輪塔□遍路墓□都合城主の墓□
大井手地蔵尊□祠：今春日様、くつびき
様、三柱様、尾上山馬頭観音、落人祠、
老僧様、稲荷神社、公広廟□寺社：歯長
寺、光教寺、大師堂、天満神社、三島神
社／春日神社、日吉神社、王子神社、黒
瀬神社□絵馬（春日、天満神社／山田三
島、田野中大師堂、四道大師堂、板ケ谷
大師堂）□村芝居、祈祷（風除け、火除
け、虫除け）□幡、祭り

□黒瀬城跡（姫五輪）□鳶ヶ巣城跡□水
が森城跡□西園寺の供養塔（宝篋印
塔？）大恵寺□狼煙台（水が森城跡の
下、竜王山山頂、烏殿山頂：石鎚信仰の
祠、山伏の修行の場）

田之筋 □不動滝（不動さま）□夫婦岩□庄の川
の湧き水□大判山（石鎚山分霊）

□松蔭池□堀内家（旧庄屋）□和氣家□
西河家□氷室跡と藤が滝（大判山中腹、
明治～大正）□上甲家□古井戸と石垣
（亀甲家屋敷跡）□伊藤家□水争いの古
文書（多田番所の代官が裁定）、明治の
総会の議事録もある。田野中集会所、伊
崎か竈神社にも明治大正期の総会議事
録あり□稲生、新城、常定寺の江戸時代
の絵図□平野と久保の明治の絵図□田
之筋かるた

□お伊勢踊り□明石節□五ツ鹿踊り□起
村節□三番叟□お仙人様□大師堂（壁
画）□譲葉（信里側）の平家落人伝説：夫
婦岩と関連□辻堂（地蔵尊）□中山寺□
金毘羅神社（熊野神社、玉石様など合
祀）□竈神社□谷上様□地蔵、五輪塔□
常定寺（イチョウ、イヌマキ、薬師如来、
虎関師錬像、回塘和尚像）□杉本のお堂
（阿弥陀堂、天井絵）□辻堂□新田神社
□明石寺□熊野神社□

□砂防ダム（S18水害後着工）□本城（堀
内家（田野氏）居館）□烏殿ののろし台□
笹城跡

下宇和 □遍路道 □釈迦寺：仏像、大般若経□法蔵寺：宝
篋印塔、涅槃図、大般若経□お地蔵さま
とお堂（道引大師ほか）□皆田五ツ鹿踊
り□稲生、下川のお伊勢踊り□がんずも
う□亥の子□牛鬼□祭り□膳

□歯長城跡 □戦後の生活や学校のこと

さ
と
宇
和
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明間 □第2観音水（水手観音堂、修行者8/10
祭）□天狗岳（または天群岳）標高715m：
おいずし様（蔵王権現像）

□野村－宇和島間の電気開通時に板ケ
谷を通ったため電気が早く来た□兵頭太
輔氏宅（宇和島藩主宿泊）□銀座通り（映
画館「松川劇場」、魚屋、衣料品店、酒
屋、豆腐屋、アイスキャンデー屋、下駄
屋、銀行、あけまや旅館、鍛冶屋）□橋本
組と中駄馬組で昭和になった□上成：た
め池□明間かるた(S63）➡かるたの場所
を訪ねるノルディックウォークを来年度検
討

□野村宇和島間の街道（三間街道、板ケ
谷街道）現在は朝霧湖マラソンのコース
（板ヶ谷越H=652m）

□板ケ谷お堂（天井絵、二月入り）□祠
（板ケ谷、5～6年前までおこもり）□倉谷
大宮様（二月入り、厄年祝）□大師堂（大
師様、黒こげ地蔵様）□お墓□足中（とん
ぼすげ、大わらじ）□愛宕様奉納相撲□
大師堂と鰐口（愛宕様奉納相撲・火伏）□
風神の祠□兵頭藤右衛門の墓□柴神様
□金毘羅様（相撲、芝居）□観音様（中組
掘ノ口）□赤川（明間合戦）□朝日様（イ
ボ神様）□愛宕様□金毘羅様□西福寺
（東多田庄屋宅を移築）□田神様（お地蔵
様、観音様）□行き倒れの墓□金毘羅様
□城主様の祠（松末美濃守・河野水軍の
武将□大寿坊お堂：山伏□観音山（城
山）：大日如来様、琴平様、千日如来様、
朔神様□よごれ地蔵（俊高地蔵）□耳地
蔵□宇和神楽
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市民ヒアリング（誇りに思う、特に重要だと思う文化財）

自然 生活・生業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化 災害・疫病・戦争
その他

①誇りに思う、特に重要だと思う文化財

野村 □ストーリー：山本駒吉、前嶽溝、岡池、
米作り、農有地区

□天神橋 □野村四国八十八ヶ所□大泉寺：白木ヶ
城主宇都宮乗綱、涅槃坐像□野村小学
校：徳山平吉□茶堂

□昭和18年水害 □戦時中、戦後のこと。

渓筋 白髭：普門院大杉／鳥鹿野：大判山／
旭：樽滝、観音滝／四郎谷：鮎返り滝／
河西：河西の名水

白髭：土居庄屋歴代墓地群□ニ尻松駄
馬／松渓：林庄屋屋敷跡（石垣、住居跡）
□コカンドの水汲み場

白髭：荒間地峠道路開通記念碑□御番
所跡□烽火台／松渓：□尼ヶ坂峠／四郎
谷：烽火台

白髭：簡野道明□三島神社□三島神社
御神像□普門院五輪塔□龍王様／松
渓：松渓経塚□尼僧の墓□長谷寺／鳥
鹿野：八大神社□極楽寺（陣太鼓）／旭：
大野治右衛門直昭の墓□茶堂□富貴地
蔵、弘法大師像、青面金剛寺像（庚申
様）／長谷：天満神社（300段石段）□寂
光庵／四郎谷：銅矛□福徳寺□三嶋神
社（絵馬、天井絵）□大師堂□七夜念仏
／河西：お堂□日切地蔵□佐倉宗五郎
様□志賀団七（踊り）

松渓：□元城跡□上城跡／鳥鹿野：鎌
田ヶ城跡

中筋 □御在所山のカルスト地形 □泉貨紙□泉貨居士□庄屋屋敷（高瀬
は現存、土居と平野は跡地）

□道標（右金毘羅街道　左大洲街道） □岡成の花取り踊り□五郎兵衛堂（小
滝）茶湯上げ、八十八ヶ所、立ち地蔵□
不動堂（小滝）□松の窪堂□念仏踊り（富
野川）□浦安の舞□八坂神社の絵馬□
西園寺源透□水地蔵□岡成の薬師堂□
松本仙挙（明治～昭和の日本画家）□鹿
踊り□お伊勢踊り□神社□野坂神社（宮
高様）の奉納相撲□金幣

□白木ヶ城□乃木将軍揮毫の掛け軸□
尼ヶ坂の石□尾首城跡と五輪塔□鉢ヶ森
城跡□金若城跡

□保堂新左衛門戦時中□荷刺に爆弾落ちた□書ていた
ウサギが軍用ウサギになった□大野ヶ原で飛行機の練習
をしていた□松根油□バスは木炭車□松の宿木の白い
やつをガムの代わりに噛んでいた（マツグミの果実？）

大和田 □花取り踊り（蔵良、岡成）□三角踊り
（蔵良、岡成）□八坂神社（蔵良、岡成）
（松本仙挙の絵馬）□薬師堂（岡成）（お
大師様、お薬師様、茶堂、念仏踊り）□み
みんど様□学校記念碑（岡成）□竜王様
□西神楽□施餓鬼供養（阿下、前石）□
白王神社

□猿ヶ滝城主岩本将監の言い伝え（岡成
篠藤姓の人々は白犬を飼ってはダメ）□
光沖城跡（大西）

横林 □客神社の社叢□宇和や日吉、惣川か
ら水が流れ込むj。宇和、野村、城川の最
も低い谷底

□木材木炭製造、楮、三椏栽培（～昭和
30年代まで）➡養蚕業へ転換し桑畑化□
昭和40年代に栗、柚、野菜、シイタケに転
換

□茶堂（昔の往還。石仏、案内標示）□
旧船戸川橋□旧黒瀬川橋□旧宇和川橋
□坂石港（肱川）□旅館多い：川魚料理
（アユ、ウナギ）

□客神社の春祭り（坂石）□伊予の里神
楽□お日待ち□鬼金剛（金剛ぞうり）□お
伊勢踊り□たてんもり（祠）□お大師講□
茶堂文化□一字一石像と延命地蔵□観
音堂の仏像□高橋玄蕃五輪塔□石鎚神
社□竜王神社□S45頃まで横林中学校

□大塚源十郎五輪塔□山城 □昭和30年合併時に横林村のうち予子林は野村町と肱
川町に分かれた。昔の名残で肱川の長命寺の檀家の人
が多い□城川と似た暮らしや文化がある

惣川 □羅漢穴
□ドリーネ
□小松ヶ池
□ブナ林

□土居家：庄屋、茅葺き替え、失政による
農民の逃散、河野水軍、伊達家下賜の
刀、楮による紙づくり、製蝋、酒、味噌な
どの商売□天神盆川遺跡□小屋の庄屋
跡□冷泉の井戸□廃村「高樽」

□土居家の盆行事□寺子屋□雨包山の
恵比寿神社□龍王神社□四国八十八ヶ
所（舟戸、小松、大野ヶ原）大師堂□大和
の茶堂（阿弥陀堂）：ツバキ（椿塚）□今
久保のお堂・色納茶堂□川久保のぜん
みょうさま：五輪塔□浦安の舞□子どもお
練り相撲甚句□八ツ鹿踊り□お伊勢踊り
□念仏講

□砲車道
□崎森城

□戦時中の生活のこと。学校のこと。戦争ビラ（伝単）のこ
と、大雪のことなど。

遊子川 □桂木（竜泉）
□大イチョウ（公民館近く）
□たもと岩（窪野から大男が投げたいわ
れあり）具地丸様
□雨包山（だましうね、ばくち岩）

□水口家鏝絵（重谷）竜泉の福山家にも
ある□五十石茶堂の天井絵（ボロボロで
見えなくなっている）□別宮庄屋跡□ちょ
うちん持ち□材木

□狼煙台（3,4箇所あったと聞く）
□往還道と峠：馬頭観音や大日如来など
の道祖神、峠を越えないと他地域との交
流ができない。惣川とは年中交流あっ
た。水ヶ峠の石仏□材木：辰之口まで馬
車、辰之口から筏を組んで坂石まで。

□遊子谷の七鹿踊り□上川の神仏講□
遊子谷の楽念仏（高齢者でもできる）野
井川は休止中（宝泉寺）□雨包山の恵比
寿神社□浦安の舞（遊子川天満神社、野
井川河内神社）□六地蔵（大茅峠近く）□
恵比寿神社の秋祭り、奉納相撲

□白岩城跡
□半鐘台

□牛について

土居 □三滝渓谷の化石
□中津川のトゥファ

□矢野杏仙の家
□赤松家の鏝絵

□茶堂群、茶堂の行事□三滝祭り：牛
鬼、八ツ鹿踊り、三滝神社…□林庭院□
御田植行事、三番叟□紀貫之の墓□妙
見寺□お伊勢踊り□お不動さま

□三滝城
□城跡群

□戦争中、甲ヶ森城跡に敵機の観測所があった。
□城川でも敵機が山中に爆弾を捨てて行った話を年寄り
から聞いた。
□三島神社（御田植神事の会場）の桜の木のあたりに穴
があって、防空壕かという話だったが、落ちそうで危ない
ので平成21年ごろに埋めた。

高川 □穴神鍾乳洞 □穴神洞遺跡□高野井公園□庄屋の蔵
（什器類、古文書-別宮学芸員調査）

□龍馬脱藩の道（勤王の志士の脱藩の
道、九十九曲峠、矢野杏仙碑）

□どんど焼き（H1～）□燈籠流し□念仏
踊り□東光寺□村四国八十八ヶ所（西方
寺）□杖野々西国三十三観音（午後山伏
を読んで読経。住職「おやまさん」）□お
萬上ろの墓（平家落人）□寶泉坊様

□黄幡城跡（礎石？、柱穴、かわらけ）□
忠魂碑（日露戦争、秋山好古揮毫）□義
農碑（三間騒動）

□戦後すぐのこと。学校、生活のこと。

や
ま

野
村

城
川



巻末資料10-1
市民ヒアリング（誇りに思う、特に重要だと思う文化財）

自然 生活・生業 交流・交易・交通・通信 信仰・祭り・芸能・教育・文化 災害・疫病・戦争
その他

①誇りに思う、特に重要だと思う文化財

魚成 □田穂の石灰岩とアンモナイト□化石（い
ろいろなところでとれる。石灰岩はドロマ
イト産業におつながっている□黒瀬川鍾
乳洞□ほつぼ大師の大スギ：県武道館の
材木になりかけた□白皇神社の樫の木

□地名（岩本、しゅうとう）・屋号（城の家）
□地区の文化（嘉喜尾は土居村に近く、
杭は魚成地区に近い、岩本は遊子川や
横林と近い）□年貢（魚成➡坂石（河川）
➡大洲➡大阪や宇和島）□ふる里守る
会：堂の坂棚田（棚田百選）の草刈りや
キャンドルイベント

□龍澤寺＋末寺（城川の寺院のほとん
ど）□竜楽念仏保存会：念仏踊り、実盛送
り□魚成三島神社（念仏保存会）□下相
正法寺念仏踊り（八幡神社）□八幡神社
の花取り踊り□和鏡□嘉喜尾春日神社
□魚成新四国□嘉喜尾善願寺大般若経
□長善寺如意輪観音、大般若経□茶堂
□奉納相撲□塩竃様のお祭り（魚成）□
恵比須相撲（今田）□白皇神社の土俵□
すぼ踊り（廃れた）□亥の子

□龍ヶ森城（魚成豊後守）
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市民ヒアリング（文化財及び地域の課題や要望）

少子高齢化・人口減少（に起因するもの） 文化財の保存などに関する課題 文化財の活用に関する課題
文化財へのアクセスや
PR・観光に関する課題

文化財の防災（防火防犯含む）
に関する課題

その他

俵津 □子どもが生まれない。若い人がいない。老
人ばかり。昔500戸3千人→400戸千人。□
農家手取りが減少、専用農家ほとんどいな
い□柑橘は機械化できない。担い手がいな
いので農家はどうなるか

□文楽の後継者いなくなって心配□昔は人
形遣いも無形文化財に指定。人形遣いも指
定してほしい。顕彰を□連絡船俵津丸の歴
史（海岸沿い～宇和島、S20年代に台風で
田之浜沖で沈没）□バスの歴史（S35ころ田
之浜まで延伸）□夏休みの親子遠足。吉田
の大楽寺に船で。

□木彫りの立体地図を地元に置いて公民館
で管理してほしい。

□戦時中の思い出：米は供出、イモと麦の
食糧畑／兵役検査合格も戦争に行かずに
済んだ。玉音放送／機銃掃射なかった／馬
頭観音の近くに焼夷弾が落ちた。戦後子ど
もが広い学校でさわっているうちに火がつい
て怪我した□俵津出身で特攻で戦死した人
いた□日本イモ類統制株式会社があった切
干をイモの粉にして販売

狩江 □高齢者多く、無形民俗文化財の継承が難
しい。補助金などあれば。

□文化的景観の規制や補助の周知が不十
分

◇来年渡江に7名の移住者（子ども有、40歳
以下）。狩浜にも15名近く移住。

高山 □高齢化に尽きる□空き家や人が少なく
なって何をするにも難しい

□百万遍の大数珠のご詠歌をとなる人が3,4
人になった□行事は何もやらないと忘れる。
今年は（コロナで）何もやらなかった□賀茂
神社そのものを指定してほしい□ウド貝の
料理も指定してほしい□子持岩の鯨塚に覆
屋をつけたい

□高山の歴史のなかで生まれた文化を体験
できるような仕組みを作りたい。灰屋イモ、
石灰、イワシ…。石灰焼きは難しいか。集落
の見学。生活文化を体験できるような受け
皿。どうすればいいのかわからないので協
力してほしい。

田之浜 □記録が少ない
三瓶東 □過疎と人口減少が著しい。老人クラブも解

散した。史談会も4名で休眠中。□子どもが
少ない。

□指定文化財の維持管理が大変。 □詳しい場所がわからないので文化財地図
を作ってほしい。□市文化財HPに誤りがあ
るので修正してほしい。□史談会刊行の本
を保管してほしい。

□公民館がなくなったのち、どうなるか不
安。□戦時中、子ども多く教室不足で増築。
現在も石の門が残る／敵戦闘機通過を記憶
／宇和との境界に焼夷弾。2～3日後これを
拾って鉄板を加工し道具を作った人がいた
／第二山下高女の生徒が大阪に勤労動員
され風船爆弾の風船を作った

三瓶北 □個人商店やAコープが閉店。独居老人は
ゴミ出しや買い物が大変。□子供も少ない。
高齢化率54%。□昔は百姓として山に依存。
段畑あったが無くなった。農業する人がいな
い。□漁業者も年々減少。「海枯れ」してい
る。魚のえさの藻が減少の為。温暖化で魚
の種類も変わった。ヒョウモンダコもきた

□須崎海岸鐘撞堂の修理□文化財を受け
継いでいけるか不安。伝統芸能もできなくな
る。

三瓶南 □少子化で後継ぎおらず、祭りも子どもの練
りがなくなって寂しい

□鍾乳洞の保護（文化財指定、ジオサイト指
定）

□蔵貫の自然豊かなところを人に見てほし
い

多田 □善法寺の老朽化
□城跡多いが土塁、石垣等不明。

□私有地は史跡と宣伝できない
□地域で看板設置を優先。調べても所有者
の許可が得られないものもある

□調査はよいが防犯上公表はやめてほしい

中川 □こどもが少なくて神輿が出せないという話
有□子どもが少ない。昨年の小学校新入生
は20人、今年は8人□神社の後継ぎがいなく
なり、次第に寺の後継者もいなくなってきて
いる。

□浦安の舞などの踊りは絶やしたらよう教え
んようになる。途切れたら廃れる。歌でも踊
りでもだんだんわからなくなっている。

石城 □どうやって住民の意識をまとめていくかが
難しい□子どもたちは勤めるところがないの
都会に出る。先祖の墓を移転する人も□岩
木や小原は人口減少が少なく新しい人が移
住もするが、山田は高齢化と人口減少が進
む。日の入り時間が早い。冬の北風は厳し
いなど気候が影響しているのでは。

□○○農園（新規参入、大きな規模のハウ
スを設置）は景観に良くない□神社を維持す
るのが大変。お堂の修理も市から補助があ
れば□次世代への継承が使命□山田薬師
の屋根に草が生えている□行事も統合か小
規模縮小が必要。財政支援あれば

□笠置街道横の林道の整備を。眺望の良い
場所を整備して、盆地の雲海が見れるよう
に□笠置峠古墳南側の木を切ってほしい。
見えにくくなった

□山田薬師がなぜ三大薬師に選ばれてい
るか調べてほしい

宇和 □古文書を読める人が少ない。史談会の有
志で梶原家文書の解読をしているが、募集
する方法はないか□極山へ登るための鎖が
壊れかけている

□展示の場所がない。廃校の校舎が使えれ
ば。保護や活用につながる。

□城跡の名称や案内看板が少ない。松葉城
の古い看板も更新を□ジオパークなどでフッ
トパスをつくった。文化財の側でもあそび心
を含めて大人も子どもも老人も楽しめるコー
スを作ってほしい□山城を見せたい。西園
寺系の支城も

田之筋 □明石節を歌えるのは3人ほど□きそん節
の歌い手も少なくなった□市図書館の絵図
などの資料をマイクロフィルムなどで撮影し
デジタル化すべき。死蔵せず保存処置と公
開を考えるべき。公文書も□地域の人に文
化財に興味を持ってもらうのが難しい□田之
筋のホノギを地図に落とせないか

□絵図など市図書館が保管しているが活用
されていない。畝順帳もボロボロでめくること
ができない□今回のヒアリングで終わるの
はもったいない。田之筋には詳しい人が揃っ
ているので、講義を兼ねて興味のある人を
集めてこういう調査を推進してほしい

下宇和 □法蔵寺の調査をしてほしい。宝篋印塔の
修理も
□遍路道の補修

□法華津峠のアピール
□高森山までのいい道をつけてほしい

明間 □人がいなくなった。守るのが精いっぱい。
守れないものが多くなっている。□人が少な
い分、掛け声をかけたらまとまりはするが
…。□四道、倉谷、中駄馬と限界集落が増
えている。子供がいない。
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②文化財および地域の課題や要望
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市民ヒアリング（文化財及び地域の課題や要望）

少子高齢化・人口減少（に起因するもの） 文化財の保存などに関する課題 文化財の活用に関する課題
文化財へのアクセスや
PR・観光に関する課題

文化財の防災（防火防犯含む）
に関する課題

その他

②文化財および地域の課題や要望

野村 □大泉寺の維持費
□古文書等が残っていない。残す意識がな
い。残すシステム必要。
□指定文化財の名称変更を

□地域を誇りに思う方法が欲しい。

渓筋 □事業（調査、標柱設置など）に助成金が欲
しい□鎌田ヶ城の整備や維持管理をしてい
る。昔は地区の人もやっていたが、今は史
談会だけ。

□松渓経塚について、奈良で研究してもらっ
ていたが今は連絡がなく途中で調査が中
断。どうなっているのか知りたい。県生涯学
習センターに資料を保管している。

□補助金の情報を送ってほしい

中筋 □鹿踊りの衣装の修理費に補助が欲しい□
五郎兵衛堂の修理の補助が欲しい□無形
文化財にも補助が欲しい□踊りの後継者が
いない。10年持たない

□CATV等で踊りを紹介してもらうなど周知
が必要

大和田 □人がいない。子どもも少ない。人手の応援
必要。多くが元々農家だが収入が少なくなっ
て大変。タバコ、酪農も少なくなった。

□戦時中、旧中筋の分校通いから阿下へ／
通学途中空襲警報で隠れた／窮屈な時代
だった／学業の方は悠長な時代□戦後は親
戚の家に軍服や戦闘帽があった／大雑把な
時代だったが、心にゆとりがありコミュニケー
ションが取れていた。

横林 □伊予の里神楽：すべてのお囃子や踊りを
覚えていて伝承できる人は1人のみ□鬼金
剛（金剛ぞうり）の藁草履をつくる人が集落
に1～2名のみで消滅の危機□客神社老朽
化し改修必要も氏子減少□各集落の神社、
茶堂（お堂）の維持管理

□文化的な暮らしについて学ぶ機会が少な
い。地域の歴史や意味の勉強会や楽しんで
もらえるような話を聞ける機会があればよ
い。

惣川 □土居家の門松の復元をしてほしい。中庭
の築山の祠の修理。

□男水公園の管理を何とかしてほしい。

遊子川 □高齢者が踊ることができないので人員を
揃えるのが大変□浦安の舞：少子化で踊り
手がいなくなった

□雨包山恵比寿神社の修復の助成があれ
ば□民俗文化財を残さねば□衣装の修繕
にお金がかかる。市の助成が欲しい□民俗
文化財への補助がなくなった。行政が見放し
たと思われ不要論が出てくる。微々たるもの
でも補助が欲しい□指定を受けていない地
元の人が細々とやっている行事にも補助が
欲しい。合併後取り残された感。ギリギリの
状態でやっている□七鹿踊りのわらじの作り
手がいない。技術の伝承が必要□念仏踊り
の鉦の更新が必要だが補助がなく苦労して
いる□民俗文化財にも力を入れてほしい□
茶堂の石仏が盗難にあうことがある。管理
が難しい。

□桂木：道がない、看板もない

土居 □茅葺きが少なくなった（高齢化で維持が大
変、経費が負担）

□茅葺きが少なくなった（高齢化で維持が大
変、経費が負担）
□三滝祭りの記録保存をしておきたい

□御田植行事や三滝祭りの周知がされてい
ない

高川 □高齢化が進み活気ない。リーダーもリー
ダーを支える人もいなくなった。

□黄幡城、掃除したり伐木したり桃を植えた
りしたい。道を広げたい

□穴神洞のはっきりした管理人がいない。管
理棟、人員あれば観光客も来やすい□大門
峠が狭く大型バスが入らないので、穴神洞
観光のため道を広げてほしい。

魚成 □亥の子をやっているところが少なくなった
□秋祭りの役割分担があったが、今は人が
少なくて分担できない。宇和島から雇うことも
ある□すべてが廃れていって維持管理がで
きない□人がいない。増えるのは空き家だ
け

□嘉喜尾善願寺大般若経を調べてほしい□
田穂の石灰岩の周囲の雑木の伐採が必
要。維持管理をする人がいなくなっている。
保存が大変。大変な状態を知ってもらいたい
□黒瀬川鍾乳洞は場所がわからないし、断
崖絶壁で入るのが危険。集落での管理が必
要か？□新型コロナウイルスの関係で1年
間何もしなかったが、1年何もしないと忘れて
しまう。2、3年続けば忘れてしまう。続けるの
は大変。

□長善寺（如意輪観音・大般若経）所有者不
在で無防備で虫害や盗難が心配

□文化的と言えば現在のイメージ。「財」が
つくと昔のこととなる。昔は文化財も実生活
と直結していたはずで、どのように現在の人
の生活に直結させていくかが大切。
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パブリックコメント 

 

「西予市文化財保存活用地域計画（素案）」について、以下のとおりパブリックコメントを実施し

た。 

 

１．募集期間    令和 5年 6月 23日（金曜日）から令和 5年 7月 21日（金曜日） 

２．意見提出方法  郵送・ファックス・電子メール（電話での受付不可、様式は自由） 

３．資料の閲覧場所 （1）西予市ホームページ、（2）西予市教育委員会まなび推進課 

４．提出方法    持参、郵送、ファックス、電子メール 

５．意見提出件数  電子メール 1名（1件）（持参、郵送、ファックス 0名） 

６．意見の要旨と意見に対する市の考え 下表のとおり 

 

 

 

№ 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

章やページの指摘なし 

1 中世に宇和郡を治めた西園寺家の本拠で

松葉城や黒瀬城などをはじめとする中世の

山城の保存活用に関する施策を実施してほ

しい。 

当面は下記の環境整備の実施を切望す

る。 

１．松葉城及び黒瀬城の姿が下から眺めら

れるような環境整備。 

２．黒瀬城を中心とする七ケ城の往き来が

できるような道の整備。 

３．中世と山城の顕彰と理解促進対策 

ご意見のありました西園寺氏に関して

は、当市の歴史を語るうえで重要であると

位置付けており、「第 3章 西予市の歴史文

化の特徴 第 2節・第 3節」で「さと」の歴

史文化として「（5）西園寺氏による宇和郡の

支配」を掲げています。 

松葉城跡や黒瀬城跡の環境整備並びに普

及啓発については、考古学的な調査研究を

含めた両城跡の価値の把握が前提であり、

計画期間においては出土資料の把握や整理

など基礎的な調査に取りくむ考えです。ま

た、眺望の確保については、市民団体による

環境整備が計画されているところです。 


